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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　第六話　紫乃先生の夢と現実










　東とう京きよう都との魔ま法ほう学がつ校こう、私立葵あおい学がく園えん。


　授じゆ業ぎようも終おわると、どのクラスもホームルームをおこなってから帰き宅たくとなる。学校側からの必要事じ項こうはここで伝でん達たつされるが、生徒の大半はろくに聞いていない。帰ってからなにをするか、どこに遊びに行くかで頭がいっぱいになっているためだ。


　二年Ｂ組も例れい外がいではない。教きよう科か書しよはさっさと鞄かばんにしまい、友人と遊びの相談をしている生徒が多かった。そのため担たん任にんの伊い庭ばかおりがやってきても、私し語ごは続いていた。


　彼女は教室に入るなり、生徒たちを静めようと、出しゆつ席せき簿ぼで教きよう壇だんを叩たたいた。


「はい静かに。ホームルームやるぞー」


　しばらくしてからざわめきが収おさまる。教室の扉とびらも閉しめられ、廊下の雑ざつ音おんがシャットアウトされた。


　かおりは全員が着席したのを確認してから、口を開いた。


「今日は大事な知らせがあるから、ちゃんと聞くように。お喋しやべりするんじゃないよ」


　隅すみから声が上がった。


「またゲームの話ですか」


　彼女のゲーム好きは校内でも有名である。誰も聞いたことのないようなソフトをやっては、クラスに報ほう告こくしていた。


「ファミコンの『殺さつ意いの階かい層そう』ならこの間クリアしたわよ。ゲームキューブも小学生をバイトで雇やとって、予よ約やく券けんを入にゆう手しゆしたしね。そうじゃなくて、紹しよう介かいする人がいます」


　全員、そこで初めてかおりの横に立っている人物に気づいた。


　伏ふし目めがちの、清せい楚そな感じがする女性だった。豊ゆたかな黒くろ髪かみで、かすかな笑みを浮うかべていた。


「彼女は教育実習生で葵学園にきました。今日から受け持ちます」


　教室内がざわついた。


「先生、今日ってもう終わりですが」


　女子生徒の一人が言う。


「うるさいな。いつ紹介したっていいだろ。わたしは人の意い表ひようを突つくのが好きなんだよ」


　あちこちから「きっと今まで忘わすれていたんだぜ」とのつぶやきが聞こえた。


　かおりは咳せき払ばらいをして黙だまらせる。


「私語をするんじゃない。じゃあ自己紹介を」


　傍かたわらの女性をうながす。


　その女性は軽くうなずくと、黒板に自分の名前を書いた。


「紅あか尉い紫し乃のです。教育実習で二年Ｂ組の担たん当とうをさせていただくことになりました」


　にこりと微笑ほほえむ。艶つややかな髪かみが流れるように揺ゆれた。クラスの生徒たちから、「きれーい」と声が上がる。


「今日から二週間、皆さんと一いつ緒しよに勉強いたします。まだ大学生で世せ間けん知らずですが、どうかよろしくお願いします」


　年上とは思えない丁てい寧ねいな言葉遣づかいと態たい度ど、さらにたおやかなイメージを受けて、クラス中が賛さん嘆たんした。男子は食い入るように彼女を見つめ、女子はあこがれの混まじった視し線せんを送る。


　紫乃が優ゆう雅がな物もの腰ごしで頭を下げると、ボルテージはますます上がり、何な故ぜか拍はく手しゆまで起こった。


　それを見た式しき森もり和かず樹きは、心の中でそっとため息をついた。


　クラスには知られていないことだが、紫乃とはすでに面めん識しきがある。墓はか場ばに連つれて行かれ、危あやうく捕つかまりそうになったのだ。和樹が幽ゆう霊れいだと知り、好こう奇き心しんから近づいてきたらしい。なにしろ彼女は幽霊どころか死体やら殺人やらが好きという、異い様ような趣しゆ味みの持ち主なのだ。


　外がい見けんこそ清せい楚そな雰ふん囲い気きのためクラスが浮かれているものの、正体が知られればパニックが発生するのは必ひつ定じようであった。


「ほらほら、昔の学園ドラマみたいな反はん応のうは止やめるように。当分はわたしじゃなくて、彼女がこの組を仕切るからね。つまんない質問とかすんなよ。特に宗しゆう教きようやマルチの勧かん誘ゆうとかして、困こまらせないようにな」


　何人かの生徒が舌した打うちをして、フルカラーのパンフレットを鞄にしまう。Ｂ組の一部がマルチ商法のディストリビューターをしていて、多大な利り益えきを上げているのはよく知られていた。


　かおりはその後も「いきなりナンパはするな」「校門での待ち伏せや落とし穴や辻つじ斬ぎりも駄だ目め」「先さき物ものに誘さそうな。特に大だい豆ずは厳げん禁きん」等の注意を与あたえた。


　生徒たちは神しん妙みように聞いていたが、ことごとく「おとなしいのは今だけです。分かっているくせに」という顔をしていた。


　こいつらにはなにを言っても無駄だと思ったのか、かおりは肩をすくめ、出席簿をたたんで小こ脇わきに抱かかえた。


「じゃ紅尉先生、あとよろしく。わたしこれから、強と敵もとゲーセンでガンダムの約やく束そくがあるから」


　彼女はそう告げて、教室から出ていった。噂うわさによると強と敵もとは「黒い三年生」と呼ばれる小学生のゲームマニアたちで、近所のゲームセンターナンバーワンの座を賭かけ、かおりと争っているらしい。


　かおりがいなくなると、待ってましたとばかり男子生徒の一人が手を上げた。


「先生、先生は大学生なんですよね」


「はい」


「どこなんですか」


「それほど有名なところではありません。入学前は国外にいました」


「どこですか？」


「スペインです」


　微笑する。おおっと感かん嘆たんの声が上がった。「俺おれもラテンは好きなんだ」と調子のいいことを言うやつもいる。


　次々に手が上がり、様さま々ざまな質問が飛んだ。生年月日、血けつ液えき型がた、好きな食べ物、好きな動物、好きな昆虫、好きな微び生せい物ぶつ、好きな法ほう定てい伝でん染せん病びよう等。彼女も誠せい実じつに答えていた。


　まいったなと和樹は思った。かおりがいないので好き勝手なことを訊きいている。今はいいが、彼女の嗜し好こうが知れればクラスがどうなることか。


　前の席の女子生徒が挙きよ手しゆをした。


「えーと、紅尉先生」


「あ、名前で呼んでもいいですよ。保ほ健けんの先生と、区別がつけにくいでしょうから」


「すると、紅尉って名前、もしかして……」


「はい。妹です」


　それを聞いて、クラスから先ほどとは違うざわめきが起こった。謎なぞの養よう護ご教きよう諭ゆ紅尉晴はる明あきのことは、当然Ｂ組の生徒たちも知っている。やや警けい戒かいするような態度になっていた。


「……とすると、先生はいま何なん歳さいですか」


「まあ。女性に年を訊くものじゃありません」


　紫乃が恥はずかしそうにうつむく。生徒たちから「二百歳くらいかな」「三百いくんじゃねえか」「大人の女性は好きだが、ちょっとな」との声がした。


　和樹の斜ななめ前の席に座すわっている、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが訊く。引ひき締しまった身体からだをした、スポーツマンタイプの男子生徒である。


「質問なんですけど、そもそもここの担任以外、なんの科目を担たん当とうするんですか」


「あらいけない」


　今気づいたのか、紫乃は申し訳なさそうに言った。


「言っていませんでしたね。わたくしの科目は、解かい剖ぼうとか、埋まい葬そうです」


　仲丸だけではなく、半数以上が怪け訝げんな顔をした。


「なんすかそれ」


「つまり──」


　とっさに和樹は口を挟はさんだ。


「た、確か紫乃先生は、生物だったんじゃないですか」


　仲丸が振り返る。


「なんでおめえが答えんだ」


「……いや、まあ、知ってたし」


　言葉を遮さえぎろうとしたのである。紫乃にこのまま喋しやべらせれば、ろくなことを言わないに決まっているからだ。


　肝かん心じんの彼女は「わたくしの科目、生物だったかしら」と呟つぶやいていた。


「……ふーん」


　冷ひややかな空気が教室を漂ただよった。全員不ふ審しんな目つきで彼女を見ている。


　和樹は話を終わらせようと、手を伸ばして仲丸の裾すそを引っ張った。


「あのさ、仲丸。もういいんじゃない？　授業も終わっているんだし、帰ろうよ」


「少し我が慢まんしろ。俺は紫乃先生の話が聞きたい」


　軽くあしらわれた。周りからも「そうだそうだ」「邪じや魔ましないでくれ」と言われる。


「じゃあ先生、別のことを。趣しゆ味みとか、好きなものとかは？」


「そうですね……」


　一いつ拍ぱく間まが空あいた。


「死し体たいです」


　…………。


　Ｂ組全体が静せい寂じやくに包つつまれた。


「……はあ？」


　仲丸が聞き返す。


「死体とか、殺人とか。猟りよう奇き事件なんか、もうたまらないですね」


　彼女は目の周りをうっすらと赤くしながら、喋り続けた。


「わたくし昔から、極ごく秘ひ映えい像ぞう公こう開かいみたいな番組が大好きで、血の量が多いと泣いてしまうくらい嬉うれしくなるんです。あとは死体画像のコレクションとか……好きな場所は墓ぼ地ちですね。人ひと気けがなければないほどいいです」


　照てれながら語かたる紫乃とは対たい照しよう的てきに、生徒たちは黙だまりこくっていた。


　沈ちん黙もくが続く。


「う……」


　ようやく、仲丸が口を開いた。


「す……す……素す晴ばらしい！」


　ガッツポーズをする。Ｂ組内から、盛せい大だいな歓かん声せいが上がった。


「最高です、先生！　カラオケとかショッピングとかつまんないことを言い出すんじゃないかと思ってましたが、死体とは！　それでこそ教生です。もう完かん璧ぺき、超ちよーすげー」


　スタンディングオべーションが起こった。まれにみる盛り上がりである。このまま踊おどり出しかねない雰ふん囲い気きだ。


「あああ……」


　和樹は頭を抱かかえた。自分のクラスが、常識人には見向きもしないが変へん人じんには諸もろ手てをあげて歓迎することを忘わすれていたのだ。一般社会なら、それどころか隣のクラスでも「死体が好き」などと言ったら高い塀へいのある病院に送られてしまうが、そこはＢ組、尊敬する者はいても軽けい蔑べつする者はいない。


　もはや養護教諭の妹だとか年ねん齢れい不ふ詳しようだとかで動じたりはしなかった。不信感はきれいさっぱり忘れられ、「長生きはいいことだ」「俺は年上好きだ。問題ない」との声が聞かれた。


「先生先生、じゃあ死体とか探して旅行とかもしたんですか」


　女子生徒が興こう奮ふんした口く調ちようで訊く。


「ええ。以前はよくハイチに遊びに行きました。フランソワ・デュバリエさんとはお友達でした」


　ハイチとはゾンビでおなじみのブードゥー教の本場である。興奮の度合いは一層高まった。さすが死体マニアだと褒ほめそやす者もいる。


「じゃあ、現地のゾンビとロマンスとか」


「残念なことに、なかったんです」


　本気で悲かなしそうな顔をする紫乃。


「やっぱりわたくしのような女は、外国では駄だ目めなんですね。あれだけ墓地を荒あらしたのに、警官隊が追いかけてくることはあっても、好このみの死体はありませんでした。一人だけ、すごく素す敵てきなゾンビに出会ったんですけど、その方は振り向いてくれませんでした。頭がなかったので。旅先でのロマンスなんて、結局お話の中だけなんです」


　あたりまえだと和樹は思ったが、当人には悲しい出来事らしい。クラスの連中も同どう情じようしてうなずいていた。


「でも日本に彼氏とかいないんですか」


「生きてる人には、あまり興味がないんです。日本はほとんど火か葬そうですし……でも、そうですね。気になる人はいます」


「えっ、だ、誰ですか!?」


「和樹君です」


「え……」


　さきほどとは比くらべものにならないくらい、長い沈黙が訪おとずれた。


　ゆっくりと、仲丸が手を上げる。


「……先生、和樹君っていうのは、ウチのクラスにいる勉強もスポーツも駄目な人間外で成じよう仏ぶつもできない中ちゆう途と半はん端ぱ幽霊モドキ式森和樹のことですか？」


　紫乃はにこりと笑った。


「はい」


　クラス全員の悲ひ鳴めいが、教室内に広がった。





　紫乃の告こく白はくはクラス内に多大なショックを与あたえた。順じゆん序じよこそ違ちがったが、和樹の懸け念ねん通りパニックとなったのである。騒さわぐ、喚わめく、泣き出すなど、まるで空くう襲しゆうを受けたような騒ぎが繰くり広ひろげられた。


「なななな、なんてことを!!」


　最初に自分を取り戻もどした、というかヒートアップしたのは宮みや間ま夕ゆう菜なであった。


「気になるってなんですか。昨日きのうもあれだけ人に迷めい惑わくをかけておいて、よくもまあ……！」


「あら」


　紫乃は微笑ほほえみを崩くずさず、夕菜の方を向いた。


「宮間さん、迷惑とは心しん外がいですわ。勘かん違ちがいされたのはあなたの方」


「ぐっ……それは」


　言葉に詰つまる夕菜。


「それにわたくしは、和樹君をめくるめく甘かん美びな世界に案あん内ないしようとしただけです」


　紫乃の台詞せりふに、彼女は気を取り直して叫さけんだ。


「それが信じられないんです！　和樹さんを本当の死人にしようとするなんて」


「いいえ。和樹君は今の幽霊の状態が不ふ自し然ぜんなんです。正しよう真しん正しよう銘めいの死人になって成仏すれば、こんなに素晴らしいことはありません」


「死んじゃうんですよ。せっかく元に戻ろうとしているのに……」


「それは意味がありません」


「あります！」


　夕菜は椅い子すを蹴け飛とばして立ち上がった。


「和樹さんは人に戻るんですっ。なんであなたの趣しゆ味みにつきあうんですか！」


「和樹君もきっと喜よろこぶはずです。わたくしに任まかせていただければ……」


「そんなはずありません！」


「まあ、わたくしが信じられないと？」


「信じられるもんですか」


「困こまりました……。一人の生徒の説せつ得とくもできないなんて、教生としての立場が……」


　紫乃は物もの憂うげな表情になった。それからぽん、と手を叩たたく。


「ではこうしましょう。耳を貸かしてもらえませんか」


　紫乃が手て招まねきをした。


　夕菜は不審な顔つきをしながらも近づく。その耳に、なにやら小声で囁ささやかれた。


「……本当ですか？」


　紫乃の顔を見直す。相変わらずの笑顔だった。


「もちろん、本当ですよ」


「じゃあ、いいですけど……」


　返事を聞いた紫乃は、生徒たちの方を向いて、告つげた。


「では本日はこれでおしまいです。皆さんは帰宅なさってください。わたくしは宮間さんとお話がありますので」


　そう言うと、二人は教室から出ていった。


　あとには、口を半はん開ぴらきにして事じ態たいを見つめていた生徒たちが残った。


　しばらくしてから、仲丸が口を開く。


「……式森」


「……なに？」


「気のせいか、お前のことで二人が争あらそっていたように見えたな」


「え、えーっと、そうだったかな」


「そうだ」


　仲丸が睨にらんだ。彼だけではなく、クラス中から悪あく意いに満みちた視し線せんが飛んできた。


「しかも『和樹君』とか『和樹さん』とか名前で呼よび合あっていた」


「気のせいだよ、きっと。集しゆう団だん催さい眠みんにかかったんじゃないかな……」


　とりあえず言い訳をしたが、どんな説明も聞きそうになかった。夕菜との関係が露ろ見けんしつつある。和樹ははっきりと、クラス全体が敵に回ったことを自覚した。


「ぼ、僕は、クラスの一員として、普ふ通つうに夕菜と……じゃなくて、宮間さんと仲なかがいいだけ……なん……です……けど」


「…………」


　無む言ごんで迫せまる制服の群むれ。和樹は、スターリングラードでソ連れん軍ぐんの包ほう囲い下かに置かれた、ドイツ第六軍のような気持ちになった。


　扉とびらの方向に後ずさりをする。するとその分だけ、生徒たちが接せつ近きんする。距きよ離りは開きもせず、縮ちぢまりもしない。殺さつ意いだけが身体に突つき刺ささった。


「いや、僕は……その……」


「…………」


「う、うわーっ！」


　緊きん張ちように耐たえきれなくなり、和樹は駆かけ出した。


「捕とらえろ！」


　仲丸の号ごう令れいで、クラスの男女が一いつ斉せいに飛びかかった。





　和樹はあっけなく捕らえられ、縄なわで縛しばられると悪あく霊りよう封ふうじの札ふだを貼はられた。そして、そのまま自分の席に戻もどらされた。


「では式森」


　仲丸が裁さい判ばん官かんのような口く調ちようで言った。


「弁べん明めいを聞こう」


「弁明ってなんだよ……」


「決まっているだろう。さっきの出来事だ」


　びしっと指をさされた。


「紫乃先生が和樹君と呼び、夕菜ちゃんが和樹さんと呼よぶ。しかもお前を巡めぐって喧けん嘩かまでしていた。いったいなにがあった、さあ吐はけ！」


　追つい及きゆうされ、絶ぜつ句くする和樹。説明するのはいいが、そうすると紫乃のことだけではなく、どうして夕菜と知り合ったのかまで言わなければならない。遺い伝でん子しのことを聞かされたら、同級生たちがさらに激げつ昂こうするのは火を見るより明らかであった。


「いやその……たいしたこと、ないよ」


　結局、曖あい昧まいな返事しかできない。当然のように仲丸を怒おこらせた。


「ごまかすな。夕菜ちゃんがここに転てん校こうしてから、なにかあったに違いない。だいたいお前が女に縁えんがあるってのが間違っている」


　そうだそうだと罵ば声せいが飛んだ。仲丸はそれを手で制し、


「お前は忘わすれたのか、夕菜ちゃんが転校してきた翌よく日じつ、クラスで決めた約やく束そく事ごとを」


　かなり前のことだが、夕菜が転校してきたとき、このクラスでは彼女を巡って激しい争そう奪だつ戦せんが起こった。ひねくれ者揃ぞろいのＢ組にない清せい純じゆん派はだったので、男だん女じよ問とわずまいってしまったのである。


　そのときの争いがあまりに激はげしく、多数の怪け我が人にんを出したため、クラス内では「今後宮間夕菜に手を出さない」という規き則そくが決められたのだ。当然のように裏うらをかこうとする者が続ぞく出しゆつしたため、修しゆう正せいに修正が重かさねられ、規則の原本は厚あつさ数センチにもなる。


　和樹としては「そんな規則、僕はサインしていない」と言いたいが、怒りにかられた連中は聞きそうにない。


「よくもやりやがったな。俺たちは、どうやってあの規則を合ごう法ほう的てきに破やぶろうかと四し苦く八はつ苦くしていたのに、堂どう々どうと無視するとは」


　仲丸が拳こぶしを握にぎりしめる。


「単たん純じゆんすぎるが効こう果か的てきだ。俺もやりゃよかった……じゃなくて、式森は自分がどんなことをしたか分かっているのか。つーか、せめてひとこと言え。そうすりゃあんな規則全員で破ったのに！」


　その意見に賛さん同どうするかのように、拍はく手しゆが起きた。


「なんだよみんな、妬ねたんでいるのか!?」


「妬むだと!?　そんなわけあるか。クラスのみんなが決めたことを、お前が破ったから怒っているんだ」


　周囲から一斉に、「仲丸の言ってることは正しい」「式森君が憎にくいんじゃない、クラスの規則を破ったのが悲かなしいのよ」との声が飛んだ。中には涙なみだを浮かべている者もいる。


「聞いたか。こんな裏うら表おもてのない素す晴ばらしい友人たちを、お前は裏切ったんだぞ」


　もちろん噓うそに決まっている。クラスの全員が「和樹が妬ましい。憎い」というオーラを発していた。
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　本来、二年Ｂ組といえば学校内でも一、二を争うくらいひねくれていて、なおかつまとまりのないクラスである。なにしろ「右を向け」と命じられたら一斉に左を向き、その後「左にしろって言ったのはこいつです」と仲間割われを始はじめる連中なのだ。


　ところが誰かがいい目を見るとなると、全員の妬み心が一つになって巨大な力となる。以前のスポーツ大会でも遺い憾かんなく発はつ揮きされたが、今度も同じ展開となった。しかも対たい象しようは、またも和樹である。クラス内の嫉しつ妬とは二倍、三倍ではすまない。


　もはや生徒たちは富ふ農のうを吊つるし上あげる赤せき軍ぐん兵へい士しのような有あり様さまであった。身動きのできない和樹を前にして、「もう式森はＢ組の生徒じゃない」「わたし、前から信じてなかった」「織お田だ無む道どうを呼よんでこい」などの言葉が飛とび交かっている。


　仲丸がそれらの声を静しずめるように手を上げた。


「落ち着けみんな、落ち着くんだ。とりあえず、この恐るべきクラスの危き機きを解かい決けつしなければ」


「危機って……僕だけの危機だろ」


　和樹は小声で嘆なげいた。


「黙だまれ。まず、このトラブルの原げん因いんは式森だ。全すべての責せき任にんはこいつにあると言っていいだろう」


　確かに、と全員うなずく。


「我々としては式森に責任をとらせつつ、紫乃先生と夕菜ちゃんを取り戻さなければならない。幸いにも先生は式森の身体をいじりたがっている。そこでだ、こいつを人ひと身み御ご供くうとして、渡してしまうのはどうだろう」


　彼はざっと教室内を見渡した。


「つまり、式森を引き渡す。紫乃先生が帰ってくる。夕菜ちゃんも帰ってくる。これで問もん題だいは解決だ」


　素す晴ばらしい、と歓かん声せいが上がった。


「完かん璧ぺきな理り論ろんだ」


「一分の隙すきもない」


　生いけ贄にえにされそうになり、和樹は慌あわてて抗こう議ぎをした。


「待ってくれよ。紫乃先生はその……僕を正しよう真しん正しよう銘めいの死人にしようとしてるんだよ!?　どうなっちゃうか……」


「それがどうした」


　仲丸は冷つめたく言った。


「お前がどうなるかはお前の問題だ。自分のことは自分で解決しろ」


「ちょっと待って！」


　焦あせって悲ひ鳴めいを上げる。


「あの、僕にも人じん権けんってものが」


　すかさず、「このクラスにそんなものあるか！」「だいたいお前、死んでるじゃねーか」と野や次じが飛ぶ。


「でも……！」


「見み苦ぐるしいぞ式森！」


　仲丸が一いつ喝かつした。


「クラスのために命の一つも投げ出すのが、友ゆう情じようってもんだろう」


　すかさず賛さん同どうの声が上がる。


「そうよそうよ」


「夕菜ちゃんはおれたちに任まかせて、安心して死んでこい。もう死んでるか」


　クラスの生徒四十名弱は、仲丸の提てい案あんにのって勝かつ手てなことを言い続けた。そもそも仲丸自身が、Ｂ組の中でもひときわ性せい格かくが悪い生徒として知られていた。小学生の時、将しよう来らいの夢を聞かれ「アジテーター」と答えた過か去こを持っているのだ。人じん心しん掌しよう握あく術じゆつは玖く里り子こに匹ひつ敵てきする。


　和樹は外に出されそうになり、半はん泣なきになって叫さけんだ。


「みんな無む茶ちや苦く茶ちやだよ！」


「うるせえ、さっさと行け！」


　そう言われ、縄なわを解とかれると、教室から蹴けり出された。





　　　○





　Ｂ組から追つい放ほうされた和樹は、とぼとぼと廊ろう下かを歩いていた。


　このまま帰ってしまおうかとも考えたが、それではなんの解決にもならない。この騒そう動どうの責せき任にん全部とは言わないまでも、一いつ端たんはあるのである。それに、紫乃と夕菜がなんの話をして、なにをしているのか気になった。


　職員室に行こうと思ったが、方向を変えた。保ほ健けん室しつにいそうな気がする。なにしろ養よう護ご教きよう諭ゆの妹いもうとだ。


　もう放ほう課か後ごなので、職しよく員いん棟とうも静まりかえっていた。リノリウムの床ゆかをぺたぺた歩く。


　和樹は保健室の扉を開けようとして、止まった。なにやら歌うた声ごえが聞こえてくる。


　恐おそる恐る、ノブを引いた。


　紫乃が鼻はな歌うたを歌いながらなにかの準じゆん備びをしていた。楽しそうに道具をテーブルの上に並べている。


　しかもそれらは、黄ばんだドクロや得え体たいの知れない灰はい、不ぶ気き味みな液えき体たいの入ったゴブレット、どす黒い色をしたロウソクなどであった。その下には魔ま方ほう陣じんの描えがかれたテーブルクロスが敷しかれていた。


　不気味な光景に気が遠くなり、和樹はノブから手を滑すべらせた。


　その拍ひよう子しにぎしっと音が鳴り、紫乃が振り向く。


「あら、和樹君」


　彼女は扉までやってくると、和樹の腕うでを摑つかんだ。


「やっぱりきてくれたのね、嬉うれしいわ」


　ぽっと顔を赤らめる。優やさしそうな美び人じんが赤せき面めんするなんて、普ふ段だんなら金を払はらって見たくなる光こう景けいだ。


　しかしこの場は違う。


「先生」


　和樹はびくびくしながら訊きいた。


「夕菜はどこに……」


「そのことはあと。さ、こっちへ」


　テーブルの前に引っ張ってこられる。


　紫乃は自じ慢まんするように、妖よう気きを放はなっている道どう具ぐを見せた。


「どう、素す敵てきでしょう。このドクロは魔ま女じよ狩がりで火あぶりにあった犠ぎ牲せい者しやのものなんですよ。怨おん念ねんがこもっているから、気の弱い人なら触さわっただけで心しん臓ぞうが止まるんです。こっちのロウソクはカラス百ひやつ羽ぱの血を煮に詰つめて作ったもの。この灰は中米で手に入れました。現地の妖術士ボコールが使うもので、どんなに損そん壊かいした死体でも一回でゾンビに──」


　和樹は刺し激げきしないように、慎しん重ちように言葉を遮さえぎった。


「あの……なんでこんなのを」


　彼女は気にならなかったのか機き嫌げんよく、


「もちろん、和樹君のために持ってきました。これで紛まごう方かたなき死体になれます」


　そしてクラスで見せた笑顔とは違う、にたりとした表ひよう情じようを浮かべた。


　和樹は背せ筋すじが寒さむくなった。


「いや……遠えん慮りよします」


「そんなことおっしゃらないで」


　ぐいっと引き寄せられる。


「いいですか、死というのは素す晴ばらしいものなのです。あなたはそんな中ちゆう途と半はん端ぱなお化ばけだから、学がく業ぎようも運うん動どうも安あん定ていしないのです。今け朝さ学校に来る途中、トラックの荷に台だいが崩くずれて、積つんでいたうまい棒ぼうの下した敷じきになりかかったでしょう」


「ほっといてください」


「それも全すべて、和樹君が人間に戻りかかっているから起こったのです。そんな不ふ幸こうも、美しき死の世界を訪れればなくなるのですよ」


「今の方がよっぽどマシです！　人間になりたいんですから」


「慣なれないことはおやめになったら。お墓はかに入るって、素す敵てきですわよ」


　自分の言葉をまったく疑うたがっていない表情をしていた。あまりに熱ねつ心しんなので、ふと疑ぎ問もんが浮かぶ。


「……墓って、入ったことあるんですか」


　紫乃が口だけで笑った。


「さあ、どうでしょうか」


「ぎゃー！」


　悲鳴を上げて手を振り払おうとするが、まったく離はなれない。


「助けてくれー！」


「くすくす。もう放課後です。どんなに叫さけんでも、外には聞こえませんことよ」


「せめて紅尉先生くらい……！」


「兄はもう帰りました。ふふっ」


　紫乃はロウソクに火をつけた。つんとする匂においが室内に立ちこめる。同時に銀ぎんのゴブレットの中身が、ボコボコ音を立てた。


　彼女は心の底から嬉うれしそうに話をする。


「あとは呪じゆ文もんを唱となえるだけで、この世とさようならをすることができます。楽しくありません？」


「ありません！　やめて！」


　逃げ出したくなった。その姿を見て、紫乃が言う。


「あらあら、夕菜さんのことをお忘わすれなんですか？」


　そこで気づいた。急いで室内を見渡したが、姿が見えない。


「ゆ、夕菜は!?」


「ここです」


　紫乃は和樹の腕を放はなすと、ベッドとの間を仕し切きっているカーテンを開けた。


　ベッドが二つ並ならんでおり、手前に夕菜はいた。手足を縛られたまま転ころがされており、口をガムテープで塞ふさがれている。額ひたいにはどういうわけか裁判所の係官が使う「差し押さえ」の札ふだが貼はられていた。


「な、なんてことを……」


　夕菜は縄を解とこうと、頭と身体を揺ゆすっていた。唾だ液えきでガムテープが濡ぬれ、徐じよ々じよに剝はがれてくる。


「わーん、和樹さん」


「夕菜！　先生、なに考えてんですか」


「なにも。彼女にはちょっと協きよう力りよくしてもらっただけです」


「どんな協力です」


　和樹の台詞せりふを受け流し、紫乃は言葉を続けた。


「宮間さんは、本当に和樹君想おもいなんですね。これを」


　彼女はポケットから、小さな薬くすり瓶びんを取り出した。中には薄うすいピンク色の灰が詰つまっていた。


「あっ、僕の身体からだ！」


「渡すからついてきなさいと言ったら、あっさり来ました。あとは縛しばって、和樹君がやってくるのを待つだけでした。人を騙だますなんて、簡かん単たんなことです」


　あまりな台詞に、和樹は腰こしが砕くだけそうになった。


「あんた本当に先生ですか!?」


「教生ですから」


　理由になってないことを言い、窓のブラインドを閉しめる。薄暗くなり、光こう源げんが不ぶ気き味みなロウソクの炎ほのおだけになった。


「さ、これでいいです」


　それから和樹の顔をじっと見つめた。


「わたくしの見るところ、あと一、二回であなたは人間に復ふつ活かつします」


「いいことじゃないですか」


「ですが、それではわたくしにチャンスがなくなってしまいます。ですから、ここであなたを真しんの死体にします」


　その言葉を聞くと同時に、和樹は目め眩まいがした。視し界かいが回り、頭がぼうっとしてくる。ロウソクになにかの香こう料りようが混まぜられているらしい。


「さあ、ここに横になってください。そうすればすぐすみますから」


　床に黒いシートを広げた。恐ろしげな模も様ようが書き込まれている。


　和樹の身体は言うことを聞かなくなり、つい近づいていった。


「ああ……」


「そうです。そのままここに横になって……」


　模様が目に入ると、意い識しきが薄れ、気が遠くなる。和樹は倒れ込むようにして──


　突とつ然ぜん、なにかが爆ばく発はつした。


　続いてガラスの割れる音がして、室内に日につ光こうが射さし込んだ。ロウソクの香こうが、外に逃げていく。


　後ろを向くと、夕菜が立っていた。かろうじて右みぎ腕うでだけを縄なわから出し、光こう弾だんを放ったのだ。


　彼女は怒りで目を充じゆう血けつさせていた。


「よくもやりましたね！」


　怒ど声せいと共に、再び魔法が放ほう出しゆつされる。テーブルの上で爆発が起こり、衝しよう撃げきで紫乃が小こ瓶びんを落とした。


　和樹はとっさに手を伸ばす。だが、紫乃の方が近い。


　ほぼ同時に別の破は壊かい音おんがする。扉の蝶ちよう番つがいが外はずれ、制服を着た集団がひとかたまりになって転ころがり込こんだ。


「うわっ、なんだ!?」


　廊ろう下かからなだれ込んできたのは、仲丸以下Ｂ組の面々であった。


「式森、大だい丈じよう夫ぶか。話は全部聞いたぞ」


　仲丸は転がっている小瓶を拾ひろい上げた。


「すまん。お前が幽ゆう霊れいになってしまって、俺たちとは比くらべものにならないくらい苦く労ろうをしてきたことを忘れていた」


　しんみりとした口調だった。後ろのクラスメートたちも、すまなさそうな顔をしている。


「大変だったな、これが必要なんだろう」


　和樹に渡そうとする。


「あ、ありがとう。みんな……」


　ぐっときて、Ｂ組を怨うらんだ自分を少し恥はじた。すると。


　仲丸はくるっと横を向いて瓶びんを紫乃にパスした。同時に他の生徒が和樹に躍おどりかかる。あっという間に押しつぶされた。


「紫乃先生、それを早く捨てちゃってくれ！」


「なっ、なにすんだ！」


「うるせー！　夕菜ちゃんや紫乃先生と仲良くしやがって。さらに人間に戻もどるなんざ、天が許しても俺たちが許ゆるさーん！」


　紫乃は瓶を受け取り損そこね、床に落とした。彼女は「そうですね。捨てたほうがいいかも」とつぶやいて、拾おうとする。


　和樹だけではなく、夕菜も慌あわてた。


「駄目、捨てちゃ駄目です！」


　そこに女子生徒が何人か、「夕菜、式森君に騙だまされないで！」とか言いながら飛びかかった。


「ちょっと、みんな離してえ！」


　言いながら、彼女は紫乃に向けて光弾を撃うった。しかし身体を押さえられているので、真まっ直すぐに飛ばない。


　紫乃は余よ裕ゆうをもち、カウンターで火球を撃つ。二つの魔法が空中でぶつかった。爆発で室内が明るくなり、目がくらむ。


　その隙すきに、和樹は小瓶を取ろうとした。


「式森を止めろ！」


　誰かが叫さけび、誰かが魔法を放はなった。瓶に命めい中ちゆうし、空中に跳はね上げた。


　薬瓶はくるくる回り、放ほう物ぶつ線せんを描えがき、ガラスの割れた窓を越える。一いつ瞬しゆんの出来事なので、誰も手出しができない。


　ややあってから、かしゃーんと音がした。


「うわーっ、僕の身体がー！」


　和樹は急いで窓から頭を出した。瓶はコンクリートにぶつかって粉こな々ごなに砕くだけ、灰は風に乗って拡かく散さんしているところであった。


「あああ……」


　窓まど枠わくに手をかけたまま、ずるずる崩れ落ちた。人間に復ふつ活かつする日が、またも遠のいたのである。


　がっくりとする。保健室の戦せん闘とうもやみ、全員が窓の外を眺ながめていた。


　灰はそんな姿を知ってか、くるくる回って飛んでいった。和樹は、茫ぼう然ぜんとして見まもるしかなかった。


　その肩かたに、ぽんと仲丸の手が置かれる。


「……残ざん念ねんだったな、式森」


　言葉とは裏うら腹はらに、彼は満まん面めんの笑えみを浮かべていた。


「灰が散ちってしまうなんて……運命とは、なんて残ざん酷こくなんだ」


　さも残念そうだが、口調が楽しげだ。クラスメートたちも口々に「ひどい話だ」「式森君、かわいそう」と言っているが、どこかわざとらしい。


「お前に起こった災さい難なんに、心から同情する。本当に」


「お前ら……本気で言ってんのか!?」


　喰くってかかろうとする和樹。仲丸は軽く頭を振り、


「俺たちはいつも本気だよ。式森も人間に戻れなかったようだし、今までのことは水に流そうぜ」


「あのな……」


　和樹を無む視しして、仲丸は「さあ帰ろう」と言った。


　Ｂ組の生徒たちは、ぞろぞろと保健室から出ていく。万ばん歳ざいしているやつもいた。


「……この、悪あく魔またちめ……」


　和樹は聞こえないように罵ののしる。


　保健室は三人だけになった。和樹は恨うらみがましく窓の外を見つめ、紫乃は残念そうに道具を片かたづけている。


　夕菜だけが、隅すみに座すわり込こんで、すすり泣ないていた。


「くすん……和樹さんの灰が……。っく……わたしが、余よ計けいなことをしなければ……」


　和樹は彼女の隣となりにしゃがみ、そっと声をかける。


「夕菜、もう泣かないで」


「ぐすっ……ぐすっ……だって……」


「また探さがせばいいからさ。どこかで見つかるかもしれないし」


「でも……せっかく……」


　泣き続ける夕菜。和樹は慰なぐさめようと、腰こしをかがめようとした。


　と、服ふくの裾すそが引っ張られる。


「ねえ、和樹君？」


　紫乃であった。和樹は嫌いやな気がしながらも答える。


「なんですか」


「このようなものを持っているのですが」


　夕菜に見られぬようちらりと示したそれは、ピンク色の灰が詰まった小瓶であった。




[image: ]


「！……そ、それは……」


「さっき外に落ちたのは偽にせ物ものです。本物はわたくしがずっと持ってました」


「な、なんで」


「言ったでしょう。人を騙すなんて簡かん単たんなことだって」


「あの、それをどうしようと……」


「もちろん渡しませんわよ」


　そしていつものように、彼女は邪じや悪あくな笑顔になる。


「これが欲ほしければ、まだまだわたくしの言うことを聞いてもらいます。お分かりになりました？」


　和樹にはその声が、地じ獄ごくの底から響いてくるような気がするのであった。




　第七話　誰がために釜は煮る










　式しき森もり和かず樹きは平へい和わであった。


　このところ続いた紅あか尉い紫し乃のがらみの騒そう動どうも表ひよう面めん上じようは収おさまり、いつもの風ふう景けいに戻もどっている。クラスでは静せい粛しゆくに授じゆ業ぎようが進められていた。


　本当ならクラスメートたちは、和樹に容よう赦しやのない鉄てつ槌ついをくだしているところである。が、前回塵ちりを失ったことでそれなりに満まん足ぞくし、いつものように「和樹君は親しん友ゆう」といった態たい度どをとっていた。


　それに現在のＢ組には、和樹を追つい及きゆうしている余よ裕ゆうがなかった。人じん畜ちく無む害がいだからという理り由ゆうで学がつ級きゆう委い員いんに選せん出しゆつされた男子生徒が、スポーツ大会で和樹の試合に金を賭かけ、多た額がくの利り益えきを上げていた事じ実じつが判はん明めいしたのである。


　それを知った生徒たちは、表向き「俺たちの和樹君で金を儲もうけていた」こと、実は「一人で利益を上げやがった」ことに激げき怒ど、ホームルームで取り上げようとした。その動きを知った学級委員はいち早く逃とう走そう、姿すがたをくらましていた。現在はＢ組選せん抜ばつの暗あん殺さつチームが足取りを追っているところである。


　そんなわけで和樹の身しん辺ぺんは、一いち応おうの平へい穏おんを保たもっていた。


　もちろん、和樹と夕ゆう菜なの仲に対するＢ組の激しい嫉しつ妬とが消しよう滅めつしたのではない。一時的にごまかされただけで、なんらかのきっかけでまた再さい燃ねんすることは十分考えられた。彼としてはそうならないよう、息いきを潜ひそめて暮くらしたいところである。


　なのに。


「和樹君」


　声をかけられ、彼は渋しぶ々しぶ振り向いた。隣となりの宮みや間ま夕菜も、実に嫌いやそうな顔をしている。


　女性が立っていた。艶つややかな長い髪かみに物もの静しずかな雰ふん囲い気き。紫乃であった。


「はあ……。なんでしょうか」


「頼たのんでおいたコピー、してくれました？」


「はいはい」


　和樹は抱かかえていた紙の束たばを渡わたした。


「これです」


「ありがとう」


　紫乃はにっこりと微ほほ笑えんだ。対たい照しよう的てきに二人は、つまらなそうな表情のまま。


「では次の仕事です。保ほ健けん室しつに行って兄に貸かしたままの本を持ってきてください」


「え……」


　和樹は露ろ骨こつに嫌がった。養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきは、解かい剖ぼうだの注ちゆう射しやだのを得とく意いとしている。幽ゆう霊れいに対する好こう奇き心しんも有り余あまるほど持っていた。こっちから訪ほう問もんしたら、嬉き々きとして電でん気きショックの電でん圧あつを上げるだろう。


「『我が慢まん大たい会かいの歴史　チェレンコフ光こう直ちよく視し編へん』という本です。早く行ってきてくださいね」


　心の内を見み透すかしたように、紫乃が言う。


「ちょっと待まってください」


　夕菜が口を挟はさむ。


「なんだってそう次から次へと言いつけるんですか。どれもつまんない用よう事じばっかり。そんな簡かん単たんなことなら自分でやればいいじゃないですか」


　紫乃は夕菜の言葉を最後まで聞かず、人差し指と親指で、小こ瓶びんをつまむような形を作った。


　それだけで、彼女は押おし黙だまった。


「そうそう。素す直なおっていいですわね。それが終わったら生せい物ぶつ室しつで、ジオン独どく立りつ戦せん争そうのスライド上じよう映えい会かいを行いますから準じゆん備びを。その次は中国手品村に住む老ろう人じんの消しよう失しつトリック解かい明めい。それから……」


「まだあるんですか！」


「そうです！　いくらなんでも……」


　和樹と夕菜が抗こう議ぎをする。紫乃はまた同じ仕し草ぐさをした。


「……分かりましたよ」


「……分かりました」


　二人はぶつぶつ言いながら、保健室に向かった。


　彼らは前回の事件以来、紫乃の言いなりであった。「和樹君の塵ちりが欲ほしければ、わたくしの言うことを聞いてもらいます」との言葉通り、雑ざつ用ようばかりやらされているのである。


　もちろん抵抗することもできるが、彼女の手に塵がある以上、逆さからうことができない。今度は本当に塵を捨すてられるかもしれないのだ。


　紫乃は清せい楚そな外がい見けんに反はんし、見事なまでに性せい格かくが悪かった。和樹を奴ど隷れいのように扱あつかうことを、特に間違っていると思っていないらしい。


　しかも、「何回言うことを聞いたら解かい放ほう」という確かく約やくをしない。求めても、曖あい昧まいな答えで逃げるのだ。明らかにとことんまで言うことを聞かせる魂こん胆たんであり、さすがＢ組の教きよう生せいといえた。


「……まったく、紫乃先生ってどうしてああなのかしら」


　夕菜はぷりぷり怒りながら、先を歩いていた。本当はつきあわなくてもいいのだが、「和樹さんだけに任まかせるわけにもいかない」ので、用事をこなしているのである。


「やっぱり、お兄さんがああだから、ああいう性格なのかな」


「迷めい惑わくです。クラスのみんなも、持ち上げてばかりじゃなくて、気づけばいいのに……」


「いや、気づいていると思うんだけどな……」


　変へん人じん大だい歓かん迎げいのクラスである。真実を教えれば教えるほど、賞しよう賛さんの声があがるだろう。


　二人は職しよく員いん棟とうまで歩いた。ここからは教師の領りよう土どである。


「ともかく」


　と夕菜は言った。


「なんとかして紫乃先生の行こう為いを止やめさせないと。週しゆう末まつがなくなっちゃいます。忙いそがしくてデートもできません」


「……いや、どうせすっぽかすつもりだったし……」


　和樹は小声で漏もらす。


「なんですか？」


「なんでもない」


「……気になりますけど……。とにかく、どうにかして紫乃先生から塵の入った小瓶を取り上げるんです。あれが人ひと質じちみたいなものなんですから」


「でも先生、持ち歩いてないんだよね」


　最初に用事を言いつけられるとき、「塵はここにはありませんから、探さがしても無む駄だですよ」と告つげられたのである。おかげでまだ最初の一度しか見ていない。


「難むずかしいなあ」


「なんとかしましょうよ」


「どうやって」


「泣き落としとか、脅きよう迫はくとか。いざとなったら拉ら致ちして拷ごう問もんとか」


「さすがにそれは……。それにあの先生、苦にが手てなんだよ。どこまで本気か分からないし」


「和樹さん！」


　夕菜が腰こしに手を当てた。


「そんなことばかり言わないでください。和樹さんの問題なんですよ」


「う……確かに」


　和樹は言葉に詰つまった。


「いつまでも幽霊のままでいるわけにいかないじゃないですか。もっと深しん刻こくになってください」


「はい……」


　肩かたをすくめて、うつむいた。


　実のところ本気になれないのは、このままでも結けつ構こう居い心ごこ地ちがいい、というのがあった。人間だったころは、あと何回で魔ま力りよくがなくなり、死んでしまうのかと恐きよう々きようとしていた。いざ死ぬと、多た少しようの不ふ都つ合ごうがあったものの今までと変わりない。なによりも、以前みたいに怯おびえる必要がないというのが大きかった。


　もちろん人間に戻りたいのだが、これも悪くないかもなあ、と思うことがある。エリザベートたちがあそこまで陽よう気きなのも分かる気がする。いざなじんでしまえば、肩が軽かるくなったような感かん覚かくがあるのだ。


　そこまで考え、


（やばいやばい……）


　和樹は首を振った。今幽霊でいられるのは、ただの僥ぎよう倖こうだ。本当なら塵になって消しよう滅めつしているのである。それこそ紫乃が狙ねらっているように、なにかの拍ひよう子しで本当に死ぬこともあり得た。


「……ごめん、塵を取り返さないとね」


「そうです」


「でも、どうしよう」


「そうですねえ……」


　二人は頭を悩なやませた。





　保ほ健けん室しつに紅尉はいなかった。和樹と夕菜は好こう都つ合ごうとばかり無む断だんで入ると、本を持って帰った。


　それからＢ組まで戻もどったのだが、肝かん心じんの紫乃がいない。


「どこいったのかしら。もうすぐ授業始まるのに……」


　ぶつぶつ文もん句くを言いながら、夕菜は辺あたりを見回した。和樹も教室を覗のぞき込む。クラスメートが騒さわいでいるだけで、見あたらなかった。


「いないね……あ、あれじゃない？」


　廊ろう下かの先、曲まがり角かどのところに紫乃はいた。誰かと話している。


「あれ、凜りんちゃんじゃないかな……」


　小こ柄がらな一年生、神かみ城しろ凜だった。早はや口くちでなにか言っていた。


「会話、聞こえます？」


「いや、分からない」


　近ちか寄よってもよかったのだが、紫乃はともかく凜が真しん剣けんな表ひよう情じようをしていた。割わって入はいりづらい。くってかかるとまではいかないが、責せめ立たてているような感じだ。


　やがて話は終わり、紫乃は職員室へ向かった。


　それを見てから、二人は凜に近づいた。


「あのー、凜ちゃん。なにかあったの？」


　彼女はちょっと驚いてから、


「聞いていたのか」


「いや、立ち聞きはしなかったけど」


「たいしたことではない。昨日紫乃先生が生物部室に来て、薬やく品ひん棚だなの中身を全部持ち出していったのだ。部の備び品ひんもあるから、そういうことをされると困こまるのだが……」


　そういえば凜は、生物部員である。


「それで、返してくれと言ったのだが、とりあってくれなかった」


「ひどいですね」


　夕菜が口をとがらせた。


「先生とは思えません。そりゃ教生ですけど」


「薬くらい、持っていそうなものだけどね」


　和樹も言う。なにせ紅尉の妹いもうとである。むしろ学校にはない薬品を抱かかえていてもおかしくない。


「ところで、式森たちは紫乃先生に用があったのか？」


「あ、そうだった。実は──」


　和樹はざっと前回あったことを話した。


　紫乃の性格は凜も承しよう知ちしている。そのため説せつ明めいはすぐに終わった。


「事じ情じようは分かった。しかし……」


　凜が首を傾かしげながら、


「式森は自分の塵を、紫乃先生に握にぎられているのだな？」


「うん」


「だったら、取り返せばいいではないか」


「それができないんだってば。持ち歩いてないんだから」


「自宅にあるのではないのか？」


　なにを悩なやんでいるんだという風ふうに、彼女は続ける。


「塵と言っても、貸かし金きん庫こに預あずけるほど重じゆう要ようなものではあるまい。学校にないなら、自じ宅たくだろう」


「あ、なる……」


　二人は感かん心しんした。考えてみれば単たん純じゆんなことだ。


「取り返しましょう！」


　夕菜が勢いきおい込こんで言う。


「次の授業が終われば昼休みです。外に出て、先生の家に忍しのび込こんで、もらってきちゃえばいいんです」


「犯はん罪ざいだよ、それ」


「偶ぐう然ぜんなんです。偶然先生の家の前を通りかかって、偶然中に入って、そこで見つけるんです」


　嬉き々きとしている。いたずらを思いついた子供のようだ。


「紫乃先生の住んでいるところ、覚おぼえていますか？」


「紅尉先生と同じとこだと思った」


「だったら近くですよ。歩いて十分くらいのはずです」


「そうか……いけるかも」


　昼休み中に終わらせれば、紫乃に妨ぼう害がいされることもないだろう。絶ぜつ好こうのチャンスのような気がした。


「やりましょう。凜さんも手て伝つだってください」


「それは構かまいませんが……」


「決まりですね。じゃあ昼休みに」


　そう言うと夕菜は和樹の手を引き、教室に戻もどった。





　　　○





　で、昼休み。


「……ここが敵てき地ちですか」


　夕菜はぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。


「ここに和樹さんの命を脅おびやかす、暗あん黒こくの女じよう王おうが巣すくっているんですね。わたしたちは正せい義ぎのために、倒さなければならないんです」


　彼女はノルマンディー海かい岸がんを目前にした米第一師し団だんか、はたまたラスボスを発はつ見けんした異い世せ界かいの冒ぼう険けん者しやのように決けつ意いを示しめした。


「それはいいんだけど」


　夕菜の隣となりにいる三年生が言う。


「なんであたしまで連つれてくんのよ」


　風かぜ椿つばき玖く里り子こが愚ぐ痴ちった。弁べん当とうを食べているところに夕菜がやってきて、無む理り矢や理り引っ張られたのである。


「人数が多い方がいいと思いまして。それに玖里子さんも、和樹さんが人間に戻った方がいいんでしょ」


「そりゃそうだけどさ……。でもこの家に入るんなら、あたしたちより妖よう怪かい始し末まつ人にんでも呼んだ方がいいと思わない？」


　全員見上げた。目の前に、巨きよ大だいな屋や敷しきがあった。


　外がい観かんはレンガでできた古ふるぼけた洋よう館かんであり、コケとツタに覆おおわれていた。静しずまりかえっているので、人が住んでいるかどうかも疑うたがわしい。玄げん関かんにぶら下がっているランプに灯ひがともっているので、かろうじて廃はい墟きよでないと分かる程てい度ど。


　とがった屋や根ねにはカラスが何なん羽ばも留とまっていて、威い嚇かくしているように見える。窓という窓は鎧よろい戸どで塞ふさがれていた。そのくせ半開きの鉄てつ門もんは、手て招まねきをしているようにも感じられる。


　ひとことで言えば、お化ばけ屋敷だった。


「……ここ、本当に紅尉先生と紫乃先生が住んでいるのかな」


　和樹は不ふ安あんになった。


「そのはずだが」


　凜は首をかしげた。


「この街まちにこんな屋敷があったか？　どうも記き憶おくにないんだが」


「うん、僕もない」


　引っ越して日が浅あさい夕菜はともかく、他の三人は学校の周しゆう囲いの地ち理りを知らないわけではない。こんな不ぶ気き味みな場所があれば、話わ題だいになっているはずなのだ。


　なんとなく、紅尉先生ならいきなり出現させても不ふ思し議ぎじゃないなあ、という気もする。


　そう考えていたら、さっさと入れと言わんばかりにカラスが鳴いた。上空には昼間なのにコウモリみたいな動物も飛んでおり、遠くから獣けものの悲ひ鳴めいまで聞こえてくる。中ちゆう世せいヨーロッパの山やま奥おくのような気がしてきた。


「……入らなきゃまずいかな」


　和樹は思わず訊きいた。


「もちろんです」


　夕菜が、顔を青ざめさせながらも言い切った。


　和樹は怖こわ々ごわ、門をくぐった。


　玄げん関かんに鍵かぎはかかっていなかった。不ぶ用よう心じんだが、開けっぱなしでも誰だれも入りそうにない感じがする。


「靴くつ、脱ぬがなくていいのかな」


「西洋風ですから、大だい丈じよう夫ぶだと……」


　扉を開けると、吹ふき抜ぬけの広いホールになっていた。赤い絨じゆう毯たんが敷しかれていて、幅のある階かい段だんが上に延のびている。天てん井じようからはシャンデリアがぶら下さがり、壁かべ際ぎわには美び術じゆつ品ひんがずらりと並ならんでいた。


「うわ、すごい……けど、妙みように静かよね」


　玖里子がつぶやく。屋敷内は外の喧けん噪そうが全く聞こえず、暗くらかった。


「……なんか出そうですけど……」


「うん……気味悪いけど……。でも、変だね」


　ホール自体はレトロなものの普ふ通つうだが、美び術じゆつ品ひんが変わっていた。西洋の甲かつ冑ちゆうの隣にカーネルサンダースの人形が置いてあったり、人物画と並んでセル画が掛かけられていたり。


　人形の頭には出で刃ば包ぼう丁ちようが突つき刺ささっているし、セル画はネコ耳眼鏡めがねの生なま首くびなので不ぶ気き味みなのだが、どこかずれていた。


　恐おそる恐る真っ赤な絨じゆう毯たんを歩く。血のような色いろ合あいだったが、喪も黒ぐろ福ふく造ぞうが縫ぬい込まれていた。


　ぎぎぎぎぎ……。


　きしんだ音がして、階かい段だんの上にある扉がゆっくり開いた。


「こっちにこいってことかな……」


「風で開いたのじゃないと思いますけど……」


　自動ドアには見えないし、人間が手で開けたのでもない。


　ためらっていると、玖里子が和樹の後ろに回り、肩をそっと押した。




[image: ]


「あんた、先に行って」


「ええっ、なにがあるか分からないじゃないですか」


「幽霊でしょ。仲間じゃないの」


「怖いもんは怖いですよ！」


「か弱い女の子を一人で行かせる気？　眼めを腫はらした女の幽霊とか血まみれの子こ供どもとか、頭のないシャア専せん用ようザクが出てきたらどうすんのよ」


「メーカーに抗こう議ぎすればいいじゃないですか！」


　和樹は力を込められ、つい階段を上った。


「待ってください、本当に僕を行かせる気ですか!?」


「誰かが犠ぎ牲せいにならなきゃならないのよ。生いけ贄にえの羊ひつじよ。聖せい書しよにも載のってるわ」


「僕は人間ですって！」


「死んでるくせに」


　扉の向こうは真っ暗くら闇やみだった。ひんやりとした空気が伝つたわってくる。


「やっぱりみんなで行きましょうよ！」


「あんただけにして。これが終わったら、あたしのことを自由にしていいから。なんだったらここでする？」


「玖里子さんっ！　またそういう……」


　激げつ昂こうした夕菜が玖里子に摑つかみかかる。すると、


「あのー」


　呆あきれたような声がした。


「なんでしたら、私が先に行きますが」


　凜がすたすたと前に出た。三人はぽかんとそれを眺ながめる。


「……平気なの？」


「なにがだ」


　彼女の本ほん家けは九きゆう州しゆうにあり、悪あく霊りよう退たい治じで有ゆう名めいな名門である。そのため人じん外がいの者に対する、怖こわいという気持ちが薄い。


「行くぞ」


「は、はい……」


　彼女はさっさと部屋に入り、鎧戸を開けて明るくした。


　内部はホールに負けない異い様ような装そう飾しよくだった。壁には、人間に食くらいつく悪あく魔まを描えがいた油あぶら絵えが掛かかっているが、顔がいしいひさいち調ちようであった。戸と棚だなには爬は虫ちゆう類るいの標ひよう本ほんと野の茂ものサインが飾かざってある。天井からはひび割われたフランス人形と、冷ひやし中ちゆう華かありますの垂たれ幕まくが下がっていた。


　和樹たちがいかがわしさに戸と惑まどっている中、凜は一人で調べていた。


「式森、探さがさないのか？」


「えっ」


「お前の塵を取り返しにきたんだろう」


「そ、そうだったね」


　三人も家や捜さがしに加くわわった。


　とはいえ、変わったインテリアなので調べるのが大変であった。水すい晶しよう玉だまの隣にハム太郎とか置いてあるので、「ここにありそう」という勘かんが働はたらかないのである。それに、部へ屋やはここ一つだけではない。


　玖里子が早くも音ねをあげた。


「ちょっとこれ、分かんないわよ。滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない」


　洋よう書しよと共に積つみ上がっていたアンジェリークのソフトを放ほうり投なげる。


「砂すな浜はまに落とした百円探さがす方がまだ楽よ。もうすぐ昼ひる休やすみ終わっちゃうわ」


「もうちょっと探してください」


　夕菜がなだめようとする。


「あの塵があれば、和樹さんが人間に戻もどるかもしれないんですから」


「今度にすればいいじゃない」


「ずっと雑ざつ用ように使われちゃいます」


「じゃああたしも使っていいかしら。一週間ぶっ続けで夜よ伽とぎ」


「駄だ目めです！」


　また夕菜と玖里子が揉もめる。和樹は割って入り、二人を落ち着かせようとした。


「ねえ二人とも、やめなよ」


「なによ和樹。夜伽じゃなくて、昼間するのがいいの？」


「そうなんですか!?」


「なにも言ってないじゃないか！　なんだってもう……。凜ちゃん、手て伝つだって──」


　凜はそれに加わらず、じっと部屋の一いつ角かくを睨にらんでいた。


「凜……ちゃん？」


「式森」


　彼女は視し線せんを外はずさずに言った。


「誰かに見られている気がしないか？」


「？　そう？」


「ああ。部屋がこんな有あり様さまだから感じづらいが、監かん視しされているような……」


　和樹は周囲を観かん察さつした。目の前に映画『ノスフェラトゥ』とオロナミンＣのポスターが貼はってあるだけで、妙みような気け配はいは感じられない。


「別になんともないけど」


「いや……」


　彼女はそっと、愛あい刀とうの柄つかに手をやった。


「油ゆ断だんできんぞ」


「そうかなあ……」


　まだ和樹にはぴんとこない。夕菜と玖里子は相あい変かわらずいがみ合あっている。


「だって紅尉先生だって紫乃先生だって、今は学校……」


　いきなり凜が振り向いた。


「いかん、出ろ！」


　突とつ然ぜん、小さな巨人を手にした大おお村むら昆こんの目め玉だまが、ぎょろりと動いた。同時に床ゆか下したがぱかりと開く。


「あっ！」


　四人が同時に叫さけんだ。床全すべてが落とし穴になっていたのだ。手がかりもなく、ずるずる落っこちていく。


「わーっ！」


　そのまま、奈な落らくの底へと落らつ下かしていった。





　　　○





「ん……」


　和樹は目を覚さました。


　ゆっくり目を開ける。ランプの明あかりが眼めに入った。


　石いし造づくりの部屋だった。片かた隅すみに木もく製せいの台があり、ピンク色の塵が詰つまった小瓶が置いてあった。


「あっ、僕の身体からだ……」


　手を伸ばそうとしたら、じゃらっと音がした。


　そこで気づいた。全身が縛しばられている。しかもビニールテープや麻あさ縄なわではなく、鉄の鎖くさりであった。


　おまけに足が床についていない。天井からぶら下げられているのである。


　なんとか解とけないかと揺ゆすってみたが、擦こすれる音がするだけで、どうにもならなかった。


「くっ……」


「こら式森。あまり揺さぶるな」


　背中で声がする。同じようにして、凜が縛られていた。


「お前が動くと鎖が食い込む。じっとしていろ」


　よく見ると、和樹の鎖と凜の鎖は繫つながっていた。二人まとめて縛られているのである。


　離れたところには、同じようにされた夕菜と玖里子がいた。眠ねむらされたままらしく、身動きしていない。


　あらためて見回すと、ここは地下室らしく窓まどがなかった。例によって雑ざつ多たな置おき物ものが揃そろえられている。壁かべ際ぎわにはかまどがあって、巨大な釜かまが据すえられていた。


　鈍にぶい音がした。正しよう面めんの頑がん丈じようそうな扉が開く。


　黒いマントに身を包つつんだ紫乃が入ってきた。拷ごう問もん用ようの張はり付つけ台と、宇う宙ちゆう恐きよう竜りゆうゼットンの巨大な人形の間を歩く。


「……ようこそ」


　彼女は和樹を見上げながら言った。


「自宅までわざわざ足を運はこんでいただくなんてすみません。そうまでして真しんの死体になりたいなら、言ってくだされば」


「なりたくないってのに」


「和樹君は照てれ屋やさんなんですね。学校じゃなくて私の家がいいなんて。ちょっと恥はずかしい」


　ぽっと頰ほおを赤らめる。


「でもここなら悲ひ鳴めいが漏もれることはありませんし、誰にも知られずに後あと始し末まつもできます。こっそり見み張はっていたかいがありました」


　紫乃は古ぼけた戸と棚だなを開けた。


　中からでるわでるわ。ラベルの張ってない紫むらさき色いろの薬品、半分溶とけた人じん骨こつ、鶏にわとりの胴どう、ホルマリン漬づけになった奇き形けいカエル、『フルメタル・パニック！』のプロモＤＶＤ、百ペリカ札さつ……。


　それらのいかがわしい道具を、嬉うれしそうに並ならべていく。


「この前は失敗しましたけど、今度は大だい丈じよう夫ぶです。安あん心しんなさってくださいな」


「冗じよう談だんじゃない！」


「お一人では寂さびしいでしょうから、お友達も一いつ緒しよに成じよう仏ぶつさせてあげますね」


「それって、大たい量りよう殺さつ人じんじゃないか！」


「なんでも多い方がよろしいのです」


　紫乃はそれらの道具を巨大な釜に入れた。薬品も瓶ごと放り込む。


　かまどに火がつけられた。みるみるうちに、液えき体たいが泡あわ立だつ。


　彼女は鼻歌を歌いながら、箒ほうきの柄えでかき回した。


「生物室から薬を持ってきたのが役立ちましたわ。皆さんを煮に込こんでも、十分量りようがあります」


　そう言いながら、壁際のクランクを回した。ガラガラと音がして、和樹と凜の身体からだが移い動どうする。


　煮えたぎる釜の真ま上うえに持ってこられた。


「あちちちち！」


「これなら逃にげられませんわよ」


　水すい蒸じよう気きが立ちこめる。変へんな匂においが鼻び腔こうに侵しん入にゆうした。


「うひゃーっ！」


「和樹さん！」


　縛しばられた夕菜が叫んでいた。紫乃はにっこりと笑って、


「あら、お目覚めですか？　もう少し待ってくださいね。和樹君たちの次ですから」


「そんな……わたしはどうなってもいいですから、和樹さんだけは……」


　涙なみだながらに訴うつたえる。


「夕菜……」


　言葉に詰つまる。と、背はい後ごでなにやら物もの音おとがした。鎖が擦こすれあっている。


（……式森）


　凜のささやき声がした。


「なに？」


（少し時間を稼かせげないか。もう少しで届きそうなんだ）


　ちらりと背後をうかがう。古いサーベルが二本とセーラームーン変へん身しんスティックがあり、その隣となりに凜の日に本ほん刀とうが掛かけてあった。


（右手がなんとか抜ぬけそうだ。どうにかして紫乃先生の注ちゆう意いをそらしてくれ）


（わ、分かった）


　和樹は凜が背中に隠かくれるようにひねり、塩しおとコショウをキロ単位で混まぜていた紫乃に言う。


「先生、紫乃先生、待って！」


「はい？」


「僕ぼくを本当に死なせても……その、面おも白しろくないですよ。勉べん強きようできないし、スポーツだって苦にが手てだし。最近はあの世よもデフレスパイラルで人ひと手でが余あまっているみたいですから、門もん番ばんに追い返されるんじゃないかと……」


「わたくしが話をつけますから平気です」


「は、話って……」


「今の門番は消しよう費ひ者しや金きん融ゆうをいくつも梯子はしごして借しやつ金きんしているのです。いくらか肩かた代がわりすると申し出れば問題ありません」


　紫乃はザラメを一ひと袋ふくろ開けると、ぱんぱんと手で底を叩いて中身を落とした。


「これでよし、と」


　彼女は再び和樹を見上げた。


「もうひと煮にたちさせれば準じゆん備び完かん了りようです。楽しみですね」


「楽しみじゃなーい！」


　紫乃は意に介かいさず、煮たつのを待ってクランクを回そうとした。


「わーっ！」


「和樹さーん！　先生、止やめてください。わたしがそういう目に遭あいますから……」


　紫乃は多少逡しゆん巡じゆんした。


「じゃあそうしましょうか」


　レバーを操そう作さした。滑かつ車しやが回り、夕菜と玖里子が運はこばれる。


「きゃーっ」


「夕菜……！　先生タンマ！　駄だ目め駄目！　こっちを最初にしてください」


「なら遠えん慮りよなく」


　クランクの回転と共に、和樹と凜の身体からだが徐じよ々じよに下さがっていく。釜がごぼごぼ言う音が聞こえてきた。


　焦あせったような凜の声。


（式森、あと少し粘ねばれ）


（ど、どうやって）


（噓うそでもなんでも、口にすればいいだろう）


　和樹は少しためらってから、


「先生、まだ、まだ待ってください。このままにしてください」


「あらまあ。でも、縛られたままでは痛いたいでしょう」


「いいんです。その……えと……」


　とっさに叫さけんだ。


「り、凜ちゃんと、こうしていたいんです！」


「……は？」


　目をぱちくりさせる紫乃。夕菜と玖里子も、驚おどろいて和樹を見ている。


「凜ちゃんとこうしているのが嬉うれしいんです。べったりくっつくことができて。今までは近寄ることも無む理りだったし……。だから、えーっと……ラッキーかなーって」


　凜が慌あわてた。


（こら、なんてことを言うんだ！）


（しょうがないじゃないか。他に思いつかなかったんだよ）


（人の気持ちも考えろ。私はな……その……こういうのではなく……ええい、そのまま続けろ）


　彼女は右手の指先を伸ばす。和樹はさらにごまかした。


「つまりですね、凜ちゃんは……いつも冷つめたくて、暴ぼう力りよく的てきで、ぞんざいな口く調ちようで……あれ？　いいところが……。だから……そこが可愛かわいいんですよ！　分かります!?」


「分かるような……」


「分かりますかっ!!」


　別方向から怒ど声せいが飛んできた。夕菜が顔を真まっ赤かにしていた。
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「信じられません。和樹さんって、そんな人だったんですか！　凜さんが、凜さんがよかったんですか!!」


　全ぜん身しんから怒りのオーラを発はつ散さんさせていた。まなじりはつり上がり、その表情は般はん若にやか夜や叉しやか。子供が見たら泣き出しそうだ。


「浮うわ気き者もの！　最さい低てい！　なにが嬉しいんですか！　よくそんなことが言えますね！」


「ちょ、ちょっと待った、夕菜……」


「それが本心なんですね！　わたしは遊びだったんだ！　うわーん！」


　夕菜は怒りに身を任まかせ、大きく身体からだを揺ゆすった。一緒に縛しばられている玖里子が悲ひ鳴めいをあげる。


「痛い痛い、やめて夕菜ちゃん！」


「紫乃先生！　これ解といてください！　クランクはわたしが回まわします！」


「暴れないでってばー！」


　さすがに紫乃も困こまったような顔をしていた。なにやら考えている。腕うでの動きが止とまった。


　そのとき、凜の声がした。


（取った！）


　彼女が大きく足を振る。反はん動どうで壁に近づき、力ちから一いつ杯ぱい蹴けった。釜かまの上から離れる。


「たあっ！」


　白はく刃じんを一いつ閃せん。鎖がバラバラになった。落ちざま、夕菜たちの縛いましめも断たつ。


　和樹は転ころがるようにして着ちやく地ちをした。


「くっ……塵ちりを」


　置いてある台に近づく。紫乃よりも早く、小こ瓶びんに手がかかる。と、


　べしゃっ！


　彼は顔面から床に激げき突とつした。鼻はなと額ひたいを打ち、火花が散ちる。一瞬気が遠くなった。


「なっ、なにを……」


　後ろに怒りで全身を引きつらせた夕菜が立っていた。彼女が足を引っかけたのである。


「和樹さんっ!!　どういうことなんですか!!」


「ご、ごめん……夕菜」


「ごめんですんだら国こく連れん安あん保ぽ理りはいりません！　わたしをもて遊んでいたんですね！」


「待って待って、僕の塵……！」


「ごまかそうったって、そうはいきませんよ!!」


　夕菜が飛びかかってきた。その身体を、玖里子が急いで引っ張る。


「そんなことしてる場合じゃないでしょ！」


「離してください。こんな浮うわ気き者もの……！」


　和樹は腕うでをひねられた。


「痛いてててて！」


「痛いのはわたしの心です！」


「やめなさいよ。ここから脱だつ出しゆつしないと」


「そうです。早く逃げた方が」


　きっとした目つきで、夕菜が凜を睨にらむ。


「凜さん！　あなたも、どういうことなんです!?」


　言われて、珍しく凜が狼ろう狽ばいした。


「い、いや、私は……式森に言ってくれと頼たのんで……」


「頼んだ!?　やっぱり、和樹さんを盗とる気きですね！」


　腕をかかげ、精せい霊れいを召しよう喚かんしようとする夕菜。慌あわてて玖里子が口を塞ふさぐ。


「だからやめなさいってば！」


「むがー！」


「和樹、凜、逃にげるわよ！」


　内うち輪わで揉もめている四人を横よこ目めに、紫乃はなにやら呪じゆ文もんを唱となえていた。呼こ応おうするように振しん動どうが起おこり、天井にひびが入る。


　がらがらと石せき片へんが落ちてきた。飾かざってあった甲かつ冑ちゆうが潰つぶれた。


「先生は僕たちを生いき埋うめにする気ですか！」


「とりあえず足止めです」


　紫乃がさらっと返事をする。そのまま壁に吸すい込こまれるように、姿を消した。


　扉に向かって和樹は走ろうとした。そこをまた夕菜が捕つかまえる。


「どこに行く気ですか！」


「そんなことしてる場合か！　夕菜も一いつ緒しよに逃げなきゃ！」


「都つ合ごうが悪くなるとそうやって……！」


　なおも喚わめき続ける彼女の口を押さえ、和樹と玖里子は二人がかりで担かついだ。落らつ下かする石のかけらは凜が剣けんで払はらう。


　扉を抜けた。背はい後ごで轟ごう音おんが起こり、地下室はゆっくりと潰つぶれていった。





　命からがら脱だつ出しゆつする四人を、三階の窓まどから紅尉晴明は眺ながめていた。


　苦く笑しようしながらつぶやく。


「ずいぶんと騒さわがしいことだ……」


「お兄にい様さまは、うるさいのはお嫌きらいでしたか」


　背後から、地下室から上がってきた紫乃の声がした。彼は振り返り、


「嫌いではない。が、お前のやり方は強ごう引いんだ」


「ああでもしませんと。和樹君は本当に人間に戻もどってしまいます」


　彼女は手にした小瓶を窓まど際ぎわに置く。ピンク色の塵が鈍にぶく光っていた。


「戻りたがっているのだろう」


「善よし悪あしです。戻らない方がいい……そのことは、お兄様もご存じのはずです」


「まあな……」


「彼に伝えていませんの？」


「ああ」


　紫乃は意外な顔をした。


「……珍めずらしいですわね。お兄様が躊ちゆう躇ちよするなんて」


「こういうこともある」


「以い前ぜんと比くらべて優やさしくなられました。学校に長く居いすぎましたか？」


「そうかもしれんな」


　紅尉は再び窓の外に目をやった。すでに和樹たちの姿はなく、遠えん方ぽうに葵学園がうっすらと見えるだけであった。




　第八話　鉄扇教生ＶＳ日本刀少女ＶＳ嫉妬女










　つん。


　宮みや間ま夕ゆう菜なが低てい気き圧あつを頭の上に漂ただよわせながら、廊ろう下かを歩いていた。足取りは荒あらく、口はへの字につぐみ、目つきもあまりよろしくない。


　明らかに「わたしは今、とても機き嫌げんが悪いです」といった様よう子すである。全身からくすぶったようなオーラが立ちのぼっていた。


　式しき森もり和かず樹きはその後ろを、こそこそと歩いていた。


　二人は担たん任にんの伊い庭ばかおりから、授じゆ業ぎようで使うプリントを取ってくるよう頼まれたところであった。言われた夕菜はさっさと席を立ち、和樹のことを一いち瞥べつもせずに職しよく員いん棟とうに向かっていった。


　彼女は廊ろう下かを曲まがり、ずんずん進んでいく。和樹もついていった。


　職員室に着く。夕菜はノックをして扉とびらを開け「失礼します」と頭を下げて、和樹の眼がん前ぜんでぴしゃりと閉めた。


　茫ぼう然ぜんとクリーム色の扉を見つめていると、彼女はプリントの束たばを抱かかえて現れた。それから職員室の中へ「ありがとうございました」と言い、また歩き出す。


　和樹の方は見もしない。仕し方かたないので、同じようについていった。


　渡わたり廊ろう下かまでくる。人気が少なくなったので、思い切って声をかけた。


「あ、あのー、夕菜」


「…………」


　返事がない。


「夕菜……その」


「…………」


「夕菜ってば」


　歩みがぴたりと止まった。ぐるんと首がこっちを向く。


「……なんですか」


　恐おそろしげな視線と共に、彼女は返事をした。


「えっと……なにかあったの？」


「…………」


「……い、いやその、ずっと口きいてくれないし、話しかけようとしても無む視しするし、そのわりには僕を刺さすように睨にらむし……。なにか、嫌いやなことでもあったのかと……」


　和樹はつっかえながら喋しやべった。対する夕菜は冷ひえ切った声で、


「……ご自分の胸むねに手を当てて、聞いてみたらどうですか」


　言うとおりにした。左ひだり胸に手のひらを当てる。


「……覚おぼえがないんだけど」


「覚えがないとはなにごとですか！」


　大声を出され、和樹は身体からだをびくっとさせた。


「ついこの間です。紫し乃の先生の家の地下室！」


　塵ちりを取り返そうとして、紫乃の家に潜せん入にゆうしたときのことらしい。あのときは捕つかまってしまい、巨大な釜かまで危あやうく煮に込こまれるところだった。


　夕菜は腰こしに手を当てて睨にらみつけている。


「忘わすれたんですか。あそこで自分が言った言葉を」


「え、えーと……。いつものように、うわーとか助けてーとか、そんなことばかり叫さけんでいたような」


「そうじゃないです！　なにを言ったと思っているんですか」


「なんでしょう……」


「『凜りんちゃんとこうしていたい』って言ったんです。大声で、わたしの前で！」


　彼女の髪かみの毛けが逆さか立だっていた。瞳ひとみの中で溶よう鉱こう炉ろが音を立てて燃もえている。完かん全ぜんな怒いかりモードだ。


「わざわざあんなところで言うなんて、嫌いやがらせですか！　凜さんがよかったならよかったと、もっと前から言えばいいのに！」


　怒ど声せいをまともにぶつけられ、和樹は思わず後あとずさる。夕菜の周しゆう囲いで光ひかりの粒つぶが渦うず巻まいていた。彼女の怒りに反はん応のうして、精せい霊れいたちが勝かつ手てに集まっているのだ。


「だっ、だから」


　身の危き険けんを感じ、和樹は急いで言葉を続けた。


「だから誤ご解かいだって。あそこを脱だつ出しゆつするには、時間を稼かせぐしかなかったんだ。なんでもいいから紫乃先生の気を引いて……」


「他に言い様ようはなかったんですか!?」


「思いつかなくて……」


「そこが怪あやしいんです。もしかしたら、前から考えていたことじゃないかって……」


「そんなわけないだろ！　とっさだからああいうことが言えたんだって。だいたい凜ちゃんは、僕ぼくのことを嫌きらっているんだし」


　小こ柄がらで剣けん豪ごうの一年生、神かみ城しろ凜は、ストイックで潔けつ癖ぺき性しようである。元もと々もと男性には興きょう味みがない上に、和樹のような「軟なん弱じやく」を激はげしく嫌っていた。


　なにしろ以前は、顔を合わせるたびにことさら嫌な顔をされ、命まで狙ねらってきたのだ。近ちか頃ごろは怒りも多少やわらいだようだが、つっけんどんな態たい度どは変わっていない。


「なんていうかその……僕と凜ちゃんの間になにかあったりはしないよ。だって一番遠とおい関かん係けいじゃないか」


　しかし彼女はぶすっとした顔で言う。


「……あまり信じられません」


「なっ、なんで」


「和樹さんはそうかもしれませんけど……。凜さんが前と違って、とげとげしくなくなりました」


「そう……かな」


「そうです。お弁べん当とうを作っていたときからです。あれから、怒ったりしなくなっちゃいました」


　以前、凜が転てん校こうする先せん輩ぱいのために弁当を作ったことがある。料理ができないというので皆みなで手て伝つだったのだが、渡わたすことはできなかった。結けつ局きよく中身は和樹が全部食べた。


「この前のことだってそうです。和樹さんと一緒に縛られていたなんて、前の凜さんならなにをするか分かったものじゃありません。それが逃げ出す直前まで大人おとなしくしてるなんて」


　言われてみれば、確かに以前の凜とは少し違っていた。頰ほおも赤くしていたような気がする。


「いやでも、あれはさ、あのほうが良かったからだよ。変な言い方だけど、凜ちゃんに限って、男に興きよう味みを持つことなんかないって」


　夕菜は納なつ得とくしたような、しないような顔をしていた。


「そうでしょうか……」


「そうだって。僕だって手出しをするとかそんなのじゃないよ。そりゃ凜ちゃんは可愛かわいいけど、テレビのアイドルと同じで、遠くから見てるのが一番いいっていうか」


「まあ、そうかもしれませんけど……」


　渋しぶ々しぶといった感じではあったが、彼女も納得したようだった。和樹はほっとして、息いきをついた。


　と、渡わたり廊下の向こうから、ぱたぱたと足音がした。


　焦あせっているような足取りだ。こっちに近づいてくる。


　青い顔をして走ってきたのは、当の凜であった。


　彼女はきょろきょろ辺あたりを見回すと、和樹を見つけて駆かけ寄よった。


「式森、どこか隠かくれるところはないか」


「凜ちゃん、どうしたの？」


「いいから早く！」


「えーと、そこがいいかな」


　壁に並んでいるロッカーを指さした。中には掃そう除じ用よう具ぐが入っている。


　凜は急いで中に入った。がたがた音を立てて、扉が閉しまる。


　ことの成り行きにぽかんとする二人。しばらくすると、同じく廊下の向こうから、女性が一人やってきた。


　艶つややかな黒くろ髪かみにたおやかなイメージの教きよう育いく実じつ習しゆう生せい、紅あか尉い紫乃である。


「あら和樹君」


　柔やわらかな笑顔で話しかけてくる。


「……なんでしょう」


　和樹は警けい戒かいしながら返事をした。彼女にはさんざんな目に遭あわされているため、もう外がい見けんに騙だまされはしなかった。


「こちらに、神城さんが見えませんでしたか？」


「凜ちゃん……ですか？」


「はい」


　和樹は横よこ目めでロッカーを確認したあと、反対方向を指さした。
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「あっちに走っていきましたけど」


「あらまあ」


　紫乃は残ざん念ねんそうに言った。


「逃にがしてしまいましたか。往おう生じよう際ぎわの悪い娘こ」


「……なんかまた、企たくらんでいるんですか」


「そんなことありませんわよ。ちょっとお話がしたかっただけで」


「そーですか」


　信用できなかった。夕菜もジト眼めで眺ながめている。


　紫乃の方も「信じてもらわなくても構かまいません」みたいな顔をしていた。


「もし神城さんに会うことがありましたら、わたくしが呼よんでいたと、伝えていただけませんか」


「はあ」


「そうそう、もう一つ」


「なんでしょう」


「お願いがあります」


「……またなんか用事ですか」


　紫乃はこのところずっと、和樹に雑ざつ用ようを言いつけていた。なにしろ塵ちりを持っているので、逆さからうことができない。


「いいえ。そうじゃありません。もしかしたら神城さんが、和樹君になにか頼み事をするかもしれませんが……」


　彼女はつい、と顔を寄よせた。


「それを聞いてはいけませんよ」


「……は？」


「本来はわたくしが関かん知ちするところではないのです。ですが、あなたと仲良くなってはいけないのです。とくに彼女は。お分かりになりました？」


「なんですかそりゃ」


　和樹は少しむっとした表ひよう情じようになった。仲良くもなにも、元々凜とはなにもない。大きなお世話である。


「わたくし、親しん切せつから申し上げているのです」


「へ。そうですか」


　不ふ満まんげな和樹の返へん答とうを予よ想そうしていたのか、紫乃は怒おこったりはしなかった。


「この言葉、耳に留とめて置いてくださいね。それでは」


　廊下の奥に去っていった。


　紫乃がいなくなってしばらく、ロッカーががたごと音を立て、扉が少し開いた。大きな瞳ひとみが内側から覗のぞく。


「もういないよ」


「……そうか」


　和樹の言葉に安あん心しんしたか、凜は姿を現した。


「いったいどうしたの」


「まあ、つまらんことなんだが」


　彼女は制服についたほこりを払はらいながら言う。


「実は、知り合いからチケットをもらってな……その、一人で行くのもなんだから、誘さそおうと思ったんだが、紫乃先生がどこからか聞きつけて、引き止めたのだ」


「引き止めたって？」


「行くなとか、チケットを渡せとか、そんなことを」


「なんだそりゃ」


　和樹は呆あきれた。


「どうしてそんなわがままを。子こ供どもじゃあるまいし」


「分からん」


　凜は肩かたをすくめた。


　あの先生が理由もなしに妨ぼう害がいするとは考えられない。変な意い味みで筋すじの通った女性なのである。なにかがあるのだ。なんとなく分かりそうな気もするが、今は思いつかなかった。


「チケット、どこのなの」


「ああ、それはな」


「今度オープンするテーマパークでしょ」


　凜の背はい後ごから、背の高い女性がぬっと顔を出した。


「わっ」


「玖く里り子こさん。いつの間に」


　風かぜ椿つばき玖里子は、和樹に軽く手をあげて挨あい拶さつした。凜の手にあるチケットを見ながら言う。


「騒がしいから、なにしてんのかと思ったのよ。……このチケット、あそこでしょ、千葉県にある」


「どこです？」


　和樹が訊きく。


「あのテーマパークよ。ほら、東とう京きよう湾わん岸がんにあって、ずっと工こう事じをしていた」


「アメリカの有名なキャラクターをたくさん使っているところですか」


「そこじゃないわよ」


「え？　そうでしょう」


「別よ。別」


「なんで……ああ、イラストにすると色いろ々いろ問題が出てくるから……むが」


　和樹の口は、玖里子の手で塞ふさがれた。彼女はそのまま凜に訊く。


「これ、業ぎよう者しややマスコミ向けの券じゃないの。一般向けのオープンって、もう少し先じゃない？」


「ええ。私の知り合いに関かん係けい者しやがいて、もらったのです。ちょうど次の土曜日ですし、行こうかと」


　それを聞き、ふと、和樹は言った。


「そういえば凜ちゃん、誰と行くつもりなの？」


「えっ……」


「誰かを誘さそうんじゃなかったっけ。部ぶ活かつの友とも達だち？」


「いや、違う。あいつらでもいいんだが、あまりこういうのは好きじゃないらしくて。だから、その、あー、一いつ緒しよに……あ、いや、もちろん」


　突とつ然ぜん彼女が狼ろう狽ばいした。


「式森たち、み……みんなで一緒に行こうかと。みんなです。みんな」


　凜は大おお慌あわてで説せつ明めいした。和樹ではなく、背はい後ごに向かってしきりと言っている。


　そこには顔を引きつらせ、牙きばを剝むく寸すん前ぜんの夕菜がいた。


「もちろんみんなで行くつもりです。誤ご解かいしないでください、夕菜さん」


「…………」


　彼女は無む言ごんで目を光らせている。言いたいことは山ほどありそうだ。


「券けんも四枚あります。よこしまな気持ちなどありません」


「そうだよ夕菜、みんなで行くって言ってるんだからさ」


　和樹もフォローに入る。またここで暴あばれられたらたまらない。


「なんか、怪あやしいです」


「怪しいことなどありません！　私が式森などと……」


「そうそう。そうだってば」


「……ま、いいですけど」


　横を向きながら言う。


「まさか凜さんが和樹さんを誘さそうなんて、思いませんでした」


「誘ってません！」


「だから！」


　二人して否ひ定ていをする。夕菜は耳を貸かそうとしない。


「凜さんが男の人をデートに誘うなんて、意い外がいと積せつ極きよく的てきなんですね。驚いちゃった」


「ですから違います。私は式森には興きよう味みはありません。ただ、このままでは券がもったいないし、皆みなさんも行きたいのではないかと。それにむしろ、式森がいたほうが夕菜さんが喜よろこぶかと思ってですね」


「……ふーん」


　たっぷり間をおいて、夕菜は言った。


「つまり凜さんは、次のお休みにでも、みんなで遊びに行きたい、と。そういうわけですね」


「そうです」


「別に和樹さんだけ誘おうとか、そんな途と方ほうもないことを考えていたのではないですよね」


「もちろん！　もちろん、そうです」


「なら、いいですよ」


　彼女はにこりと、ただし口だけで笑った。


「凜さんがわたしたち全ぜん員いんのことを考えていて、安あん心しんしました。じゃ、楽しみましょ」


　彼女の手からチケットを二枚受け取る。


「じゃ、これはいただきます。今度の土曜日でしたよね。駅えき前まえ集合にしましょう。玖里子さんも、いいですよね？」


「え、ええ」


　慌あわててうなずく玖里子。


「よかった。久しぶりに、楽しいお休みになりそうですね。和樹さん、わたしたちは一いつ緒しよに駅まで行きましょうねー」


　そんなことを言いながら、腕うでを絡からめてくる。


　和樹は教室まで引っ張られていった。去さり際ぎわに少しだけ、ほっと胸をなで下おろす凜の姿すがたが見えた。





　　　○





　週しゆう末まつ。


　四人は京けい葉よう線せん某ぼう駅えき前に集まり、テーマパークに向かった。


　人ひと混ごみに流されるように歩いていく。関係者のみの公開とはいえ、家か族ぞくも含ふくまれるので、結けつ構こうな数がいた。


　このテーマパークは湾岸を埋うめ立てて建けん設せつしたもので、水を題だい材ざいにしていた。広大な園えん内ないには様さま々ざまなアトラクションが用意されている。宣せん伝でんも大だい規き模ぼに行われていて、新しん聞ぶんやニュースでも取り上げられていた。


　四人は固かたまって進んでいた。和樹は一番右側である。前のこともあってか、夕菜が腕うでを組んで離はなさなかった。


　人の流れは正面のゲートに進んでいた。スタッフが手て際ぎわよくさばいている。中に入り、ガイドブックを受け取る。


「ここがいいです。ここにしましょう」


　夕菜が指をさした。山の内部をカートに乗って走り回るアトラクションである。


「絶ぜつ叫きようマシンみたいですよ」


　機き嫌げんがいい。この手のものが大好きなのである。


「いいけど、玖里子さんと凜ちゃんは？」


「あたしはへーき」


「ん、まあ……」


　四人は夕菜を先せん頭とうに、アトラクションへ向かった。


　人にん気きがあるためか、行ぎよう列れつが出で来きていた。待つことしばし、スタッフに案あん内ないされカートに乗せられる。


　座ざ席せきは三さん列れつになっていた。和樹を真ん中に夕菜が右、凜が左。玖里子は後ろである。


「きゃー、怖こわいかも」


　夕菜が声を弾はずませながら、手を握にぎってくる。ちっとも怖くなさそうだ。


（……？）


　よく見ると、左腕の服の袖そでも摑つかまれていた。隣から凜が手を伸のばしていた。


　彼女は顔を青ざめさせ、固く目を閉じている。口もしっかり結むすんでいた。


「……凜ちゃん？」


　返へん事じがない。ごとんと音がして、カートがスタートした。





「楽しかったですね」


　夕菜が陽よう気きに言う。彼女はカートが左さ右ゆうに揺ゆれるたびにキャーキャー喜よろこび、十分に満まん喫きつしていた。


　和樹はベンチに座すわっていた。絶叫マシンは嫌いではないが、少し疲つかれた。凜も腰こしかけている。


「次はここにしましょう、ここ」


　ガイドブックを見ながらはしゃぐ。


「元気よね」


　呆あきれたような玖里子の声。


「面おも白しろいじゃないですか。こういうの大好きです。早く行きましょう」


「はいはい」


　玖里子が後に続く。和樹も立とうとした。


　その袖が引っ張られた。


「すまん……少し待ってくれ」


　凜が憔しよう悴すいしきった顔で言う。


「凜ちゃん……大だい丈じよう夫ぶ？」


　和樹は座り直した。その肩かたにもたれかかってくる。


「え……ちょ、ちょっと」


「摑まらせてくれ……」


　ぐったりしていた。本当に疲れ切っているようだったので、和樹は言うとおりにした。


「私は……ああいうのは……苦にが手てだ」


「でも、飛ひ行こう機き平へい気きだったじゃない」


「苦手なものは苦手なんだ……」


　しばらくそのままでいた。


　二人きりになった。凜は楽になってきたのか、寝ね息いきのような呼こ吸きゆうをしている。艶つややかな髪が、肩に流れていた。


　意味もなく、和樹の鼓こ動どうが早まった。


「あー、り、凜ちゃん？」


「……なんだ」


「そろそろ行かない？　夕菜たち、先に行っちゃったよ」


「そうか……」


　よろよろと立ち上がる。


「やめる？」


「いや……落ち着いた」


　歩き出す。ピラミッドみたいな外がい観かんをしたアトラクションに向かった。ここもカートで走り回るタイプである。


　かなり人気があるのか、列れつが施し設せつの外まで続いていた。最さい後こう尾びに並ぶ。夕菜と玖里子は前の方にいた。


「ここも絶叫系みたいだけど……いいの？」


「大丈夫だ。一人だけ行かないのも、白しらけるだろう」


　そう言って前方を眺ながめている。その顔が、たちまちこわばった。


「おい、式森、あそこ……」


　彼女は和樹をうながした。


　アトラクションの外観、ピラミッドみたいな遺い跡せきの頂ちよう上じよう付ふ近きんが、きらきら光っていた。しかもピンク色である。


「もしかして……僕の身体からだ!?」


「ああ。まさかと思ったが、あれはおまえの塵だ」


　どこかに散ちっていたのが風にでも飛ばされてきたのか、てっぺんに散さん乱らんしていた。周囲の観客は施し設せつの塗と装そうとでも思っているか、注ちゆう意いを払はらっていない。


「行くか？」


「うん」


　列を離れようとして、ちらと前を見る。夕菜と玖里子は先へ行ってしまった。声をかけるのも難むずかしそうだ。


　伝つたえるのはあきらめ、行ぎよう列れつ整せい理り用のロープを乗のり越こえる。凜と一いつ緒しよに、輸ゆ入にゆう植しよく物ぶつの林に分け入った。


　遺跡は石造づくりだった。もちろん表ひよう面めんだけだろうが、それらしい雰ふん囲い気きが出ている。でこぼこしているので手がかりもたくさんあった。凜は軽かる々がる登のぼっていく。


「式森、平気か」


「うん……なんとか」


　全ぜん般ぱん的に身体を動かすことが苦にが手てな和樹は、ぜいぜい言いながらついていく。やがて頂上に着いた。


　一面に塵が散ちらばっている。日につ光こうに反はん射しやして輝かがやいていた。


　かき集めようとしたが、すでにもぞもぞ動いている。和樹に反はん応のうしているのだろう。


　塵は左右から集まり、一か所に固かたまった。回転しながら上じよう昇しようをする。それから空中を飛び回る。


　和樹の頭ず上じように近づく。と、突とつ然ぜん反対方向に移い動どうした。


「えっ!?」


　移動先に、黒髪の女性が立っていた。塵は彼女の手にした小瓶の中に吸すいこまれていく。


「……残念でした」


　紫乃は小瓶に蓋ふたをした。


「一いつ歩ぽ遅おそかったようですね。これで和樹君の塵の残りは、全すべてわたくしがいただきました」


「紫乃先生、なんでここに」


「わたくしも和樹君の塵を集めているのです。当とう然ぜんでしょう」


「関係ないじゃないですか。返してください！」


「やです。死体にするのに、これは邪じや魔まです」


　和樹は飛びかかった。紫乃はひらりとかわす。


「無駄なことをせず、わたくしの言うとおり真の死体になればよろしいのです。そうすれば、こんなところまで来ずともすんだのに」


「なりたくないんですって！」


「噓うそおっしゃらないで」


　紫乃の瞳ひとみが妖あやしく光る。それを見ただけで、和樹は頭がふらっとした。


「うあ……」


「さあ、わたくしの家にまいりましょう。準じゆん備びは整ととのっておりますわ」


　目の前が霞かすみがかかったようになった。差し出される手を握にぎろうとする。


　いきなり視界が塞ふさがれた。


　和樹の眼前で、凜が日本刀を握りしめ、立っていた。


「……先生。少し悪ふざけがすぎるのでは？」


「あら神城さん」


　紫乃が微笑ほほえむ。


「あなたもついてきてはいけませんわ。わたくしの忠ちゆう告こく、お忘わすれになったの？」


「理由もなく従したがえません」


「聞いてもいいことありませんよ」


「聞いてから決めます」


「まあ強ごう情じような。男性に興きよう味みはないはずでしょう？　それとも和樹君だけ誘さそえなくて、残ざん念ねんだったのですか？」


　凜は顔をこわばらせ、身み構がまえた。ゆっくりと日本刀の鯉こい口くちを切る。


「神城さんが和樹君と仲良くなるのはいけません。あなただけに限かぎりませんけど。大人しくお帰りになって」


　少女の白い手が、愛あい刀とうの柄つかを握りしめる。しかし紫乃は表情を変えない。


「危き険けん物ぶつの持ち込みは禁きん止しされていますわよ」


「どうにでもなるものです！」


　白はく刃じん一いつ閃せん。鋼はがねが教育実習生に襲おそいかかる。


　しかし、その刃やいばは直前で跳はね返かえされた。


「くっ……」


　紫乃の手には、どこから取りだしたのか、鉄てつの板いたが握られていた。


「危あぶないこと。おいたをするなんて」


　鉄の板が半はん円えんに広がる。鉄てつ扇せんであった。かなりの重さのはずだが、軽々扱っている。


「かなりの使い手とお見受けしますが、足場の悪いここで実じつ力りよくが発はつ揮きできますかしら。勝しよう負ぶなさいます？」


「……無む論ろん！」


　凜が跳とんだ。





（遅い……）


　いらいらしながら、夕菜は待っていた。


　とっくにアトラクションは終わったのに、和樹と凜が出てこないのだ。少し離れていただけで同じ列だったから、こんなに遅れるはずはない。いったいなにをしているのだろう。


　玖里子はアイスを買いに行っていない。目の前にはベンチと、映画のキャラクターを模したゴミ箱ばこが据すえられていた。


（まさか……）


　胸の内に、黒くろ々ぐろとした疑ぎ念ねんが浮うかんできた。


　これは巧こう妙みような罠わななのでは。「式森には興味がない」と言いながら、巧たくみに誘さそい出しているのではないのだろうか。そう言えばテーマパークに誘ったときの、凜の態たい度どは怪しいことこの上なかった。


（もしかして……そんな）


　二人ははじめからアトラクションに入らなかったのではないだろうか。列から離れてどこかに行ったのでは。そしてそのまま仲良く寄より添そい、海かい岸がんでも眺ながめているのかも。あるいはどこかのベンチに腰こしを下ろし、夜のショーが始まるのを待っていて……。


　前半は正しく、後半は間違っている想そう像ぞうで、彼女は顔を青ざめさせた。


（駄だ目めよ……和樹さんはそんなことをする人じゃないわ……そんなことない）


　気のせいだと思いこもうとしたが、一度火のついた妄もう想そうという名の導どう火か線せんは、なかなか消えてくれなかった。となりの親おや子こ連づれをかき分け、よろよろとゴミ箱に近づき、両手でがっと摑む。


（和樹さんに限ってそんなこと……でも、このあいだのこともあるし……。そういえば、凜さんのことを可愛かわいいって……）


　夕菜の妄想は果はてしなく続いた。彼女の頭の中ではすでに夜となり、二人は楽しそうにショーを見物していた。手を繫つなぎ、肩かたを寄よせあっている。和樹の口が甘あまい言葉を囁ささやき、凜が恥はずかしげにうつむく。やがて彼女は顔を上げ、二人はじっと見つめあった。


（いけません。和樹さん、そんなことをしちゃ）


「夕菜ちゃん」


（抱だきしめないでください。やめて）


「夕菜ちゃんってば」


（凜さんなに目を閉とじてるんですか。和樹さんも近づかないで。あ、あ、そんな）


「ちょっと、夕菜ちゃん」


（いやーっ！　駄目ーっ！）


　ゴミ箱をがたがた揺ゆさぶる。隣となりでは、アイスを手にした玖里子が途と方ほうに暮くれていた。夕菜が人ひと混ごみの中で泣なき叫さけんでいるので、じろじろ眺ながめる人もいる。


「ママ、あのお姉ちゃんゴミ箱とお話ししてる。どうして」


「しっ。なんだか分からないけど、ああいう大人になっちゃいけません」


「ゴミ箱使えないね」


　すいません本当にすいませんと玖里子が頭を下げる。それから夕菜の腕うでを引いた。


「やめなさいよ、恥ずかしい」


「玖里子さん……」


「アイス溶とけちゃったじゃない。なに考えてんの」


「だって、和樹さんと凜さんが……」


「はあ？」


　そのとき、アトラクションの方向で騒ぎ声がした。観かん客きやくが何か言っている。


「おい、なんかやってるらしいぞ。遺い跡せきで女二人が戦っている」


「見せ物か？」


「片かた方ほうは日本刀振ふり回まわしてるってさ。行ってみよーぜ」


　耳にした玖里子は眉まゆをひそめた。


「日本刀……って、もしかして」


　夕菜は最後まで聞いていなかった。彼女は騒ぎが耳に入った時じ点てんで、すでに走り出していた。





　　　○





　ピラミッドの頂上で、二人は戦い続けていた。


　凜は足あし場ばが悪いなりに工く夫ふうしていた。滑すべらないように重じゆう心しんを低くし、下か方ほうからの攻こう撃げきを主としている。石がごつごつしているため、足を取られることもなかった。


　息もつかせず、嵐あらしのように刃やいばが走る。だが彼女の顔には、焦あせりの色が濃こくなっていた。


　紫乃が攻こう撃げきを平へい然ぜんと受け流しているのである。出現した場所から一歩も動かず、鉄扇を左右に振って防ふせいでいた。しかも汗あせ一つかいていない。


「ふふふっ。その程てい度どですか」


「くっ！」


　大きく振りかぶり、上じよう段だんより一いち撃げき。紫乃は顔の正面で受けた。派は手でに火ひ花ばなが散る。


　彼女はぱっと払はらった。小柄な凜の身体からだが飛ばされる。地上に落ちそうになった。


「凜ちゃん！」


　和樹は思わず目をつむりそうになった。凜はなんとか踏ふみとどまる。


「神城さんは腕うでは確かなのですが、戦い方に芸がありませんね。正せい攻こう法ほうだけでは、いずれ限げん界かいが来ますわよ」


「……先生、武ぶ道どうの心こころ得えでも？」


「いいえ。口からでまかせです」


「……このっ！」


　再ふたたび攻撃。今度は横よこ殴なぐりの素す早ばやい一刀を見み舞まう。これも鉄扇で受けられた。紫乃が空あいた手で、凜の身体を摑つかむ。


「あっ！」


　引き寄せられた。力が込められ、刀が落ちた。


「ううっ……」


「ねえ、神城さん」


　紫乃が囁くように、


「もう和樹君と仲良くするの、おやめなさいな」


「な、なにを……」


「あなただけではないんですけどね。楽しい思い出を創つくっても、意味ありませんの。だってあなた……辛つらくなります」


「え……？」


　紫乃が手を離す。凜はよろめき、そのまま和樹の方へ倒れかかった。急いで受け止めたが、転てん倒とうしてしまった。


「ざっとこんなものです」


　彼女はぱっと鉄扇を振ふりかざし見み得えを切きった。下で見物していた観客から、拍はく手しゆが起こった。


　手を振って、声せい援えんに応こたえる。


「ではお二人まとめて、死し体たいになっていただくということで」


「なんでそうなるんです！」


「もののついでです」


　紫乃がはじめて動いた。ゆっくりと歩いて近寄る。なにやら呪じゆ文もんを唱となえた。二人の身体が結むすばれたように固くなる。連つれ去さる気だ。


　人差し指で招まねいた。その動きにつられるように、和樹と凜は起きあがる。


　彼女がにたりと笑う。と、


「なにやってるんですかー!!」


　下から怒ど声せいが飛んできた。


「和樹さん、下おりてきてください！」


　夕菜が拳こぶしを振り上げ叫さけんでいた。顔を紅こう潮ちようさせ、怒り狂くるっている。


　和樹は、待ってくれ夕菜、と言おうとしたが声が出ない。紫乃の魔ま法ほうで口がきけなくなっているのだ。


　その態たい度どがますますカンに触さわったのか、


「あーっ、やっぱり抱だきあってる！　離れてください！　離れて！」


　離れようがなかった。身動きもできないのだ。夕菜が怒りのゲージを上げていくのを、黙だまって見ているしかない。


「どうして離れないんです！　見せつける気ですか！　もう、もう許ゆるしません！　だったら一生そうしてもらいます！」


「ちょ、ちょっと夕菜ちゃん」


　落ち着かせようとする玖里子を振り払い、夕菜は両りよう腕うでに光こう球きゆうを出現させた。二つを合体させ、巨大な発はつ光こう体たいを作り上げる。バチバチ音をたて、雷らい光こうが走った。


「ひっ！」


　周しゆう囲いの観客たちが悲ひ鳴めいをあげた。あんな魔法を使われたらただではすまない。我われ先さきにと逃げ出していく。


　和樹もなんとかしたかったが、身体からだがまったく言うことを聞かず、どうにもならない。隣となりの凜もしがみついているだけだ。


「かーくーごー！」


　夕菜が光球を摑つかみ、両腕を振り上げて投げ飛ばした。一直線に飛んでくる。


「うわーっ!!」


　心の中で悲ひ鳴めいを上げる和樹。すると紫乃が鉄扇を広げて、大きく払はらった。


　ごおっと音がして突とつ風ぷうが巻き起こり、光球に向かっていく。


　空中で激げき突とつ──と思いきや、光球が進しん路ろを変えた。


　真上にのぼり、ピラミッドの上に到とう達たつする。しばらく漂ただよい、そのまま落らつ下かした。


「どひゃー!!」


　ピラミッドは閃せん光こうに包まれ、大爆発を起こした。





　和樹は橋の欄らん干かんに寄りかかり、ほっとため息をついた。


　光球が爆発する寸前、玖里子の放った防ぼう壁へきにかろうじて守られたのだ。おかげで傷きずもなかった。


　夕菜は無ぶ事じに脱だつ出しゆつした和樹の顔を見てほっとした表ひよう情じようを浮かべたものの、すぐ「浮気者で裏うら切ぎって最さい低ていで」と罵ののしり、さっさと帰ってしまった。途と中ちゆうで暴あばれられても困こまるため、玖里子がついていった。


　隣となりで凜も、疲れた顔をして座すわり込こんでいる。紫乃の姿はないが、まさか死んだとも思えない。きっとどこかにいるだろう。


　テーマパークからは煙けむりが立ちのぼっている。アトラクションは半はん壊かい。一般公開をひと月ほど遅らせる損そん害がいとなった。


　和樹はぼんやりと、そんな光こう景けいを眺ながめていた。


「……すまんな、式森」


　ぽつりと凜が言う。


「お前の塵ちり、なくなってしまった。夕菜さんにも誤ご解かいをさせてしまったし」


「いや、いいよ、気にしなくて」


　紫乃の手に渡っただけである。前回の塵とあわせて、どこにあるか分かったと思えばいい。


「夕菜も……しばらくすれば機嫌を直なおすよ。いつものことだし」


「……そうか」


　凜は立ち上がった。


「凜ちゃんも、ごめんね。せっかく誘さそってくれたのに、なんか凄すごいことになっちゃって」


「ん？　そうでもないぞ。それなりに楽しんだ」


「おわびに、なにかおごろうか」


「いらん。誘ったのは私の方だ……でも、そうだな」


　彼女は少し、視し線せんを外した。


「わびなら、今度二人きりで来たいな」


「……え？」


　凜は返事をしなかった。背を向けて、駅えきへ歩いていった。
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　クラスメートが優やさしい。


　式しき森もり和かず樹きがそう感じたのは、ここ最近のことである。


　あまりに不ふ思し議ぎだったので宮みや間ま夕ゆう菜なに聞いたところ、彼女は不安をうち消すような笑え顔がおで言った。


「いいじゃないですか。普ふ通つうですよ」


「そう？」


　和樹は首をひねった。


「変だと思わない？　いつもと空気が違ちがうんだ。なんだか全員聖せい人じんに列れつせられようと決意したっていうか、山奥で悟さとりを開いたっていうか……。とにかく別のクラスにいるみたいだ。天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれかもしれない」


「まさか。そんなことあるわけないです。親切な人たちじゃ、なにかいけないことでもあるんですか？」


「そりゃそうなんだけどねえ……」


　和樹は疑ぎ問もんを捨すてきれず、語ご尾びを濁にごした。


　夕菜の言うとおり、普通に考えれば、級きゆう友ゆうが優しいなんてのは当たり前だ。何年も同じクラスで顔を合わせているのである。友ゆう情じようだって育そだってくるし、ことによったら家族以上の繫つながりだってできる。万が一入にゆう院いんしたりすれば、皆みなで大騒ぎして見み舞まいに行く。引っ越しとなれば手伝いにだって行く。


　だからごく当然のはずなのである。


　しかし、和樹がいるのは私立葵あおい学がく園えん二年Ｂ組であった。他ほかのクラスとは毛け色いろが違うのである。それも多少どころかかなり違う。


　なにしろＢ組の連中ときたら、学校生活を証しよう券けん取とり引ひき所じよと勘かん違ちがいしている節ふしがある。駆かけ引きによって成り立っていると信じているのだ。しかも「学生の本ほん分ぶんとは騙だますことにあり」と思い込んでいる。一人だけではなくほぼ全員がそうだから、クラス内に限ればそんな変わった常じよう識しきがまかり通っていた。


　以前の担たん任にんであった中村はそんな風ふう潮ちように業ごうを煮にやし、「お前ら友情という言葉を知っているか！」と難なん詰きつしたことがある。そんな小学生向けみたいな質問に彼らは「えーと、中国の首都ですか」と答えたりしていた。


　ともかく、そんなＢ組生徒が優しくなったのである。にわかには信じがたいことであった。


　和樹は当初、なにかの幻げん覚かくかと疑った。自分を惑まどわせ、どこかに閉とじこめて有り金を巻きあげる気ではないかと思ったのである。彼らにモラルは期待できない。


　だがつい先ほど、クラスメートの仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが実に親したしそうに声をかけたのは、まぎれもない現実であった。


「なあ式森、宿しゆく題だいやってきたか。なんなら俺おれのノート、貸かしてやろうか」


　いまどきドラマの脚きやく本ほんにもないような台詞せりふである。直後に松まつ田だ和かず美みまで、


「式森君、顔色悪いけど大だい丈じよう夫ぶ？　薬くすり飲のむ？」


　と言ってきた。顔色が悪いのは具ぐ合あいのせいではなく幽ゆう霊れいなためなのだが、ともかくそんな調子であった。なにかつけて和樹を気にかけ、世せ話わを焼やこうとするのである。


　親切というより、もはや不ぶ気き味みであった。いつもは全く聞かない台詞なだけに、珍めずらしさを通り越している。


　この二人だけではない。クラス中から和樹は丁てい重ちように扱あつかわれ、もてはやされていた。担たん保ぽなしで金を貸そうと言う奴から、和樹を生せい徒と会かい長ちようにしようとアジる奴まで、数限りないのであった。


　そんなことを夕菜に話したが、やはり彼女には分からないらしく、きょとんとしていた。


「でも、嫌いやじゃないですよね」


「まあね」


　座すわり心ごこ地ちの悪い椅い子すを押しつけられたような気分ではある。


「ならそのままでいいじゃないですか。うちのクラス、いい人ばかりですよ」


　にこやかな表情である。転てん校こう生せいだった夕菜は、まだＢ組を理解しきっていない。クラスメートたちが彼女の前では猫ねこをかぶりたがるというのも、理由の一つであった。


「本当にいい人たちばかりなら、いいんだけどね。なんか訳わけがあると思うんだよなあ……」


「大丈夫ですよ。和樹さんはいつも通りにしていればいいんです。すぐに慣なれますよ」


「慣れ、ねえ……」


　どうも納なつ得とくがいかず、和樹はぶつぶつつぶやき続けた。





　疑問の解かい答とうは、意い外がいと早く訪おとずれた。数日たったホームルームの時である。


「京きよう都とだよ」


　その日も遅ち刻こくしてきた担たん任にんの伊い庭ばかおりは言った。


「今年の修しゆう学がく旅りよ行こう、行く先は京都なの」


　彼女は黒こく板ばんにも曲まがった字で京都、と書いた。


　二年生に修学旅行のシーズンがやってきたのである。学園生活の中でもっとも大がかりであり、楽しい行ぎよう事じである。教室内にも、期待に満みちたざわめきが広がった。


　かおりによると三泊ぱく四日で京都旅行。土日を挟はさむことになる。私立の学校で京都というのはいかにも古くさいが、これは順じゆん番ばんによるものであった。一年生の時に北ほつ海かい道どうへ行ったので、今年は京都なのである。


　かおりはプリントを忘わすれてきたから頭で覚おぼえろと言って説明を続けた。


「どうせ噂うわさで聞いていただろ。クラス全部で雅みやびを味あじわいに行くってこと。これからの準じゆん備び期き間かん、決めることが色々あるからね。もう時間がないんだから」


　だから手早くやれと彼女は言う。奥おくの席から手があがった。


「でも修学旅行のことって、ずっと前から決まってるものじゃないんですか？」


「忘れてたんだよ。ゲーセン通いが忙いそがしくてね。思い出したからいいじゃないか」


「良くないと思います。紫し乃の先生はどうするんですか」


「教きよう生せいは行かねーよ。だいたい彼女の教きよう育いく実じつ習しゆうの期間は他と違うんだ。で、このクラスはなにもかも一からやる必要がある。団体行動に必要なのは規き律りつと素す直なおさ。それを実現するためのもろもろを、決定しなければならないってこと」


　じゃあなにをするんですかと質しつ問もんが飛んだ。かおりはちょっと考えてから、


「連れん絡らく係がかりとか風ふう紀き係がかりとかあんだろ。でも標ひよう語ごやことわざは決める必要なし。他ほかの先生方が、あんなのはもうこりごりだって言ってたぞ」


　この標語とは、以前職しよく員いん室しつをパニックに陥おとしいれた文化祭向けＢ組謹きん製せい「人の不幸は蜜みつの味。人の幸こう福ふく砒ひ素その味」のことである。当然不ふ採さい用ようになったのだが、クラス内では「あれは間違いだった。そもそも砒素は味がしない」と逆向きの反はん省せいがおこなわれていた。


「いい、まともに決めなさいよ。いくつかは委い員いんの役やく職しよくをそのままスライドさせてもいいが……肝かん心じんなのは班はん編へん成せい。当日は班単位なら自由行動ありだから、後あと回まわしにできないよ。話し合いでもくじ引きでもいいから、さっさと決めること」


　男三人と女三人で一つの班。方法はどうでもいいから自分たちでやるようにと言い残し、かおりは出ていった。


　残されたＢ組生徒たちは、「いつものことだけど、物忘れが激はげしいよな」と文もん句くを言っていたものの、結局話し合いを始めた。


　いくらへそ曲まがりの集団とはいえ、波は長ちようの合う合あわないくらいはある。だから普段会話の多い者同士が班を作るのだが、これも利り害がい関かん係けいによって容よう易いに覆くつがえる代しろ物もので、国こく際さい会かい議ぎばりの交こう渉しようがあちこちでおこなわれていた。


　その中で和樹は孤こ立りつ状じよう態たいにあった。何な故ぜか誰も話しかけてこない。嫌きらわれているのではなく、腫はれ物ものみたいに扱あつかわれているようである。


　そこにやってきたのは夕菜であった。


「和樹さん。修学旅行、楽しみですね」


　屈くつ託たくのない笑顔である。引っ越しの多かった彼女は、学校行事に参さん加かすることが少なかった。そのため、こういうことをとても嬉うれしがる。


「うん、まあ……」


　和樹はあいまいに答えた。どうしてか、今になってクラス中の視し線せんが注そそがれているような感じがしていた。


　夕菜はうきうきしていて、そんな様よう子すには気づいていない。


「一いつ緒しよの班になりましょうね」


「え？」


「あ、なんですかそれは」


　彼女がちょっとむっとした顔になった。


「冷たいです。嫌なんですか」


「ごめん、そうじゃない。一緒はいいんだけど、もしかしたらこれが理由かも……」


「はい？」


　夕菜が首を傾かしげたのとほぼ同時だった。クラスメートたちが和樹の席せきに殺さつ到とうしたのである。


「式森式森、おれも一緒の班になる！」


「式森君、あたしたちのところにこない!?　もちろん夕菜も一緒に！」


「式森っつーか夕菜ちゃん、僕は便べん利りな男だよ！」


「前から友達だと思ってたんだ！」


　一いつ斉せいに喋しやべり出し、なにがなんだか分からないくらいの混こん乱らんとなった。あまりにも押しかけるので、机つくえや椅子が潰つぶれそうであった。


　つまりこれなのである。目当ては和樹自身ではなく、夕菜なのだ。二学年のトップアイドルと一緒の班になって、仲良くしたいという魂こん胆たんなのである。


　葵学園の中で、アイドルとしての夕菜の地ち位いは揺ゆるぎないものがあった。非ひ合ごう法ほう部ぶ活かつアイドル研究会の調ちよう査さによると、清せい純じゆん派は部門で三期連れん続ぞくの首しゆ位いをとっている。これは創そう立りつ以来初めてのことらしい。もちろん当人はそんなことを知らないし興きよう味みもないが、そこがまたいい、と評判であった。


　そんな彼女と何日間も一緒にいられるチャンスはそうない。同じ班になりたいと考える者が出てきても不思議ではなかった。


　これまでの出で来き事ごとによって、和樹と夕菜の仲が良いことは、それなりに知られていた。本来ならクラスメートたちは「悪あく党とうの手から夕菜ちゃんを救すくい出す」ということで、和樹を串くし刺ざしにするところである。だが今度は少し事じ情じようが違う。拷ごう問もんでも加くわえようものなら、夕菜に嫌われてしまう可能性があった。


　それらの状況を天てん秤びんにかけ、検けん討とうした結けつ果か、和樹に親切心を見せていたのであった。


「だから式森も夕菜ちゃんもおれのところにくればいいんだよ！」


「ちょっと、夕菜は物じゃないわよ。それより式森君、ＩＴ関かん連れん株かぶと夕菜を等とう価か交こう換かんでどう？」


「そりゃ人じん身しん売ばい買ばいよりたち悪わるいぞ！」


　誰だれもが勝かつ手てなことを言っている。脅きよう迫はく、威い嚇かく、泣き落としなどが飛とび交かって、机周辺の混こん雑ざつぶりは収おさまる気け配はいがなかった。


「待て待てお前ら。いったいなんだと思っている。式森はな、真しんの友人と同じ班になるんだ」


　周囲を制せいするように仲丸が言った。


「今まで式森にどんなことをしたか思い出してみろ。幽霊の出で来き損そこないだの苦くるしんで成じよう仏ぶつしろだの。少しでも申し訳ないという気持ちがあったら、日ひ頃ごろからの親友に譲ゆずるべきじゃないのか」


　この言葉に、当とう然ぜん反はん発ぱつが起こる。


「親しん友ゆうってのは仲丸のことか!?」


「あなたいつも、式森君を墓はか石いしの下に埋うめろって言ってるじゃない！」


　彼はこんな罵ば声せいをものともしない。いかにも好こう青せい年ねん風の笑えみを浮かべ、和樹に言った。


「式森、俺たちは友達だよな？」


「……なに？」


　つい和樹は聞き返した。


「俺はお前のことを、ただの一度も忘わすれたことがない。二人で夜よ通どおし語かたりあったり、遠くまで遊びに行って友情を深ふかめあった仲なかじゃないか」


「……そうだっけ？」


　こめかみに指ゆびを当て、頭の中をさぐる。どれもこれも、まったく記き憶おくにない。


「そうとも。俺たちの間には、友情という名の橋はしが架かかっているんだ」


「…………」


　図ずう々ずうしい台詞せりふに、和樹は開いた口が塞ふさがらなくなった。


「見ろ、式森が感かん激げきのあまり口がきけなくなっている」


「馬ば鹿か言ってんじゃないわよ！」


　怒ど鳴なり声がした。和美である。


「またそうやって、既き成せい事じ実じつをでっち上げようとしているのね。どこまで心が病やんでいるの！」


「やかましい。俺たちの友情に、ひびを入れようとするな」


「グランドキャニオンの方が、よっぽど可愛かわいいひび割れをしているわよ。とにかく、式森君や夕菜を、あんたに任まかせておけないわ」


　そうだそうだと外がい野やの声。


「なに言ってやがる。じゃあ誰が一緒の班になるんだ」


「あんたじゃなければ誰でもいい。でも女じよ子しのことは女子で決めるわよ」


「なんだと。つまりお前が主しゆ導どう権けんを握にぎるってことじゃねえか！」


　仲丸が叫さけぶ。


「どこまで腹はら黒ぐろいんだこの女は！」


「あんたに比くらべれば天てん使しみたいなもんよ！」


　二人がまた罵りあいを始める。もはや和樹と夕菜は置おき去ざりにされていた。


「いままで式森と話をした回数の多い順じゆんから、交こう渉しようの権けん利りが生うまれるってのはどうだ!?」


「過か去この実じつ績せきは関かん係けいないわ。むしろ少ない者にチャンスを与あたえる必ひつ要ようがあるわよ！」


「平びよう等どうと公こう平へい！　じゃんけんのリーグ戦にしよう！」


「プレーオフの形けい式しきを決めないと賛さん成せいできない！」


　堂どう々どう巡めぐりである。片方が右と言うと片方は左と主しゆ張ちようするため、まとまる気け配はいがない。しかも周しゆう囲いが話に割り込むので、やかましさに拍はく車しやがかかっていた。


「仲丸と松田に任せられるか！　時間を消しよう費ひしてうやむやにする気だぞ！」


「つまりこの二人は無む視ししたほうが俺たちのためだ！」


「どこかに閉とじこめておきましょう！」


「二人っきりにするとなにを始めるか分からんぞ！」


「薬を打うって眠ねむらせるんだ！」


　クラスメートたちも言ってることは大たい差さなかった。Ｂ組の教きよう義ぎに「声の大きい奴を信しん用ようするな。むしろもっと大きい声を出せ」というのがある。それを彼らは忠ちゆう実じつに実じつ践せんしているのだった。


　暴ぼう動どうを起こしたイングランドフーリガンか、はたまた江え戸ど時じ代だいの打ち壊こわしさながらの喧けん噪そうの中で、和樹と夕菜は身み動うごきがとれなくなっていた。一いち応おう騒さわぎの中心にいるのである。どこにも行けなかった。


　あまりの馬鹿馬鹿しさに呆あきれたか、窓まどの外では太たい陽ようが、やってらんねーよとばかりに傾かたむきを早めていた。このままだとじきに日が暮くれる。


　それでもなおクラスメートたちは論ろん戦せんの矛ほこを収おさめない。だがさすがに疲つかれたか、大半が喉のどを枯からしつつあった。


　ついに肩かたで息いきをしだした仲丸が言う。


「分かった、話をまとめるぞ……。式森と夕菜ちゃんの班を決めるために、討とう議ぎを三回に分わけて開かい催さいするってことで、異い論ろんないな……」


　男子生徒の間から、妥だ当とうな線だと声がする。


「ええ……いいわよ……げほっ」


　返事をする和美も咳せき込こんでいる。


「クラスの生徒全すべてに出しゆつ席せきの権利がある。代だい理り、委い任にんは認みとめない。票ひよう買がいの横おう行こうを防ふせぐ……」


「わたしが委任を放ほう棄きした条じよう件けん、覚おぼえてるでしょうね……」


「ああ……。松田は俺より三十秒長く発言していい」


「それでオーケー……」


　和美は椅子に座り込んだ。他の生徒たちもバタバタと崩くずれ落ちる。


　仲丸だけが、かろうじて机で身体を支ささえていた。


「一回目は十分休きゆう憩けいを挟はさんでからだ……。遅ち刻こく者しやは教きよう室しつに入はいれないからな。忘わすれるなよ」


「あんたもね」


　疲れ切った空気が流ながれる。和樹はようやく口を出せるようになっていた。


「あのー、なんか決まったようだけど、僕ぼくの意い見けんは」


「うるせえ」


　怒ど鳴なり声が返ってきた。


「もはやこの件けんは国際問題となった。お前の手からは離はなれたんだ！」


「そうよ。式森君はわたしたちの決けつ議ぎに従したがえばいいの！」


　仲丸と和美はそう断だん言げんした。


　和樹は泣なきたくなった。やはりこのクラスは、親切からはほど遠いのであった。


　そもそもこの二人のたちが悪い。仲丸はスポーツ万ばん能のうで一いつ見けんするとさわやか好青年なのだが、陰いん謀ぼうと金かねにしか頭を使っていない男である。和樹は彼が、校内の備び品ひんを全ぜん部ぶ売り飛ばしたらいくらになるかと真ま面じ目めに計けい算さんしているのを見たことがあった。一いつ方ぽうの和美は成せい績せき優ゆう秀しゆうで目め元もとの涼すずしげな美少女ではあるが、これまた企たくらみごとにばかり精せい力りよくを注そそいでいた。やっかいなことに、仲丸よりも知ち恵えが回まわる。


「でもあの、僕の都つ合ごうというものも……」


　和樹はなおも主張したが、耳を貸かす者はいない。トイレに行ったり、発はつ言げん文ぶんを紙かみに書いたりと自分たちの世界に入っていた。


　げんなりしていると、夕菜が袖そでを引っ張った。


「和樹さん、話の流れがどうもよく……」


　困こまったような表情をしている。無む理りもない。


「安あん心しんして。僕も分わからないから。一年から、ずっとそうだったけどね」


「そうですか……。でも、決めるのに時間がかかりそう。伊庭先生、早くしなきゃ駄だ目めだって言ってましたよね」


「うん。もう時間がないって」


「職員室に行きません？　私たちだけでも、聞いておいたほうが」


「そうだね。行ってこようか」


　二人は「班分けをするための会議を開くための場所はどこがいいか」で激げき論ろんを交かわすクラスメートたちを置いて、そっと教室を出た。





　　　○





　和樹と夕菜がかおりに指し示じをうかがいに行ったことは、良いこと半分悪いこと半分であった。彼女は二人に、これさいわいと様さま々ざまな役やく職しよくを押おしつけたのである。


　おかげで連れん絡らく係がかりに風ふう紀き係に荷に物もつ当とう番ばんに点てん呼こを取とる役やくと、肩かた書がきばかり重おもくなることになった。本ほん来らいなら学がつ級きゆう委い員いんがやるべき仕し事ごとも、Ｂ組には不ふ在ざいなので、二人が請うけ負おうことになったのである。ちなみに不ふ正せい蓄ちく財ざいが発はつ覚かくして逃とう亡ぼうした前ぜん委員は、Ｂ組暗あん殺さつチームと激はげしい戦せん闘とうを繰くり広ひろげ、今はモンテビデオに潜せん伏ぷくしていることが分かっている。


　権けん力りよく大だい好すきなクラスメートから異い論ろんも出そうであったが、班分けで全ての体力を消しよう耗もうしたのか、抗こう議ぎの声はなかった。


　十とお日か後、東とう京きよう駅えきの新しん幹かん線せんホームから、葵学園二年生ご一いつ行こう様さまは京都へ旅だった。本当にすぐの出発であった。


　行こう楽らく客きやくでごった返すホームを抜ぬけ、修学旅行用の臨りん時じ列れつ車しやは一いち路ろ西へと進んでいく。Ｂ組生徒を乗せた車しや輌りようは最さい後こう尾びであった。


　小田原で一度停てい車しやする。ホームにいた薄い緑色の制服を着た学生たちを乗せていた。


「おらー、聞けー」


　小お田だ原わらを発はつ車しやしてから、かおりが私し語ごに興きようじるクラスに向かって言った。


「もうアンタたちの縄なわ張ばりは離れたぞ。ここから先はしおらしく、普通の高校生みたいな良い子ちゃんでいるように。世せ間けんじゃ葵学園って言ったら、品ひん行こう方ほう正せい成せい績せき優ゆう秀しゆうの学校ってことになっているんだからね。寺てらの柱はしらをのこぎりで切ったり、舞まい妓こさんナンパして訴うつたえられたりするんじゃないよ」


　へーいといい加か減げんな返事だけがした。


「こんなこと言っても、驚おどろくようなくだらないアイディアを秘ひめているんだろうけどな。これ以上『最さい下か層そうクラス』や『葵刑けい務む所しよ特とく別べつ監かん房ぼう』って言われないようにしなさい。もうわたしは学年主任に頭下さげるふりして、階かい段だんで足引ひっ掛かけて転ころばせるのに飽あきたんだから」


　彼女はぎろっと睨にらみつけ、生徒たちを牽けん制せいした。


「それと、前の方に清せい修しゆう学がく園えんの二年生が乗のってたぞ。向こうも修学旅行みたいよ」


　今度は、おおっと期き待たい感かんのようなざわめきがした。


　清修学園というのは、葵学園、設楽したらヶが原はら高校と並ならんで著ちよ名めいな魔ま術じゆつ師し養よう成せい学校である。校こう風ふうは学がく業ぎようとスポーツの両りよう立りつ。そのかいあってか、魔法の分ぶん野やでも他の二校に引けを取っていなかった。


　実はこの学校の知ち名めい度どは、魔法のレベルよりも生徒たちが可愛かわいいことで知られていた。そのためマスコミへの露ろ出しゆつも高い。写しや真しん映うつりのいい制せい服ふくと、学校というより美び術じゆつ館かんのような外がい観かんをした校こう舎しやのおかげで、入にゆう学がく希き望ぼう者しやも多おおかった。


「もう両校の先生方が挨あい拶さつして、交こう流りゆうを深ふかめようと頑がん張ばっているところ。向こうのどこだかと、Ｆ組の生徒たちが会ったりしている。ただし」


　かおりは立ち上がりかけた連中にくぎを刺さした。


「アンタたちはここを動いちゃ駄目」


　途と端たんにあちこちから「なんでですか」「俺たちの方が適てき任にんだ」と抗こう議ぎの声があがる。


　かおりはそれらを受け流した。


「どうせアンタたちのことだ。博ばく打ちに引きずり込んで丸まる裸はだかにしたり、一いち文もんの得とくにもならない森しん林りん売りつけたりするんだろ。どこの世界に原げん野や商しよう法ほうに手を染そめる高校生がいるんだよ。さっき先生たちが、なにかあったら最後尾だけ切り離すって言ってたんだからね。静しず岡おかあたりで立ち往おう生じようしたくなかったら、黙だまって座すわっていること」


　そう告つげると、彼女はさっさと腰こしを下ろして座席を後ろに傾かたむけた。


　Ｂ組生徒たちはなおも文句を言っていたが、やがて興きよう味みもなくなったか、私し語ごに戻もどった。


「清修か……あそこ大学の付ふ属ぞくだろ。修学旅行に海かい外がいくらい行けるんじゃねえのか」


　仲なか丸まるが言う。


「さあ。うちも他ひ人とのこと言えないし」


　和樹は適てき当とうに返事をする。隣の席に座っていた。


「もしかしたら、最近の不ふ景けい気きで寄き付ふ金きんや入学金が集まらないのかもよ」


　いい加か減げんな言葉だったが、仲丸はうなずいた。


「だったらラッキーだ。朝から縁えん起ぎがいいな」


「へ？　仲丸、清修に恨うらみでもあったっけ」


「いいや。人の不幸は聞いてるだけで元気が出るもんだ」


「……そう」


　本当に言葉に張はりが出てきたクラスメートに見えないよう、和樹はため息いきをついた。


　しばらくすると、前の座ざ席せきがごとごと動き出した。三人掛がけが半はん回かい転てんして、和樹たちと向かい合わせになる。


　ちょうど正面に夕菜が座っていた。両りよう隣どなりも女子生徒である。夕菜が言って、座席を回転させたのであった。


　彼女はみんなとの旅行がよっぽど嬉しいらしく、ずっとにこにこしていた。


「楽しそうだね」


　喜んでいる彼女を見て和樹も顔がほころび、つい声をかけた。


「はい。とっても楽しいです。クラスのみんなと遠くに行けるなんて。前に玖く里り子こさんの別べつ荘そうに行ったときは、大たい変へんな目にあいましたから」


　声が弾はずんでいる。座席の上で飛とび跳はねそうだった。


「もう全部新しん鮮せんです」


「そりゃ良かった」


　仲丸も笑いながら言う。


「修学旅行はそうでなきゃな。班分けに苦く労ろうしたかいがあったってもんだ」


「仲丸君が引っかき回したから、いらない苦労までしたんだけどね」


　軽けい蔑べつしたような声がする。夕菜の隣に座っている和美であった。


　さっそく仲丸が反はん撃げきする。


「よく言えるな。お前が拒きよ否ひ権けんを五回も行こう使しするから、まとまるものもまとまらなかったんじゃねえか」


「あんたが無む茶ちやな提てい案あんするからよ。なによ態たい度どのでかさで決めようってのは」


「お前の生せい理りの来る順ってのも相そう当とう変だったぞ」


「おかげで他ほかのやる気が失うせて、かなり自由に決められたけどね」


「ああ。根こん気きのない連中だよ」


「まったくね」


　二人は乾かわいた笑い声をあげた。


　結局、この二人と同じ班になったのである。和樹は頭が痛いたくなった。


　班分けは激げき論ろんの末すえ、仲丸と和美が手を組むことによって恣し意い的に決定された。和樹と夕菜以外の班は、はっきり言って適当である。ここでもひと騒そう動どうあったが、時間のなさが全すべてを決した。


　この班の班長は和樹である。仲丸曰いわく「俺たちに従したがってくれたご褒ほう美び」だが、別に欲ほしくはなかった。


　仲丸と和美は、それぞれ三人掛けの席の通路側に座り、ちくちくと皮ひ肉にくの応おう酬しゆうを繰くり返かえしていた。いつものことではあるが、旅たび先さきにまで持ち込むとは、ある意味大したものだ。


　和樹は真ん中の席だった。正しよう面めんの夕菜は、旅行のしおりを広げて熱ねつ心しんに読んでいた。膝ひざの上には観かん光こうガイドまで乗せている。


　彼女はずっと京都の説明を読んでいたが、ふと顔を上げた。窓側の女子生徒に声をかける。


「杜もり崎さきさん、退たい屈くつですか？」


　隣の席の女子は窓の外を見ながら、「別に」とつぶやいた。長い黒くろ髪かみが肩から腰近くまで流れていて、切れ長の目め元もとと共に、物もの憂う気げな雰囲気を醸かもし出している。


　彼女は同じ班の杜崎沙さ弓ゆみである。女子なのに百八十センチもあり、中学生のころは、都内のバレーボール部やバスケットボール部を擁ようする高校から誘さそいが絶たえなかったという。歩く姿も颯さつ爽そうとしているので、ひそかなファンも多い。


　口から先に生まれてきたようなＢ組生徒の中では、あまり喋しやべらない部ぶ類るいに属ぞくする。もっとも性せい格かくはそうでもなく、「他人を見み下くだせるから、背は高いほうがいい」と高身長の女子が持つコンプレックスはかけらもなかった。だが今は、心ここにあらずといった感じだ。


「沙弓、お腹なか空すいてるんじゃない」


　和美が仲丸に悪口を浴あびせるのを一時中ちゆう断だんした。立ち上がって、網あみ棚だなから旅行用バッグを下ろす。薄うすいピンクのナイロン製せいだが、何な故ぜか中央に目玉のついたピラミッドのマークが描かいてあった。


「これ、作ってきたんだけど、食べる？」


　紙かみ袋ぶくろから出てきたのは、ラップに包つつまれた太ふと巻まきであった。綺き麗れいに巻かれたのりとシャリの内側に、キュウリ、かんぴょう等が色いろ鮮あざやかに挟はさまれている。


　弁べん当とうと違ちがってのり巻きならば、残してもあとで食べられるし、包みは捨すてられる。見かけによらない和美の心こころ配くばりであった。


　沙弓は軽く首を振った。


「いい」


「あら、いいの」


「お腹空いてるわけじゃないから」


　そう言って彼女は、また外を向いた。


　和美は深く追つい及きゆうせず、沙弓の向かいに座っている男子生徒に勧すすめた。


「御厨みくりや君はどう？」


「僕もいらない」


　御厨真しん吾ごは青白い顔を横に振ふる。この生徒も同じ班である。


　すっと通った鼻び梁りようで二ふた重え瞼まぶたなのに、前まえ田だ吟ぎんみたいな四角い造つくりという、アンバランスな顔立ちをしている男である。親が製せい薬やく会がい社しやに勤つとめていることもあってか重じゆう度どの化か学がくマニアで、寮りように帰ると夜な夜ないかがわしい薬やく品ひんを調ちよう合ごうしては悦えつに入いっていた。養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきを崇すう拝はいしていて、保ほ健けん室しつを訪おとずれることもしばしばある。


　もっとも紅尉の方は御厨を実じつ験たい体けんの一つとしてしか見ていないらしく、電気ショックや非ひ合ごう法ほうドラッグの投とう与よばかりしている。彼はそれでもいいらしく、恍こう惚こつの表情で全身を紫むらさき色いろにしながら保健室から帰ってきたときは、さすがのＢ組生徒も目を合わせなかった。


「なんで誰も食べてくれないの」


　さすがに和美が、不ふ満まんげに口を尖とがらせた。


　和樹が、じゃあ僕がと言おうとしたら、御厨が先に口を出した。


「松田さん、なんか混ぜてるでしょう」


「なにが」


「だってキュウリの切り口がわずかに変色してるんだよね。それにご飯はんの艶つやが、不自然なくらいいいし。これ、なんかの薬品が染しみ込ませてあるんじゃないかと──」


　自らの分ぶん析せきを語かたりだす御厨。和美は余よ計けいなこと喋るんじゃないわよと言いたげに睨にらみつけると、通路側の席に差し出した。


「じゃあ仲丸君食べて」


「馬ば鹿か、食えるか」


「どうしてよ。もったいないじゃない」


「御厨の話を聞いてて食べる奴は自じ殺さつ志し願がん者しやだ。どうせ筋きん弛し緩かん剤ざいか催さい眠みん誘ゆう導どう剤ざいでも仕し込こんであるんだろ。自分で食え」


「なんでこんな危あぶない物食べなきゃならないのよ」


「だから人に食わすな！」
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　また揉もめる二人。どうも和美は太巻きに薬品を混ぜて、誰でもいいから食べさせようと思ったらしい。行動不ふ能のうにさせて財さい布ふでも取り上げるつもりだったのだろう。


　相変わらず突とつ拍ぴよう子しもないクラスメートの行動である。和樹はまだ慣れることができなかった。夕菜といえばどんなことでも楽しいのか、しきりに笑っている。


「しょうがないわね。清修の生徒にでも食べさせようかしら」


　ぶつぶつ言いながら、和美はバッグに紙袋をしまった。仲丸もほっとした様よう子すで言う。


「そうしとけ。そうすりゃ文もん句くも出ない」


　いや出るだろう、と和樹は心の中で思う。


「でも清修の制せい服ふくって可愛いですよ」


　夕菜が言った。


「うちのも可愛いですけど……ああいうのにも憧あこがれます」


　清修学園の制服は、著ちよ名めいなデザイナーに注ちゆう文もんした特とく注ちゆう品ひんである。神か奈な川がわ県けんの西部に位置する学校なので、なにか特とく色しよくを出そうとして考えた結けつ果からしい。実じつ際さい、制服が発表された直後には倍ばい率りつが二倍近く跳はね上がったという。


「それは危き険けんだ。服がいいのに限かぎって、人間性が低ひくいんだ」


　自分のことを棚の最さい上じよう段だんに上げて仲丸が言う。


「なにを考えているか分からない。油ゆ断だん大たい敵てきだ」


「そうですか？　ホームで見たら、優やさしそうな人たちでしたけど」


「顔は仏ブツ陀ダでも心はマキャベリだ」


　ああいうのが一番信しん用ようできんという風に、彼は腕うで組ぐみをする。


　和美が口を挟はさんだ。


「仲丸君は清修がお気に召めさないようね」


「お前はお気に召したのかよ」


「召すわけないでしょ。なんで知りもしない学校を好きになんなきゃならないのよ」


「俺と同じじゃねえか。いっそこっちから仕し掛かけるか。予よ防ぼう戦せん争そうだ。あくまで防ぼう衛えいのための戦い」


「伊庭先生に怒おこられるよ……」


　うんざりと和樹は言った。


「知ったことか。大だい覚かく寺じの境けい内だいに、清修学園参さん上じようって落らく書がきしてやる。当分京都市内に足を踏ふみ入れられなくなるぞ」


「ドライバーを使うといいわよ。消せないから」


　和美が余よ計けいな入れ知ぢ恵えをする。


「本当にしないでね……」


　和樹が怖こわ々ごわ言うが、二人ともふっふと笑うだけで返へん事じをしなかった。


　泣きたくなったが車内で涙なみだを流すのもみっともないので、心で号ごう泣きゆうすることにした。こんな連中ばかりで、はたして無事に修学旅行が終わるのだろうか。


　新幹線は和樹の疑問を無む視しするかのように、西へひた走っていった。





　　　○





　東京駅を出発して三時間弱じやく。新幹線は京都に着ついた。


　関かん西さい圏けんであり盆ぼん地ちでもあるので、京都の気き温おんは高い。肌はだ寒ざむさすら感じる関東の気き候こうに慣れきった生徒の中には、汗あせをかいている者もいた。


　一行は、新しん築ちくされてからそれほど間がない駅ビルに、ほうとかああとか言いながら、学校差さし回まわしの観かん光こうバスに乗った。宿やどには寄よらず、ここから初日の観光となる。


　バスはトイレつきの立りつ派ぱなもので、座ざ席せきも大きくゆったりしていた。一クラスが全員座れ、補ほ助じよ席せきを使う必ひつ要ようもない。ただしＢ組だけは別であり、一番古ふるぼけた車輌が割わり当てられた。トイレどころかクーラーも故こ障しようしている。おかげで乗り込むなり全ぜん員いん窓を全ぜん開かいにした。


　もちろんこれは、ろくでもないことを考えるＢ組への対たい策さくであり、万まんが一いちなにかあったとしても被ひ害がい額がくを最さい小しよう限げんに押さえるためであった。


　この懸け念ねんはそれほど的まと外はずれではない。動き出すなり「京都はもういい。バスを乗っ取って沖おき縄なわまで行こう」と主張する奴が現れたのである。馬ば鹿かにされるどころか一いつ定ていの支し持じを受け、「どうせなら韓かん国こくに」「ハバロフスクがいい。ロシアの国こつ境きよう警けい備び隊たいはスリルあるぜ」と道どう中ちゆう大いに盛もり上がり、「バスじゃ海は越こえられねえだろ」との意い見けんが出るまで続いたのであった。


　観光バスは渋じゆう滞たいに悩なやまされることはなかったが、馬鹿な学生には頭を痛めながら、粛しゆく々しゆくと進んでいった。


「これから清きよ水みず寺でらに行くんですよね。どこにあるんですか」


　バスの中で、夕菜が訊きいた。


「えーと、ここ」


　観光用の地図を取りだし、寺のイラストを指さした。清水寺は東ひがし山やま区く、国道一号線からやや離れた場所にある。


「かなり有名だけど、行ったことないの？」


「わたし、どこに住んでも、慣れるより前に引っ越しちゃいましたから」


　ちょっと残ざん念ねんそうに、彼女は言った。


　やがて清水寺の近くに着く。二に年ねん坂ざか側そばの駐ちゆう車しや場じように止まった。有名な観光地なので、何台もバスが駐車している。


「あ、清修学園のバスもいますね」


　真っ先に降おりた夕菜が駐車場の奥を指さす。同じ色に塗ぬられた大型バスが、何台か止まっていた。


「ここは定てい番ばんだからね」


　和樹は答えて、仲丸たち班員がいるかどうか確認した。気き分ぶんを悪わるくして倒れていたりはしないだろうが、儲もうけ話を思いついて独どく自じ行こう動どうを起こす可能性があった。


　とりあえず全員揃そろっていた。クラスごとにまとまり、石いし畳だたみの道を登のぼる。


　結けつ構こうな距きよ離りがある。こういうときは日ひ頃ごろの体力がものをいうのだが、運うん動どう不ぶ足そくの和樹はこれだけで顎あごが上がった。夕菜は平へい然ぜんとしている。


　歩くことしばし。三年坂、清水坂と過ぎ、本ほん堂どうの姿が見えた。


　檜ひ皮わだ葺ぶきの屋根に寄よせ棟むね造づくりの構こう造ぞう。大きく張り出した舞ぶ台たいが、音おと羽わ山やまを背に浮うかんでいる。周囲の緑みどりと見事に調ちよう和わしていた。


　初めて見る国こく宝ほう級きゆうの建けん築ちく物ぶつに、夕菜は歓かん声せいを上げた。


　生徒の中には「こんなとこ何度も来たぞ」という顔をしている者が多いが、夕菜は珍めずらしそうにきょろきょろしている。なにもかも新しん鮮せんなのだ。


　かおりが一度全員を集め、集合場所と時間を指し示じし、あとは勝かつ手てに観みろと告つげた。生徒たちは、バラバラになって歩き出す。


「早く行きましょう、早く」


　夕菜は班の先頭に立った。


　案あん内ない図ずを頼たよりに、敷しき地ち内ないを見学する。中はかなり広い。旅行シーズンなので、全国各地から家族連れやツアー客が集まっていた。


　修学旅行生も多い。ざっと見ただけでも、四校はいる。それらは葵学園生にも新鮮に映うつり、「あの高校の制服が可愛い」だの「あそこの男子が格かつ好こ良よかった」だの話題になっていた。Ｂ組だけは別で「お人ひと好よしの集団だな。トウモロコシ相そう場ばでも持ちかけるか」「英えい会かい話わの教きよう材ざいがいけそうだ」と金の話に余よ念ねんがない。


「和樹さん。あっちです」


　唯ゆい一いつ商しよう売ばいっ気けのない少女が、裏うら手ての神じん社じやに和樹を引っ張ぱる。


「本堂じゃないの？」


「縁えん結むすびの神様がいるんです」


　半なかば強ごう引いんに連れていかれる。良りよう縁えん祈き願がんと書かれた石段を登った。


　境けい内だいに、ひざほどの高さの石が置いてあった。「恋こい占うらないの石」と看かん板ばんがしてあり、注し連め縄なわも巻かれている。同じ石が、少し離れた場所にもあった。


　夕菜がその石のすぐ横に立った。


「ここから、目を閉とじて歩いてあっちの石にたどり着けば、恋の願いがかなうんですって」


「へーえ」


　熱ねつ心しんに観光ガイドを読んでいたと思ったら、ここを狙ねらっていたのである。


「やってみますね」


　彼女は目をつぶっって、足を踏み出した。


　一歩ずつ、規き則そく正しい歩ほ調ちようで歩く。遅おそかったり、ふらついたりはしていない。


　何事もなく、向こう側についた。


「どうですか？」


　夕菜はちょっと自じ慢まんげに、腰に手を当てた。


「わたしはもう願いはかなってますから、こういうのは余よ裕ゆうです」


　そんなもんか、と思った。


「和樹さんもやってみてください」


「え、いいよ」


「駄だ目めです。やってください」


　腕を摑まれて、石の側そばに立たせられる。


「真まっ直すぐ歩いてくださいね」


　仕方がないので目をつぶる。それだけでくらっとした。あまり平へい衡こう感かん覚かくは良い方ではない。


　恐おそる恐る歩き出す。石の粒つぶを踏ふみしめる感覚が靴くつを通して伝つたわった。と──


「危あぶねえ！」


　突とつ然ぜん足あし払ばらいをかけられ、和樹は転てん倒とうした。おまけに踏みつけられる。


「大丈夫か式森！　目に見えないサソリがお前を刺さそうとしていたぞ！　危き機き一いつ髪ぱつだったな！」


　仲丸が助け起こすふりをして首を捻ねじろうとした。急いで振ふり払はらう。


「なにをするんだ！」


「これ以上おいしい目を見させてたまるか。お前に結むすばれる縁えんなんかねえ！」


　きっぱりと言い切られる。和美たちも石を蹴け飛とばしながら、「爆ばく破はしたほうがいいかしら」と罰ばち当あたたりなことを言っていた。


「なんでそう妬ねたむんだよ」


「妬んでねえ。正せい義ぎの鉄てつ槌ついだ」


「仲丸さん、なんてことをするんです！」


　驚いて夕菜が言った。


「夕菜ちゃん、式森に惑まどわされるな。こいつは俺たち……いや、人じん類るいの敵てきだ。こいつからあらゆる幸こう福ふくを取り上げないと、世界に未み来らいはない」


「なんですかそれは！」


　仲丸だけではなく、和美たちも加わって説せつ得とくを始めた。口々に「式森を火あぶりにするけど、夕菜ちゃんは見なかったことにしていいから。警けい察さつにも君のことは言わない」「いっそ仲間に加わって」と勝かつ手てなことを言っている。


　その隙すきをぬい、和樹は四つん這ばいになって進んで、反対側の石にタッチをした。


　ごろんと仰あお向むけになる。舌した打うちと、「抜ぬけ目めのない奴だ」との声がした。


「大丈夫ですか？」


　夕菜がのぞき込む。


「うん……。だけどなんで初日からこんな目に」


　文句を言いながら立ち上がる。服についた砂すなを払はらった。


「でも、おまじない、成せい功こうしましたよ」


「目を開けてたからなあ。望のぞんでもない縁があったりして」


「……なんですそれ」


「突とつ然ぜん、どこかの女の子と知り合うとかさ」


　冗じよう談だんのつもりで笑いながら言ったが、夕菜はそうはとらなかったようで、


「不ふ吉きつなこと言わないでください」


　少し怒ったように、彼女は答えた。





　和樹たちは、清水寺の本堂に向かった。


　周囲にはやはりツアー客や修学旅行生が溜たまっていた。ときおりガマの油あぶら売うりみたいな口こう上じようが聞こえるが、これはＢ組生徒が手て製せいのネックレスを「平へい安あん時じ代だいから伝わる秘ひ石せきを使った逸いつ品ぴん」として売りさばいているのだ。


「見み事ごとですよね」


　本堂を見上げながら、夕菜が感かん嘆たんする。修学旅行の楽しさが彼女を上じよう機き嫌げんにしていた。


「どなたが建こん立りゆうしたんでしょう」


「一度焼しよう失しつしたから、これは徳とく川がわ家いえ光みつが寄き進しんしたと思ったけど、元は坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろじゃなかったかしら。平安時代ね」


　夕菜の後ろで和美が言う。


「確か鹿しか狩がりかなんかしてたら、滝たきで修行する延えん……延……エンジンに出会ったとか」


「エンジン……外国の方ですか？」


「エンジンって言うくらいだから、内ない燃ねん機き関かんよ。とにかく、殺せつ生しようを止やめてエンジンを量りよう産さんして輸ゆ出しゆつに精せいを出しなさいって告つげたんだって。田村麻呂は感かん銘めいを受けて寺を造つくったのよ。それが自じ動どう車しや天国ニッポンの基き礎そになった訳ね」


　夕菜は和美の説明を、不思議そうな顔で聞いていた。


「なんだか、お金かね儲もうけのために建たてたみたいですね」


「そうよ。でなきゃわたしたちだって来ないわよ」


　和美は、延えん鎮ちんが耳にしたら墓はかから飛び出して殴なぐりかかってきそうなことを言い切った。


　内部は混こん雑ざつしていた。やはり別の修学旅行生が見学をしている。仲丸たちはさっさと先に進んだが、和樹と夕菜は邪じや魔まにならないよう、少し待った。


　前を歩いているのは、薄うす緑みどりの制服を着た女子学生たちだった。会話からして、清修学園のようだ。


　中の一人が、なんとなくといった感じで振り向いた。


　彼女の視し線せんが動き、和樹のところで止まる。なにに気づいたのか、そのまま停てい止しした。


　和樹もぼんやりと見返す。快かい活かつそうなショートカットの女の子。眼めはぱっちりしていて、笑え顔がおが可愛かわいらしい。


　やがて彼女の口が、大きく開かれた。


「やだ……もしかして、式森君!?」


　彼女は同どう級きゆう生せいをかき分け、走り寄ってくる。和樹は少し戸と惑まどった。


「そ、そうだけど」


「うそー。こんなところで会えるなんて思わなかった！」


　心しん底そこ驚いた顔をしていた。なつかしいのか、じっと和樹を見つめていた。


　その眼まな差ざしに、見覚えがあった。


「え……もしかして、山やま瀬せさん!?」


「そう！　嬉しい、覚えていてくれたんだ」


　山瀬千ち早はやは、飛び上がらんばかりに喜よろこんでいた。


　彼女は元葵学園の生徒である。別のクラスにいたのだが、一年生の時にＢ組と合ごう同どうで、文化祭の企画をやった。実じつ行こう委い員いんだった和樹と、その時に知り合ったのである。


　文化祭終了後に彼女は転てん校こうし、正しよう月がつに年ねん賀が状じようが来たものの、連れん絡らくを取ったことはなかった。


「びっくりした。葵学園も来てるって知ってたけど、まさか会えるなんて」


「僕も驚いたよ。山瀬さん、清修に転校してたんだ」


「うん。両りよう親しんの都つ合ごうでね。葵学園の寮に残のこっても良かったんだけど、いっそ移っちゃおうかって」


「そうなんだ。でも、京都で遭そう遇ぐうなんて思わないよ」


「本当、不思議よね」


　千早は笑った。和樹もつられて笑う。


　懐なつかしかった。千早が転校してからずいぶんたつが、喋しやべり方も、明るい笑顔も変わっていない。仕し草ぐさも一緒だ。彼女と親したしくしていたのは半はん月つき足たらずであったが、忘れられない思い出として、しっかりと心に残っていたのだった。


「そうだ。式森君、一緒に回らない。葵学園も清水寺の見学でしょ」


「いいけど……あっ」


　和樹はようやく気がついた。


　自分の隣にいる少女が、何度も咳せき払ばらいをしていたのであった。


「あの、すみません」


　夕菜は語ご尾びを微び妙みように震ふるわせながら、千早に言った。


「和樹さんになにかご用でしょうか」


「和樹さん……？」


　千早はきょとんとしている。


「あー、ごめん。彼女はクラスメートの宮間夕菜さん。夕菜、こちらは山瀬千早さん」


　和樹はそれぞれに互たがいのことを説明した。


　千早はすぐに納なつ得とくしたようで、夕菜に話しかけた。


「へー、同じクラスなんだ。でも一年生の時はＢにいなかったよね」


「ええ、まあ。二年生の時に転校してきましたから」


「もう慣なれた？」


「はい。Ｂ組では引っ越していった人に、いきなり話しかけられることもありませんし」


　話をする夕菜の顔が、心なしか引きつっていた。声せい質しつも友ゆう好こう的てきとは言えない。


　千早は分かっているのかいないのか、気にした様子はなかった。


「可愛い娘こじゃない。やったね、式森君」


「やったって……え？」


「またまた、とぼけちゃって」


　ぽんと軽く、和樹の肩かたを叩たたいた。


「あたしは先に行くね。一緒にいちゃまずいでしょ」


「いや別に……」


「じゃあ、また」


　千早は自分のクラスを追って、走っていった。


　あとには、千早の心変わりにぽかんとしている和樹と、むすっとした夕菜が残された。


　和樹はぼんやりと、見学を続ける清修学園の一団を眺ながめていた。千早の姿は、同じ制服に埋まい没ぼつして分からなかった。


　夕菜がそんな和樹の横顔を睨にらみつける。やがてそっぽを向くと、見けん学がく路ろを小走りに進んでいった。


　和樹は急いで後を追おった。


「ま、待ってよ、夕菜」


　彼女は足を止めない。せっかくの寺の内部もろくに見学もせず、ただ歩き続けていた。


「あのー、夕菜、なにか気に障さわることでも」


「…………」


　無む言ごんである。ただ、百ひやく万まん語ごくらい叩たたきつけられたような感じもする。


「夕菜ってば。なにを怒っているんだよ」


「……別に、怒っていません」


　前を向いたままそう言う。声のトーンが低い。


「ただ、仲が良よさそうだなあって、思っただけです」


「仲が良いって……。そうかもしれないけど、僕と山瀬さんはなんでもないよ。説明しただろ、文化祭でたまたま一緒に仕事をしただけなんだから」


「そうですか」


「そう。あのときだけなんだよ、一緒だったのは」


　突とつ然ぜん、夕菜がくるっとこっちを向いた。おだやかな表情ではない。口元が引き締まり、目め尻じりが吊つり上がっていた。


「それにしては、とっても親したしそうでした」


「そりゃ親しいかも……。久しぶりに会ったんだから」


「やっぱり。ただならぬ関係ってやつですね」


　思った通りでした、と言いたげな口調である。和樹は驚きよう愕がくし、


「なに言ってんだ。誤ご解かいだよ」


「和樹さんは誤解でも、山瀬さんはそう思ってません」


「そんなことないって。彼女もただ懐かしいだけなんだよ。葵学園の生徒だったからさ。きっともう、僕のことなんかもう忘わすれてるって」


「……和樹さん、あのですね」


　夕菜が言葉を区く切ぎった。


「今自分がどういう状じよう態たいなのか、覚えてます？」


「どういうって……幽ゆう霊れいだろ」


「そうです。人間じゃないんですよ。戻もどりきってないんです。わたしたちは分かりますけど、普通の人には和樹さんの姿が見えないんです」


　確かにそうだった。さっきから二人の横を観光客が通り過ぎていくが、怪け訝げんな顔をする者がいる。夕菜が一人で喋しやべっているように見えるのだ。


「和樹さんと親したしいとか、すごく考えている人には見えるんです。山瀬さん、遠とおくから和樹さんに声をかけました。はっきり見えてたんです！」


　和樹は口を半開きにした。言われてみれば──


「きっと忘れられないんです。女の子と縁が出来て、結構ですね」


「いや、でも、そんな──」


　和樹の声は夕菜に届とどかなかった。


　彼女はさっさと先へ行ってしまい、和樹はとうとう一人きりとなって、その場に残のこされた。





　　　○





　見学も終わり、生徒たちはバスに戻もどった。初日の観光は終わり、宿へ向かうのである。まだまだ元気の余あまっているクラスメートたちは雑ざつ談だんばかりしていたが、夕菜はそっぽを向いていた。


　帰宅のための渋じゆう滞たいに巻き込まれつつ到とう着ちやくしたのは、宮みやノの森もりホテルというところだった。市し街がいからは離れていて、それほど騒さわがしくない場所にある。


　生徒たちが中に入ると、マネージャーと従じゆう業ぎよう員いんが出で迎むかえてくれた。部屋の鍵かぎを教きよう師しに渡わたし、内部のことをざっと説明している。葵学園はしばしばここを利用しているので、手て慣なれたものであった。


　かおりはＢ組の班長を呼び集めると、「物を盗ぬすむな。火をつけるな。廊ろう下かに罠わなを仕し掛かけて従業員をびびらすな」と注意して、鍵を渡した。


「……ん？」


　鍵を受け取ろうとした和樹は、ふとかおりに聞いた。


「先生、清修の人たちも一緒なんですか？」


　フロントの横を指さす。本日ご到着のご一行様と書かれたボードがあり、葵学園の名が縦たて書がきされている。その隣に清修学園があった。


「ん？　ああ、そうみたいだな」


「普通、他の学校とは一緒にしないようにするものだと思うんですけど」


　大たい半はんの宿は、修学旅行生同士がかち合わないよう配はい慮りよする。無む用ようなトラブルを避さけるためである。


「どっちの学校も、お坊ぼつちゃんお嬢じようちゃんの集まりだから、いざこざは起こらないと思ってるんだよ」


「でも……」


「なんだ。わたしもＢ組だけは心配だけどな。Ｃ組の先生が、さっき藪やぶ田たが清修の生徒にダイヤモンドのパンフレットを見せていたと言っていた。アイツ、今度プレステでぶん殴なぐってやる」


　藪田というのは葵学園の相そう場ば師しを自じ認にんする男で、世界各国の株かぶ価かや先さき物もの相場の動どう向こうに、異い様ような詳くわしさをみせるクラスメートである。未み成せい年ねんにもかかわらず代だい理り人にんを立てて取引をおこなっているが、肝かん心じんなところで詰つめが甘あまく、利り益えきを上げたという話は聞いたことがない。最近は南アフリカのダイヤモンド鉱こう山ざんへの投とう資しを同級生に勧すすめているが、これは株かぶで大おお損ぞんした分を取り戻すためであるとの観かん測そくがもっぱらだ。


「キミもＭ資金の話を持ちかけたり、携けい帯たいワン切りで金かね儲もうけを始めたりしないように」


「そうじゃなくてですね」


「なんだ」


「いやその……なんでもないです」


「ふーん」


　かおりは胡う散さん臭くさそうな顔をした。


「キミはあり得えないと思うけど……清修には綺き麗れいな娘むすめが多いからって、手は出すなよ。わたしじゃなくて、宮間がただじゃおかんぞ」


「……はい。それはもう」


　良く分かってますと和樹はつぶやき、班員の下に戻った。





　割り当てられた部屋は、六人で一つであった。当とう然ぜん男女は別。


　狭せまい廊下を抜ぬけてたどり着く。和わ室しつだった。


　部屋に入るなり、全ぜん員いん荷に物もつを投げ出して座すわったり寝ねっ転ころがったりする。お茶を入れるのはお約やく束そくだが、短たん波ぱラジオを取りだして先物相場に耳を澄すますあたりがＢ組であった。


　和樹は相場動どう向こうは聞かないことにして、窓まど際ぎわに置いてある籐とう製せいの椅い子すに座った。部屋の窓を開ける。


　窓は大きく取ってあって、なかなか景け色しきがいい。森しん林りんの香かおりが入ってくるようだった。はす向かいには、ホテルの別べつ棟むねも見える。


「あそこ、清修の連れん中ちゆうが泊とまっているんだろ」


　湯ゆ飲のみを持ったまま仲丸が言った。


「うん。そうみたい」


「俺たちと同じホテルってのが怪あやしいよな。なにか企たくらんでいるのかもしれん」


「……偶ぐう然ぜんだと思うよ」


「偶然を装よそおっているんだな。よくある話だ」


　一人納なつ得とくする仲丸を無む視しして、和樹は窓を閉めた。


「式森は、お茶飲まないの」


　急きゆう須すを手にした御厨が訊いてきた。


「もらう」


　御厨がさっと注そそいだ。彼は見かけに相そう違いして、茶さ道どうの心得がある。そのためお茶にはうるさい。抹まつ茶ちやだけではなく、スーパーで売ってるパックにも一いつ家か言ごんあった。


「いれたよ」


「ありがとう。……けど、変なの入ってないよね」


　彼の手元には、得え体たいの知れない薬くすり瓶びんがずらりと並んでいた。ラベルのない物が多く、貼はられていてもキリル文も字じで書かれていた。


「入れてないよ。まだ」


「まだ!?」


「ああごめん。普通に飲めるよ」


　和樹は受け取った湯飲みを眺ながめた。確かに色は普通だし、妙みような臭においもしない。


　あえて飲まず、持ったままにした。幽霊とはいえ身体からだには気を使わなければならない。


　御厨はなにも言わず、薄うすく笑わらっていた。


　他た愛あいのないやりとりで、時間は勝かつ手てに流れていった。外が徐じよ々じよに暗くなる。


「向こう、女子が多いよな」


　まだ窓の外を見たままの仲丸がひとりごちる。向こうとは清修学園のことだ。


「声かけるか」


「ナンパすんのか」


　藪田が聞き返す。この男も同じ部屋だった。やけに皺しわがあって老ふけ顔だが、まだ十六である。


「ナンパじゃねえ。住所と電話番号を聞きだして名めい簿ぼ屋やに売る。清修なら高いぜ」


　良りよう家けの子し弟てい子し女じよが多いということで、清修学園の知名度は高い。マスコミへの露ろ出しゆつもかなりあった。ちなみにエリート校である葵学園の住じゆう所しよ録ろくも高かったのだが、Ｂ組生徒が転てん売ばいに転売を重かさね、おまけに住所を偽ぎ造ぞうして売りまくったので、今では暴ぼう落らくしている。


「また……。伊い庭ば先生に目をつけられてるんだからさ」


　和樹が口を挟はさむ。


「修学旅行中くらい、金儲けは自じ粛しゆくしようよ」


「そんなんじゃいつまでたっても勝ち組にはなれないぜ、式森」


　仲丸が反はん論ろんした。


「こういうときがチャンスなんだよ。関西で仕事をすれば足もつきにくい。それに清修なら罪ざい悪あく感かんもないだろ」


　和樹は小さい声で、相手がどこでも罪悪感なんか感じないくせに、と言った。


「でも清修は可愛い娘こが多いよね」


　薬品を調ちよう合ごうしながら御厨が言った。仲丸もうなずく。


「そうだな、それはあっちの勝ちだ」


「うちとは食べてる物が違うんじゃねえのか。案あん外がい整せい形けいかも」


　藪田がとんでもない発言をする。


「そうかもしれんが、整形は金がかかるし、決けつ断だん力りよくも必ひつ要ようだ。やはりうちの女子よりも、清修のが優すぐれている点が多い」


「そうか。大したもんだな」


　全員そんな意見に納得していた。和樹は、どうしてこの男たちは勝ち負けばかりで判はん断だんするんだと思いつつ、


「でも、ウチのクラスも可愛い娘、多いと思うけどなあ……」


「そうか？」


　仲丸が腕を組んだ。本気で疑ぎ問もんに思っているらしい。


「夕……宮間さんとかさ……。福ふく西にしさんや中なか田たさんは人気あるし、杜もり崎さきさんとか松まつ田ださんだって綺き麗れいだよ」


　これは本当である。どの生徒も目め鼻はな立ちが整ととのっており、美び形けいの部ぶ類るいに入っていた。


　その意見を仲丸が否ひ定ていした。


「式森、女は顔じゃねえぞ」


「まあ……正せい論ろんだけど」


「夕菜ちゃんは確かに可愛いし性格もいいが、他は最さい悪あくだ。松田なんか最さいたるもんだぞ」


　皆、その言葉にうなずく。


「性しよう根ねがとにかく悪い。腹の黒さが透すけて見えるのはどういうわけだ。悪あく魔まが揃そろってるのかこのクラスは」


「女子も男子に同じこと言うと思う……」


「どいつもこいつも考えてるのは金か、金か、金のことだ。金勘かん定じようの合あい間まに勉強しているとしか思えん。将しよう来らい、サラ金を始めそうだ」


「……男子だってそうじゃないか」


　もちろんそんな言葉には耳を貸そうとしなかった。似にたもの同どう士し、憎にくみあっているのである。


　ただ彼らの言うことも一いち理りあって、Ｂ組の女子生徒は男子と同じくらい悪あく名みようが高い。他者を憎み、金きん銭せんにこだわる姿は男子となんら変わるところはなかった。一見「黙っていれば可愛い」タイプが揃そろっているが、実じつ際さいには「可愛かろうが可愛くなかろうが喋り続ける」のである。だから夕菜がもてはやされたのであった。


　彼らはなおも女子の性せい格かく分ぶん析せきをしていたが、不ふ意いに御厨が言った。


「そう言えば式森さ、清修の女子と話をしてなかった？」


「……えっ？」


「遠くで良く分からなかったけど、清水の本堂で、話してたよね」


　和樹は顔が引きつる。他の男子の目つきが悪くなった。


「きっ、気のせいだよ」


「そう？　ちらっとしか見なかったけど、夕菜ちゃんもいたような」


　御厨が疑問を口にする。ミリグラム単位で薬品を扱あつかうだけあって、細こまかいことに気がつく男である。


　喉のどがごくりと動いた。清修の女子生徒、つまり千早と話していたからといって、なんらやましいところはない。だがここでそんな理り屈くつは通つう用ようしないのである。これ以上仲の良い女の子が増えたら、それだけで重じゆう罪ざい人にんだ。出るくぎは打たれるどころか引っこ抜ぬかれて産さん廃ぱい扱あつかいされるのである。


　会話が途と切ぎれる。室内に不ふ審しんと疑ぎ惑わくが渦うず巻まいた。


「……式森、抜ぬけ駆がけはするなよ」


　ぼそりと仲丸が言う。


「ぬ、抜け駆け？」


「ああ。どうも最近のお前は女に縁がある。キャラにあってない。成せい績せきは悪く女子には人気がないが、なんとなくいい奴というのがクラスでの本ほん来らいのポジションだ」


「初めて聞いた……」


「キャラに似に合あわない行動をされると俺たちが困こまる。そもそも女にもてるだけでも万ばん死しに値あたいするというのに、幽霊にやられちゃ最悪だ。まさに天てん変ぺん地ち異い。隕いん石せき激げき突とつによる恐きよう竜りゆう絶ぜつ滅めつに匹ひつ敵てきする災さい害がいだ」


「そうなんだ……」


「人にはそれぞれの器うつわってもんがある。それを逸いつ脱だつするようなら……式森、お前はもう友達じゃねえ」


　僕は仲丸と友達だったんだ──和樹はぼんやりと思った。


「まあいいよ。仲丸、それより例の計けい画かくだけど」


　言い出しっぺの御厨が、注意を引き戻もどす。仲丸は「おお、あれか」と言いながら和樹に背を向けた。


　とりあえずほっとしたが、すぐに暗い気分になった。さすがはネガティブクラスの筆ひつ頭とう、級友にもあっさり牙きばを剝むく。他人をひがむ心は三さん国ごく一いちである。


　仲丸だけではなく、クラス全体がそうだからたちが悪い。千早のことがばれたら、なにが起こるか分かったものではない。幽霊だからって容よう赦しやする連中とは思えない。むしろ、死し人にんなら法ほうに触ふれないとか言いながら、スペイン宗しゆう教きよう裁さい判ばんのような拷ごう問もんをおこなうことも考えられた。


　それに夕菜のこともある。やっかいなことに彼女自身も怒おこりまくっていた。ずっとご機き嫌げん斜ななめである。まさに八はつ方ぽう塞ふさがり。西せい独どく国こつ境きようを突とつ破ぱして進しん軍ぐんしたはいいが、フルダ峡きよう谷こくの前ぜん方ぽうに核かく地じ雷らいが埋うめられていることを知ったワルシャワ条じよう約やく機き構こう軍ぐんのごとく、にっちもさっちもいかなくなっていた。


　ホテルの見み取とり図ずを前になにやら密みつ談だんをする二人を眺ながめながら、和樹は頭が芯しんから痛くなるのを押さえきれないのであった。





　　　○





　翌日はクラス単たん位いでの修しゆう学がくである。各クラスごとにバスに乗り、それぞれ移動しては見学をする。


　Ｂ組生徒を乗せた観光バスは宮ノ森ホテルを出ると、名めい神しん高こう速そく道どう路ろの下を抜ぬけ、鴨かも川がわに沿そって走った。龍りゆう谷こく大だいの前を通り過ぎる。


　車内ではいかにもな営えい業ぎよう笑わらいを浮かべたバスガイドが、マイクを手に観光トークを披ひ露ろうしていた。


「葵学園二年Ｂ組の皆みな様、おはようございます。本日は平へい安あん観かん光こうバスをご利用いただき、まことにありがとうございます。皆様が訪れた京きようの都みやこは古くから朝ちよう廷ていの御ご座ざ所しよ、日本政治の中心地として知られており、その地を巡めぐってしばしば戦いがおこなわれておりました。現在は世界有数の木もく造ぞう建けん築ちく物ぶつを抱かかえる古こ都ととしてその名を遠く海かい外がいにまで轟とどろかせており、ユネスコ、世界遺い産さんにも寺じ社しや仏ぶつ閣かくが多た数すう登とう録ろくされ──」


　だがＢ組生徒はバスガイドの単たん調ちようかつ退たい屈くつな口こう上じようなど聞いていない。皆隣となりの席や後ろの席と話をしたりもめていたりしている。それぞれ為かわ替せ市し場じようの動きに神しん経けいをとがらせるか、霊れい感かん商しよう法ほうのパンフレットレイアウトについて議ぎ論ろんを戦わせるか、昨さく晩ばんおこなわれた手て本ほん引びきのイカサマを巡めぐってつかみ合いをしているのであった。


　まるでマカロニウエスタンに出てくる場ば末すえの酒場サルーンだが、ここは観光バスの中である。高校生とは思えない騒そう動どうの内容にバスガイドが途と方ほうに暮くれているのを見て、一番前に座すわっているかおりが、ひったくるようにしてマイクを受け取った。


「こらー、いい加か減げんにしろ。どいつもこいつもろくに寝てもいないくせに、ワンアップキノコ食べたみたいに元気づくんじゃないよ。わたしは夕ゆうべワイルドターキーの十年ものを浴あびるほど飲んだから、頭が痛くてしようがないんだ。宮みや本もと、十ドルチップをしまえ。山やま口ぐち、わら人形造るの止めろ。大おお黒ぐろ、Ｆ組に呪のろいをかけるな。新あら井い場ば、窓から通つう行こう人にんを狙そ撃げきするな！」


　注意された生徒たちは、それぞれポーカーチップ、わら束たば、銀ぎんのゴブレット、ボウガンを鞄かばんにしまい込んだ。内部はようやく静しずかになる。


　かおりはそれを見届けると、続けて言った。


「今日は晴せい明めい神じん社じやと京都御ぎよ苑えん行くからね。曲まがりなりにも魔法学校の生徒なんだから、陰おん陽みよう師じのボスに賽さい銭せんくらいあげなよ。それと今日くらいは無む用ような面めん倒どうは起こさないように。ホテルで見ただろ。どこのクラスもうちから一いつ刻こくも早く離れようとエンジン吹ふかしていった。逃げ足ばかり早いこと早いこと。おまけにどの先生も、嬉うれしそうな顔してわたしにＢ組を任まかせるんだ。Ｄ組の早はや野の先生なんかファミコンの『クルクルランド』で三面もクリアーできないくせに、『まあ伊い庭ば先生、あなたみたいながさつな女ひ性とにはＢ組の地ち底てい人じんどもがお似に合あいですわ』なんて言いやがって。頭に来たから塩えん素そ系けいの洗せん剤ざいに硫りゆう酸さんぶちまけたトイレに閉とじこめたら泣なくわ喚わめくわ死にかけるわ──」


　勢いきおい余あまって勝かつ手てなことを喋りだしたかおりの袖そでを、和美が軽かるく引っ張った。


「先生、外に任にん天てん堂どうの本社が見えますよ」


「なに、本当か!?　拝おがまなければ拝まなければ」


　Ｎｉｎｔｅｎｄｏとロゴの書かれたビルに、かおりは熱ねつ心しんに両手を合わせる。ゲーム好きな彼女にとっては必要な行こう為いらしい。ゲームマニアというより、もはやどこかの教きよう団だんの信しん徒とみたいな姿であった。


　担任教師の注意がそれたので、生徒たちは先ほどの続きを再さい開かいする。さすがに呪のろいや狙そ撃げきはしなかったが、丁ちよう半はん博ばく打ちやバカラが始まっていた。


　和樹はそれらのギャンブルに加くわわらず、ぼんやりと窓の外を眺ながめていた。


　古さと新しさの同居した街まち並なみが、眼がん前ぜんを通り過ぎていく。いくら古都とはいえ、室むろ町まち時代からの家が並んでいるわけではない。コンビニやスーパーだってある。時代の流れにはきちんと順じゆん応のうしていた。そこがまた魅み力りよくの一つでもある。


　外ばかり見るのも飽あきて、ちらりと隣に目をやる。御厨がいびきをかいて寝ねていた。遅おそくまでいかがわしい薬の調ちよう合ごうに精を出していたからだろう。通つう路ろを挟はさんで反対側では、仲丸が電でん卓たくを叩たたいて金の計算をしている。


　夕菜の姿は見えない。遠くの席へ行ってしまったのである。


　今け朝さからずっとそうで、顔を合わせてくれなかった。食事中も、女子か仲丸たちとは話をするが、和樹には口を利きいてくれない。怒りが続いていた。


　大声で罵ののしられないだけ、怒りのゲージは低いと思うが、それでも居い心ごこ地ちは良くない。彼女が腹を立てるのはしばしばあることだが、旅行中ずっとそうだとなると憂ゆう鬱うつになった。


　観光バスは京都駅の側そばを抜ける。少し行くと、豪ごう華か絢けん爛らんな門が見えた。西にし本ほん願がん寺じである。浄じよう土ど真しん宗しゆう本願寺派の本ほん山ざんで拝はい観かんも自じ由ゆうだが、今日は見けん物ぶつしない。


　バスはなおも進んだ。退たい屈くつになった生徒たちから歌をうたおうと意い見けんが出て、修学旅行につきものの、つぼイノリオ作さく詞し作さつ曲きよくで公こう共きようの電でん波ぱには絶ぜつ対たい乗らない歌をがなるのかと思いきや、北の某ぼう国こくからの乱らん数すう放ほう送そうと称して数字だけを暗あん唱しようする行こう為いが始まり、面おも白しろいだの止やめろだの米べい軍ぐんに察さつ知ちされるだので大だい混こん乱らんとなり、ついには窓から突つき落おとしてやると騒ぎ出して、すったもんだのうちに晴明神社に到とう着ちやくした。


「疲つかれた」「命いのち拾びろいしたな」などと言いながら、生徒たちはバスを降おりる。とくにまとまるわけでもなく、境けい内だいに入っていった。


　平安時代の陰陽師、安あ倍べの晴せい明めいゆかりの地ではあるが、それほど広いわけではない。賽さい銭せんを投げ入れたらやることもなくなってしまう。ましてや過か去この偉い人じんに対する尊そん敬けいの念ねんなぞ、アリの心しん臓ぞうほども持ち合わせているかどうか疑うたがわしい連れん中ちゆうである。散さん策さくと称しようして石を投げあったり鳥とり居いに落らく書がきをしようとしていた。


「式森君、暇ひま？」


　近くにいた和美が言う。彼女も手持ちぶさたのようだ。


「まあ……ね」


「なんか買えば？」


　彼女の視し線せんの先に、記き念ねん品ひんを売ってる店があった。若い女性がたむろしている。


「いや、別に欲ほしいのないし」


　と言ったが、晴明桔き梗きよう印いんの描えがかれた絵え馬まなどは興きよう味みあった。最近の不ふ幸こうに対する、魔ま除よけになるかもしれない。


「松田さんは？」


「買わない。わたし売る方が好きだから」


「また商売っ気出す……」


「わたしに任まかせてくれれば、売り上げを五ご倍ばいにしてみせるわよ」


　と断だん言げんする。「そんな必要どこにあるんだ」と言ったが、聞いてくれない。


「ステッカーやお守りじゃなくて、『かたかた動くブリキの晴明君人形』とか欲ほしいわよね。あとはディズニーのキャラクター商品売っちゃうとか」


「訴そ訟しように巻き込まれるよ」


「晴明様が守ってくれるから平気よ。きっと現げん代だい訴訟事じ情じようにも詳くわしいはずだわ。そうだ、頭とう髪はつを二、三本混まぜたお守りってどう。本人の髪かみだと偽いつわって売るのよ。テレビのコメンテーターに紹しよう介かいさせればばっちりよ。いけそうね」


　なおも和美は取りつかれたようにアイディアを口にする。和樹は「式森君、髪の毛提てい供きようしてよ」と言い出した彼女を置いて、外へと歩いていった。


　しばらく後、「ものども集まれ」と叫さけぶかおりの声がした。和樹もその場に行く。


　班員の数を数える。そっぽを向いたままであったが、夕菜もちゃんといた。


「あれ？」


　もう一度勘かん定じようした。一人足たりない。


「誰だれか、杜崎さん見なかった？」


「さっきいたわよ」


　隣の班の女子から声が返ってきた。


「社しや務む所しよの裏うらに歩いていった。まだいるんじゃない」


「ありがとう。しょうがないな」


　和樹は班員に、ここにいてと伝え、社務所に向かった。


　地じ味みな建たて物ものの裏うら手てに、ちょっとした繁しげみがあった。木々が密みつ集しゆうしている。少し暗くらかった。


　探そうと建物の角を曲まがる。と、長身の女性と鉢はち合あわせした。


「あ、杜崎さん」


「式森君？」


　沙さ弓ゆみは少し驚おどろいた顔をしていた。


「良かった。いなかったんで、探しにきたんだ」


「そう」


　素そっ気けない返事だった。表情もいつもの彼女に戻もどっている。というか、こわばっていた。穏おだやかな雰ふん囲い気きではない。


「……なにかあったの？」


　彼女は返答せず、自身の背後に目をやっていた。


　体たい格かくのいい男性が二、三人、こっちを見ていた。どれも肩かた幅はばが広く、尋じん常じようではない目つきをしている。殺さつ気きすら感じられた。




[image: ]


　男たちは袴はかま姿すがただった。どこかの道場の胴どう着ぎだろうか。腕うでに覚おぼえがありそうだ。


　しばらく無む言ごんの対たい峙じがあった。和樹はいまさら引き返すこともできず、沙弓と男たちとの間で高まる緊きん張ちようを、全身で味わう。


　動どう悸きが早くなるのを感じた。当とう事じ者しやではないのに、喉のどが渇かわいてくる。


　ややしばらくして、ふっと緊張が解とける。


　男たちの方から去っていった。


　沙弓は、ふんと鼻を鳴らした。


「……あの、杜崎さん」


「……なに」


「今の人たち、どうしたの」


「なんでもない。今は」


　なんでもないことはないはずだ。相手はやけに気け色しきばんでいた。とうてい好こう意い的てきとは言えない。


　だが彼女は和樹を無む視しして歩き出した。慌あわてて後を追う。


「でも物ぶつ騒そうっていうか……殴なぐりかかってきそうな感じで……」


「…………」


　無言だったが、関かかわらないで欲しいと言っているようだった。和樹はそれでも、


「その、放ほうっておかない方がいいと思う」


「どうして」


「だって杜崎さん女なんだし。なにかあったら警けい察さつに報しらせた方がいいって。せっかくの修学旅行なんだから、怪け我がなんかしたら……」


　突とつ然ぜん彼女が振り返った。


「式森君……私が負まけると思ってる？」


　和樹は言葉に詰つまった。沙弓の眼の奥が、静かに燃もえている。優ゆう美びだが引き締しまった腕に、軽く力が込められていた。


　彼女は真しん堂どう流りゆう合あい気き術じゆつと中国拳法の達たつ人じんなのだ。


　和樹が絶ぜつ句くしていると、沙弓は再ふたたび背を向けた。


「心配しないで。迷めい惑わくはかけない」


　その台詞せりふだけを残し、集合場所へと歩いていった。





　Ｂ組生徒は晴明神社を出ると、歩いて堀ほり川かわを横おう断だんした。架かかっている橋は一いち条じよう戻もどり橋といって、晴明の式しき神がみが隠かくされているとの伝でん承しようがある。平安の武将、渡辺わたなべの綱つなが鬼おにの腕うでを切り落としたのもここだ。


　生徒たちは「式神を掘り出して売り飛ばそう」だの「切り落とすなら誰だってできる。そのあとくっつければもっと偉えらい」だの勝かつ手てなことを言い合い、橋を渡わたった。


　それから十分ほどだらだら歩き続けた。やがて白っぽい築つい地じ塀べいが目に入ってくる。その内側が目的地である。


　京都御ご所しよ、大おお宮みや御ご所しよ、仙せん洞とう御ご所しよを包ほう括かつし、かつては宮みや家けや公く家げの邸てい宅たくが立ち並んでいた場所。今は大公園として整せい備びされている京都御ぎよ苑えんである。


　かおりはいったん生徒たちを集めた。


「じゃあこん中ぐるぐる回まわれー。昼ひる飯めしもここだぞ。弁当は配くばってあるな。もらうの忘わすれた奴にはやらん。集合時間には遅おくれるんじゃないぞー」


　彼女の台詞が終わるか終わらないかのうちに、各かく人じんは勝かつ手てに歩き出していた。


　和樹もとりあえず班の連れん中ちゆうと、御苑の中へ入っていった。


　広こう大だいな敷しき地ちだった。公園としては申もうし分ぶんない。道には玉たま砂じや利りが敷しかれ、芝しば生ふ内には広こう葉よう樹じゆが生おい茂しげっている。


　近所の人たちもかなりいた。散歩するには絶ぜつ好こうの場所なのだ。


　空では鳩はとが鳴き、くるくると舞う。心ここ地ちよい風に、木々の葉の擦こすれる音。天気もいい。


　ピクニック日和びよりであった。


　しかし、と和樹は思う。穏おだやかでのんびりとした御苑内に比べ、自分の周りはどうしてこんなにぎすぎすしているのだろうか。


　夕菜はたき火の熾おきのようにくすぶっているし、御厨は化学式をつぶやいては薬品を混まぜる真ま似ねをしている。仲丸と和美は悪わる口ぐちのぶつけ合いを止やめないし、沙弓はずっと仏ぶつ頂ちよう面づらだ。


　雨ばかりで三戦連続試し合あいが中止になった、野球ファンのような心しん境きようであった。


　しかもさっきからただ歩いているだけである。御苑内部は十か所ほど史し跡せきがあるのだが、どこも見物していない。どうせ自分たちのことばかりで、見やしないのである。先頭の和樹からして、夕菜の態たい度どにびくびくおどおどしているのだから、当とう然ぜんであった。


　暗くらい気分のまま、芝生のあるところに来た。ベンチもいくつかある。親子連れが何組か、遊んでいた。


「ここで昼にしようか」


　和樹は班員に告つげた。


「座すわって広げられるしね。ゴミ箱もあるみたいだから、ここにしよう」


「いいんじゃない」


　和美が賛さん成せいした。


「外で食べるのも、気分いいわ」


　珍めずらしくまともなことを言う。彼女も歩き回るのに退たい屈くつしたのであろう。


　めいめい芝生やベンチに座った。


　背せ負おったバッグを下ろし、弁当を取り出す。学校が用意して配くばったものだから、全員同じ中身である。


「松田、またあの太ふと巻まき出すんじゃないだろうな」


　仲丸が和美の手て元もとから目を離さずに言った。


「もうあんなの食べさせるなよ」


「昨日きのうの夜よる捨すてたわよ。今ごろ野の良ら犬いぬが泡あわ吹ふいてるんじゃない」


「動どう物ぶつ愛あい護ご協きよう会かいが聞いたら腹はらを立てそうだな」


「死にはしないわ」


　そんな言葉を聞き流しながら、和樹は弁当の蓋ふたを開けた。胡ご麻まと梅うめ干ぼしの乗ったご飯に、栗くりきんとん、昆こん布ぶ巻き、松まつ茸たけと筍たけのこの煮に物もの、豚ぶた肉にくの香かおり煮にがおかずとして並んでいる。豪ごう勢せいと言えば豪勢だが、なんだかおせち料りよう理りみたいだ。


　箸はしの一方をくわえて割わる。仲丸と和美は、まだなにか喋しやべっていた。


「つまり、わたしが仲丸君を狙って、太巻きを食べさせようとしたってのが誤解なのよ。最初は沙弓に勧すすめたでしょ」


「あれは油ゆ断だんさせるための罠わなだ。食べないのを見み越こしていたんだ」


「御厨君にも勧めたわ」


「手前の太巻きにだけ薬が入っていたんだろう」


「失礼ね。全部入っていたわよ」


「無む差さ別べつかよ。余よ計けいたち悪いぞ」


「だって目もく撃げき者しやを残したらやっかいだもん」


「だもんじゃねえ。俺なら魔法で眠ねむらせるぞ」


「駄目よ。公こう共きよう機き関かんの乗り物には、乗のっ取とり防ぼう止しのためセンサーが取りつけてあるのよ。使ったら乗じよう務む員いんが飛んでくるわ」


「飛んできても構かまわねえぞ。魔法合がつ戦せんならむしろ勝てる」


「一人二人なわけないでしょ。ＪＲの緊きん急きゆう管かん理りセンターにも連れん絡らくが行くわよ。へたに暴れたらお縄なわ。知らないとは青いわね」


「いいよ青くて」


　よくあれだけ言い続けるネタがあるよなあ……と妙みような感心をしながら、和樹はご飯を食べようとする。


「……あっ」


　口に入れるときに気づいた。また沙弓がいないのだ。


　ざっと見回したが、姿がない。一人でどこかに行ったのだ。


　なにかあったのかな……と思った。捜さがした方がいいのだろうが、「心配しないで」と言われたことも思い出す。あれは有う無むを言わせぬ口く調ちようだった。


　でも一いち応おう班長だからなあと考えるが、脳のう裏りには沙弓の冷れい徹てつな目つきが浮うかんでいた。意い志しの強い、鋼こう鉄てつのような瞳ひとみ。


　確かに彼女は強い。放っておいてもいいんだろう。無む理り矢や理りではあったが、そう自分を納得させた。


「あれえ、また清修学園だ」


　右隣で御厨が素すっ頓とん狂きような声を出した。芝しば生ふの反対側に、すっかり見み慣なれた制服姿がある。


「ここにも来てるよ」


　全員、さすがに呆あきれた。


「ここでもかち合ったのか。手て際ぎわの悪い出で前まえみたいだな」


「つけ回されているのかしらね」


　仲丸と和美も、言いい争あらそいを止めて眺めた。


　よく見ると、清修だけではない。Ｂ組の生徒たちが近くにいる。なんだか話し込んでいるようだ。


「ありゃ藪やぶ田たの奴だな」


「また新しい商品のセールスをしてるのかしら」


「許ゆるせんな。俺に黙だまって商あきないをするとは」


「わたしたちも行って、一いち枚まい嚙かませろって言いましょう」


「よし」


　二人は弁当を持ったまま、芝生の上を走っていった。興味をそそられたか、御厨までついていった。


　和樹は箸を摑つかんだ格かつ好こうのまま、ぽつんとなった。


　夕菜も残っているが、離れたベンチに座っている。こっちは見てくれない。ややためらった後、そこに移ろうとした。


　近ちか寄よって腰こし掛かけようとしたら、夕菜が無言で立ち上がった。今まで和樹がいたところに歩く。


　和樹も同じように、元のところに行く。すると夕菜は立ち上がり、ベンチに戻る。和樹はまたそこまで進む。


　当然夕菜は引き返し、負けじと和樹もついていき、また座ってまた立ってが、何度も繰くり返された。まるで動どう画がのリプレイだ。


　二人はぐるぐると、バターにならない程てい度どのスピードで、同じところを回り続けた。


「ねえ夕菜、なんだってそう……」


　目が回りそうになり、ついに和樹は文もん句くを言った。すると夕菜がじろっと睨み、


「……わたしは普通ですが」


　冷ひえ冷びえとした声こわ音ねを出した。和樹は多少腰を引く。


「だっ、だって、怒っているじゃないか」


「怒っているように見えますか？」


「……うん」


「じゃあ和樹さんの心に、やましいことがあるんです」


　彼女は断だん言げんした。


「な、なんだよやましいことって」


　和樹は動どう転てんして反はん論ろんをする。


「僕が悪いことをしたみたいじゃないか」


「昨日のこと、もう忘れたんですか」


　これも冷たい口く調ちようで告つげてくる。しかも今度はとげが混まじっていた。


「山瀬さんのことだろ。もちろん覚えているよ」


「なんであんなに仲良しなんですか」


「なんでって……なんでだろ」


　そう言えばつきあいも短い上に、長い間会っていなかった。なのにすぐ親したしく会話ができたのである。千早の魅み力りよくの一いつ種しゆなのか、波長が合っていた。


「ほら、でれでれする」


　ぷいと夕菜がそっぽを向く。頰ほおも膨ふくらんでいた。


「やーっぱり、山瀬さんのことを気にしてるんだ」


「だって久しぶりに会ったんだから」


「そうですか。だからわたしのことを無む視しして、二人で話し込んでいたんですね。そういう人だったんですね」


「そういう人ってさ……」


「和樹さんの気持ちはよーく分かりました」


　彼女は弁当の中身をがつがつと頰張ばった。口の中をいっぱいにすると、強ごう引いんにペットボトルのお茶を流し込む。空からになった弁当箱は、ゴミ箱の中に力ちから一いつ杯ぱい投げ入れた。


「じゃあこれで！」


　夕菜はあっという間に昼食を済すませると、足あし早ばやに去さっていった。





　和樹は今度こそ一人きりとなった。ろくに食べてもいないのに、周囲には誰一人としていなくなってしまった。


　仕し方かたがないのでベンチに腰を下ろす。夕菜の雷かみなりはいつものことだ。誤解が多いが、はっきりしない自分にも責せきがある、はず。彼女の機き嫌げんも、いずれ直るだろう。


　考えていてもしょうがない。昼食を再開することにした。


　ゆっくりとおかずをつまみ、口に運んだ。あまり美お味いしくない。食事の味というのは、周囲の環かん境きようにも左右されるのだなあ、と思った。


　なおも彼は、機き械かい的てきに食べ続けた。


　遠くでなにやら声がした。


「あ、式森君だ。式森君！　ねーえ！」


　最初は無む視ししていたが、しつこいので振り返った。


　ショートカットの女の子が手を振っている。走って近づいてきた。


　千早だった。相あい変かわらずの笑顔だった。


「一人なの？」


　彼女は息を切らしながら訊きいた。


「うん……」


「さっきあっちで、宮間さん見たよ。すごい形ぎよう相そうしてたけど」


　和樹は苦く笑しようした。どんな表情だったかは想そう像ぞうがつく。夕菜は怒おこると、はっきりと顔に表れるのだ。


　千早は合が点てんがいったような面おも持もちになった。


「もしかして、喧けん嘩かしたの？」


「まあ……そんなとこ」


「そっか……」


「なに？」


「なんでもない。駄目だよ、女の子怒らしちゃ。泣なかすのも良くないけど、怒らすととっても怖こわいぞ」


「うん。良く分かる」


「じゃ、一いつ緒しよに謝あやまりに行ってあげようか」


　和樹は焦あせって手を振った。


「いいよ。自分で行くよ」


「よし。それでこそ式森君だ」


　彼女はからから笑って、和樹の隣に腰を下ろした。


「お昼？　あたしもまだなんだ。一緒に食べていい？」


「もちろん」


　その返事に千早はにっこりすると、手にしたビニール袋ぶくろから昼食を取りだした。


　幕まくの内うち弁べん当とうだった。手て製せいではない。葵学園と同じで、業ぎよう者しやの仕し出だしだろう。


　二人は並んで座ったまま、ぼんやりと弁当を食べ続けた。


　雀すずめが鳴きながら、頭ず上じようを飛んでいった。


「山瀬さん……」


　なんとなく和樹は訊いた。


「なに？」


「転校してから、どれくらいになったっけ」


「文ぶん化か祭さいの後だから……一年以上かな」


　彼女は箸はしをくわえながら答える。葵学園の修学旅行は文化祭が終わってからおこなわれる。千早が引っ越してから、やはり月日はたっているのだった。


「今年の葵祭はどうだった？」


　興きよう味み津しん々しんといった感じで訊いてくる。


「うーん……ひどいもんだった」


「あら、失しつ敗ぱいしたの」


「いや、たぶん成せい功こうなんだけど……まあＢ組らしかったかな」


　文化祭で起こった数々のトラブルを思い出し、渋しぶい顔つきになる。クラスメートはあくまでクラスメートらしい行動をとり、そこに玖く里り子こや凜りんまで加くわわったのだった。


「清修の文化祭はどうだったの？」


「楽しかったよ。あたしはあまり、関かかわらなかったけど」


「ふーん。珍めずらしいね、山瀬さんってリーダーシップあるのに」


「やりたかったけど……転校生が主しゆ導どう権けん握にぎるわけいかないじゃない」


　つぶやくように言う。和樹はつい千早の表情をうかがった。それに気づいたか、彼女は付け加える。


「あっ、今はもう慣なれたから違うよ。でもやっぱり学級委員とかいるから、あたしがなにかするってのもね」


「……そんなものなの？」


「そうね。学がつ期きの途中で転校したから、浮いたようなとこはあった」


「ふうん……苦く労ろうしたんだ」


「やっぱり転校生って異い質しつだから」


　人ごとのような口調ではあったが、それなりに重おもい台詞であった。それでも深しん刻こくに聞こえないのは、彼女の人ひと柄がらによるものだろう。


　会話が途と絶だえ、和樹は食事を再開した。


　豚肉の香り煮を食べる。煮に汁じるが染しみこんでいて、なかなかの味だ。


　千早がその様子を、じっと眺めていた。


「美味しそうだね。それ、食べていい？」


「いいよ」


　彼女は和樹の弁当に箸を伸のばして、豚肉をつまんだ。嬉うれしそうに口へ運ぶ。


「食しよく欲よくあるね」


「健けん康こうだけが取とり柄えです」


　はっはと笑った。口におかずを頰張ったままだが、魅み力りよく的てきな笑顔だ。


「あたしのも食べる？」


　彼女は紙かみ製せいの容よう器きを見せた。ご飯の他に、カニの爪つめ揚あげ、キャベツ巻きの酢す油あぶら醬じよう油ゆなどが入っている。中ちゆう華か風だ。


「じゃあ、そのカニ」


「はい」


　千早は爪の先をつまむと、和樹の眼前に差し出した。


「え？」


「あーんして」


　和樹は戸と惑まどった。目の前ではカニ爪のフライがこっちを向いている。どうしてだと思ったが、千早は自し然ぜん体たいであった。


　ためらったのち、おずおずと口を開けた。


　すると彼女は一いつ転てんして自分の口に入れた。美味しそうに咀そ嚼しやくする。


「ふっふっふ。甘あまいな」


「こらー」


　顔を赤くして和樹は抗こう議ぎした。その姿を見て、また千早は笑った。


「んー、式森君、可愛かわいい」


「うるせえ」


　そっぽを向いた。千早は軽かるく手を合わせて、謝あやまる仕し草ぐさ。


「ごめんごめん。今度は本当にあげるから」


「いらない」


「そんなこと言わないで、食べて」


　千早は、もう一度カニ爪をつまんだ。


「はい。どうぞ」


　再びフライが差し出される。ふざけた様子はない。今度はちゃんと食べられそうだ。


　和樹はゆっくり口を開けた。すると突とつ然ぜん。


「なに……やってるんです」


　砂じや利りを踏ふみしめる音と共に、二人の顔が影で暗くなる。そして冷ひややかかつ、怒ど気きの含ふくまれた声。


「わっ、夕菜」


　そこには夕菜が腕うで組ぐみをして、表ひよう面めん温おん度どは零れい下かではないかと思わせる冷れい徹てつな瞳ひとみで見下ろしていた。


「引き返してきたら……お弁当の食べっこですか。まあうらやましいこと。恋こい人びと同どう士しみたいですね」


　声せい質しつはいつもと変わらない。それが余よ計けい、和樹の心しん臓ぞうを縮ちぢみ上あがらせた。


　恐ろしさでベンチから転ころげ落ちそうになる。千早もカニを持ったままたじろいでいた。


「いえっ、そのっ、誤解です……」


「ほお……あーんって口を広げて、おかず食べようとしているところが誤解なんですか。わたしのいないうちに、日本語って進しん化かしたんですね」


　じわりじわりと近づいてくる。和樹と千早は身動きがとれなかった。


「いや日本語の進化もそうなんだけど……なんと申しますか、えーと、ふざけてただけなんだよ。ねえ」


　うわずった声で千早に同どう意いを求める。彼女も小こ刻きざみにうなずいた。


「そ、そうそう。あたしたちはなんでもないの。こういう遊びって良くあるでしょ。ほら、ドラマとかでも」


　夕菜はよりいっそう冷たい目つきになった。全く信じていない。


「ドラマ……ふーん。撮さつ影えいでもしてるんですか。カメラはどこです」


「あの……ごめんなさい……ありません……」


「じゃあどういうつもりだったんですか」


「なんとなく……駄目？」


「駄目」


　彼女の右みぎ腕うでが発はつ光こうしてきた。精せい霊れいたちが集まっているのだ。夕菜の感かん情じように呼こ応おうして、攻こう撃げき準じゆん備びを始めている。


　小さく悲ひ鳴めいを漏もらして、千早は和樹の腕うでにしがみついた。


　それを見て夕菜の顔色が変わる。


「……山瀬さん！」


　彼女が右腕を掲かかげる。と──


　なにかが落ちる音がした。


　絶ぜつ妙みようなタイミングに、夕菜の動きが止まる。和樹も首を伸ばした。


　落ちたというか、重じゆう量りよう物ぶつが叩たたきつけられた音。鈍にぶい響ひびきだった。繁しげみの向こうから聞こえた。


　それきり静かになったが、むしろそれが、なにか起こっていることを暗あん示じしていた。


「和樹さ──」


「ちょっと待って」


　和樹は立ち上がった。木々の間から、ちらちらと人ひと影かげがうかがえる。


「行ってみよう」


　三人は慎しん重ちようにではあったが、繁みに入っていった。





　植しよく樹じゆされた針しん葉よう樹じゆは、人ひと一人ひとり隠かくれるくらいの太さであった。そろっと向こう側をのぞく。


　そこは他と同じような砂利道であった。幅はばもあり、ちょっとした広場のようにも見える。ただ、入り組んだところにあって、あまり人が来ないような場所であった。


　そこに、五つの人影があった。


　四人が円を描えがいている。全員男だ。うち一人は砂利に横おう臥がしていて、ぴくりともしていない。傍かたわらには木ぼく刀とうが落ちている。


　立っている男たちも木刀を持っていた。どの顔も緊きん張ちようで引きつっており、柄つかを強く握りしめている。


　中央の一人は素す手でだ。だが自然体で、リラックスしているようにすら感じる。


　その人物は女性。沙弓であった。


　囲んでいる男たちにも見覚えがあった。晴明神社にいた連中だ。どれもごつい体つきで短たん軀くではなかったが、中央の女性の背はさらに高い。


　長い間対たい峙じしていたのか、男たちの髪が風に煽あおられて乱みだれている。それを直そうともしない。沙弓も同じだが、表情が平へい然ぜんとしていた。おそらく彼女が仕し掛かけられた側がわだ。


　男たちは動かない。戦うか引き揚あげるか、迷まよいが見て取れた。


「続ける？」


　沙弓が言った。その声で決けつ意いが固まったか、男たちは木刀を青せい眼がんに構かまえた。


　闘とう気きが押し寄せてきた。千早が和樹の腕を強く握にぎりしめたが、彼は気づかない。目を奪うばわれていた。


　空気がぴんと張りつめる。どちらも引き下がろうとしない。神社の時は収おさまったが、今度は待ったなしだ。


　沙弓は左足を半歩、前に出した。


　刹せつ那な。


「きぃぇーい!!」


　怪かい鳥ちようのようなかけ声を上げ、正面の男が突とつ進しんした。青眼のまま突きを繰くり出だす姿し勢せいだ。


　沙弓は向かってくる男の軌き道どう上じようから身体をずらす。余よ裕ゆうすら感じられる態度で攻こう撃げきを流すと、左腕を摑つかんだ。動きを利り用ようして下か方ほうに捻ひねる。


　かけ声が悲ひ鳴めいに変わった。あっという間に男の身体は宙ちゆうに弧こを描いていた。


　沙弓の手が途中で離れた。巨きよ体たいが脳のう天てんから砂利道に落下する。


「うらぁ!!」


　ダメージで起きあがれない仲間を捨すて置おき、右の男が木刀を振りかぶる。力ちから任まかせに叩きつける気だ。


　小石の跳はねる音がして、木刀が砂利道に突つき刺ささる。沙弓が寸すん前ぜんでかわしたのだ。彼女は男の襟えりを摑つかみ、足を払はらおうとする。


　だが次の瞬間、沙弓がバランスを崩くずした。男の襟が破やぶれたのだ。窮きゆう地ちを脱だつした男は木刀を抜ぬき、下方から上方へ居い合あいの要よう領りようで薙なぐ。


　飛ぶようにして樫かしの木きの切きっ先さきを避よける少女。布ぬの切きれと化かした胴着の一部を投げ捨て、構かまえの姿し勢せいをとる。男の木刀が、再び顔がん面めんに迫せまった。


　木刀の側面に手刀を打ち、投げに入る──と思った瞬間、沙弓は左足を引いて腰を落とすや、右手のひらの下か部ぶを鼻はなの真下に叩きつけた。


　鈍い音がした。


　男は木刀を持ったままの姿勢で、ずるずると崩れ落ちた。右みぎ掌しよう底ていの一撃。長身の少女は、中国拳けん法ぽうの心得もあるのだった。


　残った一人を片づけるのは、十秒かからなかった。


　京都御苑の一角に、静せい寂じやくが戻もどった。


　男たちは砂利の上で気を失っている。沙弓は息も切らしていない。


　彼女は、ついと視線を動かした。


「終わったわよ。出てきていい」


　言われた和樹たちは、ようやく木の陰かげから姿を現した。


「知ってたんだ」


　ばつが悪そうに和樹は言う。


「三人もいれば分かるわ」


　沙弓は乱みだれた髪と、制せい服ふくを直なおした。


「のぞきとはいい趣しゆ味みね」


「ごめん……」


「それで、班長さんはなんの用」


「用っていうか、心配になって……」


「へえ。修学旅行先で暴ぼう力りよく沙ざ汰たを起こした女子生徒のことを、学校に言いつけるつもり？」


「そんな……」


「冗じよう談だんよ」


　彼女は素そっ気けなく言った。戦闘の余よ韻いんでも残っているのか、まだ神しん経けいが張っているようだ。


　二人の側そばでは夕菜が、倒れた男たちを怖こわ々ごわのぞき込んでいた。


「この人たち、どなたなんですか」


「私の敵……てのはオーバーだけど、似たようなものよ。神かみ城しろ流りゆう剣けん術じゆつの落ちこぼれども。京都だから狙ねらってきたみたい」


「神城流……って、凜りんちゃんとこ!?」


　思わず和樹は聞き返した。


「そうか……式森君、神城凜と親したしかったのね」


　ゆっくりと、沙弓が言った。


「杜崎と神城は仲なかが悪い。喧けん嘩かするほど仲がいいって言うけど、ここは本当に仲が悪いの。昔からの宿しゆく命めいだとか因いん縁ねんだとかあるけど……まあ、現代人には迷めい惑わくな話よ」


「でも、凜ちゃんの本家は九州だと聞いたけど」


「神城凜の実じつ家かは静しず岡おかでしょう。同じようなのが京都にもあるの。本家への帰き参さんを許されない連中で……だから杜崎の娘を狙って手て柄がらの一つでもってところかしら」


　それだけ語かたると彼女は口をつぐんだ。気を失っている男たちを、なんらの感かん慨がいも浮かんでいない瞳で見下ろしていた。


　沙弓の周囲だけ、なんとも言えないわだかまりのようなものが、取り巻いているような気がした。この同級生が、ここまで機械的な眼まな差ざしをしたのは初めてだった。


　千早がぎゅっと、和樹にすがる力を込めた。


　夕菜が横目でその様子を眺める。やがて彼女は、黙だまって落ちている木刀を拾った。


　そのまま和樹の頭とう頂ちようめがけて振り下ろす。


「わっ。なにするんだ」


「あら嫌いやだ。腕うでが勝かつ手てに」


　彼女はなおも、木刀で和樹を狙う。


「夕菜、ちょっと止やめて！」


「あらあらあら」


　自分の意い志しではないかのような口ぶりだが、明あきらかに目標は定さだまっていた。


「なにするんだよ！」


「誰かさんが、山瀬さんといつまでもくっついているからですっ！」


　千早はとうかがうと、逃げながらも和樹の腕は離さない。こっちもわざとやっているような感じだ。


「そんなこと言ったって……わっ」


　足を滑すべらした。砂利に足元を取られたのだ。


「まあ絶ぜつ好こうのチャンス」


　夕菜が大きく振りかぶる。和樹と千早は悲鳴を漏もらした。そのとき、


「千早、千早！」


　別の声がした。


　清修学園の女子生徒が駆かけてきた。息を切らして手を振っている。


「真ま智ち子こ、どうしたの」


　千早が尻しり餅もちをついたまま訊く。


「大変！　吉よし川かわ君たちが、葵学園の人たちと揉もめてるの」


「ええっ!?」


　その女子生徒は、早く来てくれと絶ぜつ叫きようした。





　和樹と千早、それに夕菜は真智子と呼ばれた生徒のあとを走った。沙弓は「後あと始し末まつをする」と言って残った。


　京都御苑の中央付近まで戻る。そこの建けん礼れい門もん前で清修学園の生徒たちとＢ組の生徒たちが、激しく口こう論ろんしていた。


　と言っても、清修の生徒からは一人だけが切せつ々せつと自じ説せつを訴うつたえているのに対し、Ｂ組はクラス全員で叫さけぶわ喚わめくわ口くち笛ぶえ鳴ならすわ足を踏ふみならすわ、文もん句くと野や次じが入いり交まじった声をあげていた。まるでボンボネーラ・スタジアムを埋うめ尽つくしたボカ・ジュニアーズサポーターのような有あり様さまである。人の話を聞いているとは思えない。


　説せつ得とくの言葉をなくして困こまり果はてていた清修の男子生徒だったが、駆かけ寄よる千早を見つけると安あん堵どの表ひよう情じように変わった。


「山瀬さん、良かった！」


「なにがあったの!?」


「その……葵学園の人たちが、僕たちに株かぶを売ろうとしたんだ」


「株？」


「それが日に本ほん重じゆう工こう業ぎよう電でん子し精せい機きスポーツランドＣＣっていう、聞いたこともないメーカーなんだ。未み成せい年ねんが売ばい買ばいできるわけないだろ。だから断ことわったら、じゃあペンダントをつけるからって」


　彼は粗そ末まつなパンフレットを取りだした。


「ここに載のっている『完かん全ぜん自じ立りつ型がた対たい戦せん車しや用ようシーアタック傭よう兵へい』ってペンダントなんだけど、持ってるだけで世界中の邪じや魔ま者ものを、魔ま力りよく消しよう費ひなしで瞬しゆん殺さつできるって言うんだ。株とセットならお得とくとかなんとか。さすがにそんなの信じられるかって言ったら逆ぎやくギレされて……」


　Ｂ組側から抗こう議ぎの声がする。「信じなきゃ効きかねえだろ！」「株にリスクはつきものよ！」と叫んでいた。


「他にも変な会かい員いん権けんとか健けん康こう器き具ぐとか、そんなのを売りつけようとするんだよ。ひどい」


　千早は目をしばたたかせていた。和樹は「つまり一から十までうちが悪いのか」とつぶやいた。


　Ｂの連中は自分たちが悪いことを知っているが故ゆえに、大声で無む茶ちや苦く茶ちやな論ろん争そうに持っていこうとしているのである。「Ｂ組はラテンだ」と言われる所以ゆえんだ。


　抗議の声は止やまなかった。清修の男子生徒はいっそう困った顔をする。


「こんな調子なんだ。山瀬さん、前は葵学園だったろ、なんとかならないかな」


「え……」


　千早も当とう惑わくしていた。Ｂ組の生徒たちから、「お、Ｆにいた山瀬千早だ」と声がする。


　そもそも彼女は元Ｂ組ではなく元Ｆ組である。Ｆは品ひん行こう方ほう正せいだし、葵学園自体が礼れい儀ぎ正ただしい。株だ先さき物ものだと必ひつ死しなのはＢだけである。それに千早自身が、目の前で気き勢せいを上げている連中のことに詳くわしくなかった。


　それでも意を決したか、彼女は一度唇くちびるを舐なめてから言う。


「ごめんなさい、Ｂ組のみんな、聞いてくれる。株とか良く分からないんだけど、そういうことって、多た分ぶん違い反はんだと思うの。お金が絡からんじゃうみたいだし。それに同じ二年生でしょ。せっかくの修学旅行なんだから、もっと仲良くして……」


　ブーイングが起こった。Ｂ組生徒が「違反上じよう等とう」「俺たちはロンリーだ」と騒さわぎ出す。仲良しなんて言葉は、金きん利りゼロパーセントと同じくらい忌いみ嫌きらわれているのである。


　Ｂ組から発せられる意味不明な悪あく意いに、千早は口をつぐまざるを得なかった。ちらりと和樹を見る。


　助けを求められたが、和樹は心の中がどんよりとしていた。またトラブルである。こいつらときたらいつもこうだ。首しゆ尾び一いつ貫かんして頭がおかしい。


　暗くなった気き分ぶんを抑おさえ、一いち応おう喋る。


「えーと、みんなー。僕のこと分かる？」


　当然のように、「誰だてめえは」「式森和樹なんて生徒はＢ組にいません」との答えが返ってきた。和樹は無む視しして、


「株券なんだけどさ、清修の人たちは買う気があると思うんだ」


　思わぬ意見にＢ組がざわついた。千早も「え？」と言っていた。


「でもさ、あれやっぱりまずいと思うよ。上じよう場じようどころか架か空くうの会社なんだよね。だから気づかれたんだろ。もっとましなやり方があったんじゃないかな」


　和樹の台詞に、Ｂ組内でぼそぼそと話が始まった。「これ持ちかけたの藪田君？」「仲丸だろう」と言い合う。


「ペンダントだって、ムーの裏うら表びよう紙しじゃないんだからさあ。もう少し工く夫ふうがあって良かったよ。あれじゃ買わないでくださいって言ってるようなもんだ。ちゃんとした商品なら清修だって買うんだよ。ねえ」


　傍かたわらの千早に同意を求める。彼女はいきなり振られて戸惑っていたが、「え、ええ」と首しゆ肯こうした。


「ほらね。せっかくの儲もうけ話をふいにしたんだ」


「……待て式森。じゃあパンフの中身が良ければいいのか」


　藪田が言った。


「当とう然ぜんだよ」


「よし。ならもっといい商品を用意する。俺が持ち込むから、式森も口くち添ぞえしてくれ」


「いいよ」


　そのやりとりを聞いて、「藪田、抜ぬけ駆がけするな！」「あなたじゃまたしくじるわよ！」とＢ組から文句が飛んだ。


　藪田は後ろを向いて言い返した。


「うるせえ。この話は俺と式森が仕し切きる！」


　これでひるむようなＢ組ではない。大声には大声。あちこちから反はん撃げきの声が上がった。


「藪田のやつ、一人で儲ける気だぞ！」


「クラスメートを粗そ末まつに扱あつかわないでよ！」


「あいつの専せん横おうだけは我が慢まんできねえ！」


　Ｂ組のお得とく意いの「他人の利り益えきは心の痛いたみ」病びようである。どんなところでも発はつ症しようするのだ。人ひと目めがあろうとなかろうと関係ない。


　級友の群むれをかき分け、仲丸が出てくる。藪田にびしっと指を突きつけた。


「お前にだけ任まかせられるか。これはＢ組全体の問題だ。とりあえず、俺おれを通せ」


「なに言ってんだ！」


　Ｂ組全体が合がつ唱しようした。


「お前が一番駄目だ！」


「銀ぎん行こう強ごう盗とうに鍵かぎ預あずけるやつがどこにいる！」


「わたしたちを一いち文もん無なしにする気ね！」


　今度は仲丸を攻撃する生徒たち。理り不ふ尽じんなようだが、腹はらに一いち物もつあるのは明らかなので、言いがかりとは言い切れないのである。


「だいたい株だけ売るはずが、会員券や健康器具まで増えたのは、仲丸君の発はつ案あんよ！」


　これは和美の声である。仲丸は激げつ昂こうした。


「松田、お前も賛さん成せいしたじゃねえか！」


「人のせいにしないで！　自分で責せき任にんもとれないの！」


「どの口がそんなこと言いやがる！　お前ら全員裏うら切ぎりものだ！」


　もう滅茶苦茶である。「藪田は吊つるせ」「松田も腹はら黒ぐろだ」「とにかく仲丸が悪い」と言いたい放ほう題だいである。勝手なことを放言しており、手て近ぢかな身内から罵ののしっていた。


　和樹は千早に目ばくせした。彼女はその意味を察さつすると、啞あ然ぜんとしている清修生徒たちに「早く行っちゃって」と合あい図ずをする。


　清修の生徒たちは、関わってられますかと走り去っていった。Ｂ組は仲間を攻こう撃げきするのに熱中していて、誰一人として気づかない。


「僕たちも行こう」


　和樹は千早と夕菜に言って、この場から遠ざかった。


　反対側の出口付近まで走る。さすがにここまではＢ組の大声も届かない。


　三人はようやく人ひと心ごこ地ちついた。


「ふー、疲れた。ありがとね、式森君」


「それほどでも……。うちのクラスのことは、それなりに知ってるつもりだったから」


　和樹のやったことはそれほど複ふく雑ざつではない。普通の感かん情じように訴うつたえるような説得は絶対にうまくいかないので、欲よくを起こさせたのである。目先の利益に飛びつく連中だから、あっさり分ぶん裂れつしたのだった。


「でも助かったわ。Ｂ組って、あんなクラスだったんだ。文化祭の時は、すごく協きよう力りょく的てきだと思ったけど」


「いつもああだよ」


　三人はベンチに腰を下ろした。そろそろ夕ゆう刻こくである。集合時間が迫っていた。


「ねえ式森君、明日はどんな予定なの」


　千早の質問に、記き憶おくを探さぐりながら答える。


「えーと、自由行動。上かみ賀が茂も神じん社じやに行くつもりだけど」


「じゃあさ、一緒に回らない？　うちも自由行動なんだ。さっきのお礼れいにおごるわよ」


「うん。いいけど……」


　言いながら、はっとして横を見る。


　夕菜がまったく別の方向を向き、そこに生えてる桜さくらの木を、生まれて初めた見たかのようにじっくり眺めていた。


「えー、夕菜……」


「……好きにしたらいいんじゃないですか？」


　無む関かん心しんを装よそおう声であった。


「和樹さんは、やっぱり山瀬さんといたいんですね」


「んー……」


　和樹は指先で頰をひっかいた。


「じゃあ山瀬さん、明日は一緒に見学しようか」


「ええ」


「えっ!?」


　夕菜が驚いたように振り返った。


「本当に一緒に回るんですか!?」


「だって夕菜が好きにしていいって言ったから」


「……言葉の裏を読むとかしてください！」


　彼女は立ち上がり、食ってかからんばかりに睨にらみつけていた。和樹は落ち着いてくれと両手を広げ、言う。


「山瀬さんたちが一緒だと、なにかまずいかな」


「だって他校の人とは……」


「そっか。じゃあ僕と山瀬さんのことは放っておいていいから、夕菜は仲丸たちと別行動で……」


「そうじゃありません！」


　詰め寄る夕菜。和樹は逃にげ腰ごしになりながら、何でこんなに怒っているんだと、本気で悩んだ。


「あの……宮間さん、いいかな」


　恐る恐るといった感じで、千早が口を出した。


「あたし、遠えん慮りよした方がいいのかもしれないけど……」


「けど？」


「多分、そうしてもあまり変わらないと思う」


「……変わりませんか」


「うん。式森君、一年のときから鈍にぶかったよ。二人っきりでなにしても、気づかないんじゃないかなあ」


　聞いた夕菜が、困ったように眉まゆをひそめる。和樹は意味が分からず、きょとんとして眺ながめていた。


「それにあたし、宮間さんと友達になりたいんだけど、駄だ目めかな」


「いえ、それは……」


　夕菜がためらったような仕し草ぐさを見せる。


「……いいですけど」


「ありがとう。宮間さんはライバルにも寛かん大だいなんだね。良かった」


「あのー、ライバルってなんなの？」


　和樹は話の流れがまったく摑つかめず、訊きいた。千早は答えず、夕菜の方を向く。


「ね？」


「そうですね」


「苦労してるでしょ」


「はい。かなり」


　二人は納なつ得とくし合ったようにうなずいた。


　奇き妙みような連れん帯たい感かんを見せた夕菜と千早に、和樹は戸と惑まどいを隠せなかった。


「全然分かんないんだけどな……」


「分からないんならいいんです」


　諦あきらめきったような声で、夕菜が言った。





　　　○





　京都御苑で騒そう動どうがあった後も見学は続いたが、Ｂ組は全員乗り気ではなかった。さっきの「清修学園勧かん誘ゆう失しつ敗ぱい事じ件けん」の反はん省せい（というか責せき任にんのなすりあい）が続いていたのである。


　観光バスは熱ねつ心しんに仲間割れをする生徒たちを詰つめ込こんで、ホテルに戻った。


　和樹はホテルで一度、東京の神城凜に電話をかけた。電でん話わ口ぐちに出た凜は京都御苑であったことを聞くとしばらく無む言ごんになり、「……本家には、私から伝つたえておく」とだけ言った。


　夕食はホテルの大おお広ひろ間まで取られた。生徒一人一人に膳ぜんがしつらえてあり、和わ食しよくを中心とした豪ごう華かなものであった。どこのクラスも修学旅行の楽しさで騒さわぎまくっていたが、Ｂ組だけは口こう論ろん疲づかれで通つ夜やみたいな有あり様さまだった。


　中でも仲丸は、夕食が終わって部屋に帰っても、まだ腹を立てていた。


「松田のやつ、俺を売りやがって！」


　彼は怒いかりさめやらぬ様子で、畳たたみにどかりと座る。


「藪田の計けい画かくを膨ふくらませたのには、あいつも加くわわっていたんだぞ！」


「いつものことじゃないか」


　和樹はなだめた。なにしろどちらも不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきと思っている。和美が仲丸を追つい及きゆうしなければ、仲丸が和美を犯はん人にんにしたはずである。やってることに大した違いはない。


　無む論ろん仲丸に、そんな説得は意味を持たなかった。


「今度という今度は許ゆるさん。御厨」


「なに」


「昨日のあれを実じつ行こうするぞ。準じゆん備びはいいな」


「うん」


　二人は立ち上がった。仲丸は「しばらく戻もどってこないぞ」と言い、御厨はショルダーバッグを大事そうに抱かかえる。


　和樹は慌あわただしく出ていく二人を、肩かたをすくめて見守った。


「なんだろうね、あれは」


　誰にともなく言う。


「さあな。御厨のやつ、薬やく品ひんの入ったバッグを持っていったみたいだが」


　同室の男子生徒が答えた。


「どうせ仲丸がやるんだから、計画は大がかりでもやることは小さい。それよりお前、伊い庭ば先生のとこに行かなくていいのか」


「あ、そうだった」


　連れん絡らく事じ項こうがあるのである。Ｂ組は和樹の役目であった。


　和樹はかおりの部屋に行った。それから必要事項をメモし、かおりから「早野先生がわたしの弁当にタバスコ掛かけたんで、食べられたもんじゃなかった。仕返しに鉄てつ粉ぷん混まぜてやったけど」と愚ぐ痴ちるのを聞かされ、各部屋に明日の予定を伝でん達たつし、自分の部屋に戻った時はかなりの時間がたっていた。


　仲丸と御厨はまだ戻っていなかった。他の連中の姿もない。どこかで賭と場ばでも開かれているのだろう。


　一人でいるのも退たい屈くつなので、風ふ呂ろに入ることにする。今の時間なら空すいているはずだ。


　とぼとぼ廊下を歩いた。大だい浴よく場じようへ向かう。


　宮ノ森ホテルには浴場が四つあって、『竜りよう安あん』『仁和にんな』『大だい徳とく』『南なん禅ぜん』と名前がついている。温泉ではないもののそれぞれ趣しゆ向こうが凝こらしてあり、宿しゆく泊はく客きやくには好こう評ひようであった。どこも中なか庭にわに面めんしていて、気分が落ち着くようになっている。


　浴場は時間によって男性用と女性用に分かれる。浴場二つに一つの更こう衣い室しつが付ふ随ずいしていた。今の時じ間かん帯たいは『竜安』と『仁和』が男、『大徳』と『南禅』が女であった。


　大浴場は独どく立りつした棟むねになっている。連れん絡らく用ようの狭い廊下を抜ける。


　中庭に出る扉が開きっぱなしになっていた。風が入り込んでいる。閉しめようとして、ふと庭を見た。


　見たことのある制服が、灌かん木ぼくの奥おくでうごめいていた。


　和樹は息を飲のんだ。急いで庭に出る。


　葉をかき分けて近づいた。その向こうにいた人物が二人、びっくりしたように振り向いた。


　和樹は文句を言った。


「ちょっと、仲丸！」


「黙だまれ、でかい声出すな」


　仲丸の大きな手が、和樹の口を塞ふさいだ。隣の御厨はきょろきょろと、周囲に注ちゆう意いを配くばっている。


「お前に騒がれると全すべてがパーだ。班はん長ちようなら班員のやることを黙もく認にんしろ」


　むがむが言い続ける和樹。仲丸は手の力を緩ゆるめようとしない。


「ばれちまったもんは仕し方かたがない。誰にも喋しやべらないでくれ。計画が成功するまででいい」


「そうだよ、式森も仲間に加くわわっていいからさ」


　身を低くしていた御厨が言う。手には液えき体たいの入った瓶びんを持っていた。


　和樹はようやく仲丸の手から逃のがれた。


「分かったよ……それで、なにをする気なの」


「あそこ、なんだか分かるか」


　仲丸が背の低い建物を指ゆびさした。


「……浴場だろ」


「そうだ。修学旅行で浴場といったら、やることは一つ」


　のぞきである。和樹はげんなりした。


「やっぱり……やめなよみっともない」


「みっともないものか。これこそ男の夢ゆめ。ロマン。旅行の定てい番ばん」


「ホテルだって対たい策さくくらい考えているよ。無む理りじゃないか」


「それが違うんだ」


　仲丸が自じ信しんありげに言った。


「確かにここの浴場には、透とう視しできないよう特とく殊しゆ建けん材ざいが使われているし、魔法陣まで書いてある。だがそこが盲もう点てんだ。屋根の方に窓まどがあるだろ」


　和樹は浴場を見た。茶色っぽい屋根の少し下に、水すい蒸じよう気きを逃にがすためなのか、小窓があった。


「魔法対策をしているから、ホテルは油ゆ断だんしたんだ。景けい観かんを良くするために木を植うえたのも裏うら目めに出た。木を登って屋根を伝つたい、あそこから中がのぞける。見取り図と照てらし合わせて確認したんだ。間違いない」


　良く考えたものである。和樹は、はあと答えるしかなかった。


「しかもだ。御厨が薬を調ちよう合ごうした。それをボイラー室から浴場に送る」


　言われた御厨は、これだとばかりに小瓶を振った。


「無む味み無む臭しゆう。でも嗅かいだら一発で眠ねむっちゃう。不ふ快かい感かんも、証しよう拠こも残らないよ」


「でも眠らせてどうするのさ」


「のぞくだけじゃもったいねえ。写しや真しんを撮とる」


　仲丸は首から提さげたカメラを見せた。


「そんなことまで……。熱ねつ心しんって言うか、頭がおかしいって言うか」


「あまり褒ほめるな。ちょうど今は、『南禅』に松田や杜崎が入っている。チャンスだ」


「良く知ってるね」


「女子を買ばい収しゆうした。高くついたがそのかいはある。目もく標ひようはただ一つ、松田だ」


「え？」


　意外な言葉であった。つい和樹は訊いた。


「仲丸……実は松田さんのこと、好きなの？」


「嫌きらいに決まってんだろ」


　彼は、馬ば鹿かなことを聞くなという顔をしていた。


「年上以外に興きよう味みはない。夕菜ちゃんは別だが」


「だって……」


「まあ聞け。俺は松田の裸はだかを写真に収おさめて、ネットにアップし全世界へと──」


「それはやりすぎ！」


「──はしないで、強ゆ請する材ざい料りようにする。オールヌードだ。さすがのあいつも屈くつするだろう。悔くやし涙なみだにくれるが、俺に従したがわざるを得ない松田。くくくくく、いいシチュエーションじゃないか。俺は明日から女ぜ衒げんに転てん職しよくするかもしれん」


　身体中から力が抜けた。確かに計画は大きいがやることは小さい。ずいぶんねじ曲まがった復ふく讐しゆう心しんである。


「……僕、抜けていい？」


「もう遅い。俺たちは一いち蓮れん托たく生しようだ。お前も立りつ派ぱな一員だぞ」


「立派じゃなくていいから、帰りたいなあ」


「仲間を裏うら切ぎる気か」


「だって仲間じゃないし」


　返事を待たずに、廊下へ戻ろうとする和樹。そこを仲丸からの低い声こわ音ねが引き戻した。


「式森、お前山瀬と仲良くしてたな」


「……えっ？」


「清修の女とねんごろになるとは、なかなかやるじゃないか。うちのクラスはあの騒動で失しつ念ねんしているが、これを思い出したらただじゃおかんぞ」


「ぐ……」


　和樹は絶ぜつ句くした。Ｂ組は抜ぬけ駆がけ行こう為いに厳きびしい。誰もがそれを狙ねらっているくせに、他人にやられると激げき怒どするのである。しかも相手は、もめたばかりの清修の女子生徒である。


「や、山瀬さんは元々葵学園だよ……」


「それがどうした。俺たちにそんなこと関係ないのは、良く知っているはずだ」


「うっ……。ひどいぞ仲丸……」


「運命とはそういうもんだ。さあ、これで決心がついたな」


　和樹は渋しぶ々しぶうなずいた。京都御苑で沙弓に言われた「のぞきとはいい趣しゆ味み」を思い出してしまい、ますます気が滅め入いった。


　仲丸は「ちょっと時間がたちすぎたか」とつぶやきながら、手で御厨に合あい図ずを送った。小柄な男子生徒は、承しよう知ちの印しるしに片手をあげ、どこかへ消えていった。


「ボイラーは御厨に任せる。式森、行くぞ」


　勝手に行ってくれと言う間もなく、仲丸は欅けやきの木に取りついた。


　するする登っていく。スポーツ万ばん能のうというのは、木き登のぼりにも才さい覚かくを発はつ揮きするらしい。彼は太ふとい枝えだに足をかけ、ざっと周まわりを確かく認にんし、手て招まねきをした。


　和樹は体力不足の上に運うん動どう神しん経けいも怪あやしい。仲丸の何なん倍ばいもの時間をかけて、ようやく登り切った。


　そこから枝が一本、屋根に伸びていた。一人ずつ、慎しん重ちように伝っていく。


　屋根に降りる。瓦かわらだった。


「式森、あまり動くなよ」


　仲丸がささやく。へたに歩いたらがちゃがちゃ音を立ててしまう。自然と中ちゆう腰ごしになった。


　すぐ側そばが廊下だった。天てん窓まどが並んでいる。浴場ののれんをくぐる姿がここから分かる。それは向こう側からも同じだが、さいわい誰もいない。


　と、女子が歩いているのが見えた。


「伏ふせろ！」


　焦あせった。仲丸のすぐ側で腹はら這ばいになる。ぱたぱたとスリッパの音がした。浴場に近づいている。また誰か入るのだ。


　間かん一いつ髪ぱつ気づかれなかったようだが、危き険けん度どは増ました。人が増えればばれる可能性も上がる。だが、どうも仲丸は余よ計けいに闘とう志しを燃もやしたようで、ガッツポーズなんぞをしている。


　和樹は同級生の服ふくを引っ張った。


「ねえ、今の誰だか分かった？」


「ああ、ちらっとだけどな。あれは夕菜ちゃんだ……」


　ごくりと、仲丸が唾つばを飲み込んだ。





　夕菜は風ふ呂ろ好ずきである。いつもならスキップするようにして浴場に行くのだが、今日はそうではない。


　まだ昼間の感情が残っているのである。ちょっとだらだらした感じで更こう衣い室しつに入っていった。


　中はがらんとしていた。いくつかのかごには服ふくがあるので誰もいないわけではないが、それでも少ない。のびのびと入るのが好きなので、ちょうど良かった。


　手て早ばやく脱ぬぐ。贅ぜい沢たくにもかごを二つ使って、服と下した着ぎを分けて入れた。入れてからためらったが、誰か来る様子もない。


　横に洗せん面めん台だいがあった。鏡かがみに自分の身体からだが映うつっている。じっくりと眺ながめてみた。


　白い肌と、程ほど良よくスリムな肢し体たい。他人と比くらべたことはないが、それなりにいい方ではないかと思う。女の子にありがちなうぬぼれを差し引いても、まるで駄だ目めってことはないはず。


　でも、自分の思い人は振ふり向むいてくれない。和樹さんはどうして無む視しするのだろう。色々な手しゆ段だんは試ためしたがうまくいかない。もう裸はだかで迫せまるくらいしか手がなくなった。


　いっそやってみようか。しかし、それも失敗したらどうしよう。この身体では駄目かも。だって胸むねがちょっと──


　顔を赤らめた。ここは自じ信しんがない。個こ人じん差さとはいえ、気にしている個か所しよだ。


　そう言えば、山瀬さんは胸が──


　昼間のことを思い出し、むっとする。千早は意い外がいと体つきがいい。制服の上からでもはっきりと分かった。和樹さんはああいうところを見ているのかしら。すぐにへらへらするんだから。女の価か値ちはバストの大きさじゃありません。


　彼女は自分の行いき過すぎた想そう像ぞうに腹はらを立てながら、『南禅』のガラス戸を開けた。


　浴場には水蒸気がこもっていた。湯ゆ船ぶねと床が木で造つくられていて、かなり贅沢だ。先に身体を洗ってから、湯船に入った。


　先客がいた。と言っても二人だけだが。


「松田さん？」


「あら、夕菜も来たの」


　和美が縁ふちに座すわって、足だけ湯につけていた。隣の背の高い女性は沙弓だ。


「今け朝さも入ってなかった？」


「好きですから」


　言いながら、湯船に浸つかった。程良い温おん度どが身体に染しみ込こむ。


　夕菜はゆっくりと全身を伸ばした。


　和美と沙弓は、座って話を続けていた。オーストラリアの優ゆう先せん投とう票ひよう制せいをＢ組に適てき用ようしたらなにが起こり、どんな不ふ正せいが可能かというシミュレーションらしい。女の子らしい会話とは言えない。


　もっぱら和美が喋しやべっており、口くち数かずの少ない沙弓は聞き役である。夕菜はそんな二人を、ぼーっと観かん察さつしていた。


　沙弓は長ちよう身しんだがけして大女ではなかった。すらっとしているのである。皮ひ膚ふが真まっ白しろで、それでいて張りつめている。合あい気き術じゆつの特とつ訓くんを欠かかさないためか、無む駄だな肉にくもなかった。玖く里り子こと違い、背が高すぎて男が敬けい遠えんしているらしいが、憧あこがれるところもある。


　隣の和美の背は夕菜と同じくらいだが、身体のバランスがとれていた。要よう所しよが引ひき締しまっている。こっちも魅み力りよく的てきだ。スポーツはしていないはずだから、そういう体たい質しつなのだろう。


　ため息をついた。どっちもうらやましい。自分の身体と交こう換かんしてもらえないだろうか。


　見ているうちに、全ぜん身しんが熱あつくなってきた。肩の部分だけお湯から出す。和美がこっちを向いた。


「どうかした？」


「いえ……いいなあって……」


　和美が奇き妙みような顔をした。湯船に入る。


「なにがよ」


「その……裸……。うらやましくて」


「変なこと言うのね」


「だってわたし、胸がないから」


　恥はずかしそうに笑う。


「そう？　気にすることないんじゃない。どれ」


　ぎゅ、と胸を摑つかまれた。


　小さく叫さけんで、夕菜はあごまで湯船に沈しずむ。


「なにするんですか！」


　和美は右手を握にぎったり開いたりしていた。


「それほど小さくなかったわよ。柔やわらかくていい感じ」


「変なこと言わないでください」


「ほんとほんと。悪くないわよ。ね、沙弓」


　長身の女性は、返事代わりに肩をすくめて見せた。でもなお、夕菜にはもやもやした感情が残ったままだ。


「……そうでしょうか」


「そうよ。夕菜は可愛いから、男が放ほうっておかないわよ。関係ないって」


　でも放っておかれてるんです。夕菜は鼻はなまでお湯につけて、ぶくぶく音を立てた。


　その仕し草ぐさに和美が笑った。


「そんなに気になることなの？」


「だって松田さんや杜崎さんはスタイルいいじゃないですか。だからそんなこと言えるんです」


「わたしはそれほどでもないけど……沙弓はそうかも」


　言われて気づいたのか、沙弓は両りよう腕うでで胸を隠かくした。


「この女は背高いから、胸もでかいわよー。クラブの後こう輩はいで、一いつ緒しよにお風呂入りたがる娘多いもんね」


「言うな」


　沙弓が顔をしかめる。


「そうなんですか？」


「……まあ、そんなことも」


　夕菜はしげしげと沙弓の身体を観かん察さつした。均きん整せいのとれた、非ひの打ち所のないプロポーションである。グラビアのモデルだってここまで完かん璧ぺきではない。一緒に入りたい気持ちも分かる。それにあの胸は──


　思ったことが、つい口に出た。


「沙弓さん、触さわっていいですか」


「ばっ、馬ば鹿か！」


　彼女は飛び上がった。


「私にそんな趣しゆ味みは──」


「いいわね。夕菜、わたしが押さえているから触っちゃえば」


　和美が後ろに回り込んで、両腕を抱え込んだ。


「和美、やめて！」


　顔面を紅こう潮ちようさせる沙弓。和美は見かけによらず力があるのか、逃のがれられなかった。


「まあまあ。同級生のためだと思って」


「う……」


　夕菜はぺこりと頭を下げた。


「じゃあ遠えん慮りよなく」


「ら、乱らん暴ぼうなことしないで」


　夕菜は慎しん重ちように、豊ゆたかな双そう丘きゆうへと手を伸ばした。


　ふにふに。くにくに。


「……おっきい」


　しみじみと、夕菜は言った。


「うらやましいです。半分、くれませんか」


「くれるって……そ、それより、そんなに強く握んないで」


「あ、ごめんなさい」


「ひゃっ！　優やさしくしろってことじゃないの！」


　沙弓が身体をくねらせた。和美はおかしそうに、


「あらどうなさいました。杜崎家のご令れい嬢じようにして真しん堂どう流りゆう合気術の達たつ人じん様が、庶しよ民みんのように恥ずかしがるとはお珍めずらしい」


「馬鹿……も、もういいでしょう。離して」


「すみません。ありがとうございました」


　夕菜は沙弓から離れた。湯船にもう一度浸つかり、じっくりと自分の両手を眺める。そこに和美が訊いてきた。


「どうだった？」


「かなりの差が……」


「縮ちぢまるかしら」


「ちょっと難しいです。でも今後の努ど力りよくで少しでも……ふあ」


　口を手で覆おおう。眠ねむくなってきた。


　目を強くこすったが眠気は去さらない。和美と沙弓もあくびをしていた。三人揃そろって睡すい魔まに襲われている。


「なにかしら……とっても……眠い……」


「そうね……」


　和美の台詞もどこか遠くから聞こえている。時々意い識しきがすっと消えた。


「ここ……お風呂場なのに……もう……眠……」


　夕菜はこてんと倒れた。そのまま目をつぶり、あっという間に寝ね息いきを立てる。


　三人は裸のまま、浴場で眠りこけた。





「聞こえるな……」


　屋根の上で仲丸が囁ささやいた。


「なにが」


「女どもの声だ。妙みように楽しそうだぞ」


　和樹も耳を澄ませてみた。かすかであったが、女性の話し声がする。ただ、楽しいかどうかは分からない。


「風呂で遊んでるの？」


「そこまでは知らんが……いや待て。声が小さくなってきた。これはそろそろ……」


　仲丸はできるだけ身体を小窓に近づけようとしていた。目立たないように、両手両足をびたっと伸ばしている。まるで轢ひかれたカエルだ。


　和樹はそこまでやりたくなかったので、半はん身しんを起こして庭をうかがった。


　するとそこに御厨が戻ってきた。二人に向かい、両りよう腕うでで大きく丸を作っている。


「成せい功こうしたみたいだね」


「よしよし。女の声も聞こえなくなった。やるぞ」


「え……」


　和樹は口ごもった。


「夕……宮間さんもいるんだろ」


「ラッキーじゃないか。清せい純じゆん派はアイドル禁きん断だんの姿がここに。こんなチャンスは滅めつ多たにねえ」


「いやでも……」


「先に行くからな」


　瓦を鳴ならさないよう、仲丸がトカゲのようにゆっくり這はった。和樹も嫌いや々いや後に続く。


　屋根の縁にたどり着く。水蒸気が立ちのぼっているのが見えた。


「すげえ湯ゆ気げだな」


　仲丸はカメラのスリングを首から外はずした。右手に持って、身体ごと伸ばす。


　上半身が縁を越え、天てん窓まどにぐぐっと近づく。手にしたカメラがその内側へと──


「やっぱり駄目！」


　和樹は仲丸の背せに飛び乗った。


「うおっ、なにしやがる！」


「写真なんか絶ぜつ対たい駄目だ！」


　カメラを取り上げようとしたが、仲丸の方が体たい格かくも良く力も強い。逆に弾はじかれそうになった。和樹は懸けん命めいにしがみつく。


「焼やき増ましはお前にもやる！」


「そんなことじゃない！」


　瓦ががちゃがちゃ鳴り響く。二人は屋根の上で転がり回った。仲丸が強ごう引いんに、和樹を引き剝はがした。


　和樹は中腰になってたたらを踏ふんだ。足元が乱みだれ、屋根を転がった。


「まずい……！」


　瓦を摑つかもうとして、失敗。身体が反はん転てんして頭から落ちそうになった。バタバタさせた足先がなんとか引っかかる。そのまま逆さかさになって、天窓の隙すき間まに頭が入りそうになった。


「あ……えっ……？」


　浴場の中には、瓦の音に驚おどろいたか、洗あらい場ばから見上げている少女がいた。なにがあったのか理り解かいできないと言うようにぽかんとしているのは、夕菜でも和美でも沙弓でもなく──千早であった。


「えーと……あーっ!!」


　和樹は悲ひ鳴めいを上げて、大浴場『大徳』の屋根から落らつ下かした。





　夕菜はうつぶせのまま、ふと目が覚さめた。


　目をこすって起きあがると、和美と沙弓も横たわっていた。彼女たちも今目覚めたようだ。


「あは……寝ちゃいました」


「わたしもそうみたい」


　上じよう半はん身しんを起こした和美が答える。


「珍しいわね。三人揃そろって風呂で寝てしまうなんて。疲つかれてたのかしら」


「そうかもしれません。色々ありましたから」


　夕菜は立ち上がった。沙弓はもう浴場から出て着き替がえている。眠気や不快感はなかった。湯あたりも起こしていない。


　浴場の外からは、なにやら物音がしていた。


「なんでしょう……」


　沙弓がガラス戸を開けた。すでに浴衣ゆかたを着ていた。


「事じ故こがあったらしいわ」


「事故ですか？」


「誰かが屋根から落ちた、とか。庭に人ひと型がたがついているけど誰もいないみたいで、ホテルの人が探しているらしいんだけど……なんだかよく分からないわ」


「はあ……？」


　夕菜は頰ほおに指を当て、首をかしげた。





　　　○





　三日目は自じ由ゆう行こう動どうである。班ごとに分かれて、京都市内を自由に修学する。クラスによっては、奈な良ら、大おお阪さかに行く者たちもいた。


　Ｂ組生徒も、食事が終わった班からホテルを出た。駐車場に観光バスが止まっていたが、厄やつ介かい者ものを乗せずにすんでほっとしているようにも感じた。


　和樹たちの班は市し営えいのバスを使って、とりあえず京都駅まで出ることにしていた。


　バスの中はよどんだ空気が充じゆう満まんしていた。どこからかＢ組生徒の悪あく名みようが漏もれたらしく、運うん転てん手しゆはマネキンみたいに無む口くちな中年男性で、車体も三十年前に作られてそのままとおぼしき代しろ物ものであった。一般乗客はおらず、Ｂ組の生徒を除のぞけば撃うち殺ころされたカラスしかいない。


　もっとも生徒たちにも会話はないから、バスにふさわしいと言えなくもない。女子三人はそれなりに話をするのだが、男三人は口を開こうとすらしない。皆みな、憔しよう悴すいしていた。


「式森君、どうしたの？　怪け我が？」


　和美が擦すり傷きずだらけの和樹を眺めて訊きいた。


「うん……」


「元気ないわね」


「一ひと晩ばん中じゆう、逃げ回って追おっ手てをまいたり大変だったんだ。アリバイ工こう作さくに所しよ持じ金きんのほとんどをつぎ込まなきゃならなかったし」


「……なんのこと？」


「僕の妄もう想そう……だといいな」


　彼女はちょっとだけ笑ったが、仲丸と御厨は、くすりともしなかった。


　市バスは京都駅に着ついた。ここのターミナルで乗り換かえて、上かみ賀が茂も神じん社じやまで行くのである。


　快かい速そく９と表示された車しや輌りように揺ゆられること四十分あまり、上賀茂御み園その橋ばしバス停ていに到着する。市バスは和樹たちだけを下ろすと、さっさと走り去った。


　しばらく歩く。五分ほどで真っ赤な鳥とり居いが目に入った。その向こうには静かにたたずんでいる緑の敷しき地ち。


　上賀茂神社。正しくは賀茂別わけ雷いかずち神社という。京都でもっとも古い神社の一つだ。下しも鴨がも神社と合わせて賀か茂も社しやと呼ぶ。


　創そう建けんはなんと七世紀。境けい内だいには国こく宝ほう二ふた棟むね、重じゆう要よう文ぶん化か財ざい三十四棟を含ふくむ四十余棟が立ち並び、神こう々ごうしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。積つみ重かさねられた歴史から来る重じゆう厚こうさは、信しん仰こう心しんのないものですら態たい度どを改あらためさせるものがあった。


　ここでは五月十五日に葵あおい祭まつりと呼ばれる祭さい礼れいが開かれる。元は五ご穀こく豊ほう穣じようを願うもので、壮そう麗れいな行ぎよう列れつが市内を練ねり歩あるく。葵学園の名はここから取られているのだ。そのため東京を発たつ前に、一度は上賀茂神社を参さん拝ぱいしておけと言われていた。


　ちょっと服ふく装そうを正し、鳥居をくぐる。参さん道どうをゆっくり進んだ。


　境内はかなり広い。隣がゴルフコースなのだが、京都御苑よりも静かだった。文化財の宝ほう庫こなので、一行はそれなりに厳げん粛しゆくな気持ちになった。


「あれ……ここにもいないな」


　朱しゆ塗ぬりの楼ろう門もんの前で、和樹はつぶやいた。


「式森君、待まち人びとあり？」


　和美の質問に、きょろきょろしながら返答する。


「うん。清修の人たちとね。昨日ちょっと……でも見ないな」


「そうね。いないんじゃない」


　ここ数日ですっかりなじみになった薄うす緑みどり色の制服が、どこにもなかった。向こうも自由行動だから、遅れているのだろうか。


「どこにも見えませんね」


　夕菜も、意外という風に言った。千早がいなければいないで、心配になるらしい。きょろきょろしていた。


「しょうがないな……」


「それより腹はら減へったぞ、式森」


　仲丸が時と計けいを指さし示しめして言った。


「もう昼だ。清修よりも辛しん気きくさい神社よりも、うまいもんが食いたい」


「そうだね……いったん出ようか」


　一行は神社の敷地を出た。


　食事のとれる店は、参さん拝ぱい客きやく目当てのがあり、すぐに見つかった。湯ゆ葉ば料りよう理りを食べさせる店である。高くてまずいに決まってると文句も出たが、歩き回るのは面めん倒どうだと言うことで、そこに入った。


　引ひき揚あげ湯葉のランチはそれほどまずくはなかった。ただ値ね段だんが二千円もしたため、仲丸が「なんだこの金きん額がくは。まるで強ごう盗とうだぞ」と女子店員にけちをつけた。おまけに和美がフォローのつもりで「強盗は頭にストッキング被かぶるけど、ここじゃちゃんと足にはくのよ」と言ってしまい、相手が泣なきそうになったので、急いで退たい出しゆつするはめになってしまった。


　外に出ても、まだ太たい陽ようは高かった。


「神社の中、まだ全部見てないわよね」


　和美が「塩しお持ってこい」と奥おくで声のする店をにらみながら言った。


「いくつかあるんじゃないのか。権ごん殿でん見たっけか。確か国宝だぞ」


　仲丸が靴くつひもを直しながら答える。


「国宝？　売り飛ばしたらいくらになるのかしら」


「建物だぞ。持ち運はこべねーよ」


「権けん利り売ればいいのよ。書しよ類るい偽ぎ造ぞうして」


「昨日は清修相手にそれでばれたんだぜ」


「まさか神社使ってやるとは思わないでしょ。判はん断だん力りよくを失うしなわせるくらい噓うそを大きくするのがポイントよ。上賀茂大社とかペーパーカンパニー作って資し金きん集めるのもいいわね」


「罰ばちが当たりそうだな」


　そんな話をしながら歩き出す。


　和樹は店員に頭を下げていたので遅おくれた。追いつこうと駆け出す。


　突然、袖そでをぐいっと引っ張られた。力ずくで建物の間の小こ道みちに引きずり込まれる。


「なん……！」


「しっ」


　背の高い女性が唇くちびるに指を当てる。引っ張り込んだのは沙弓であった。


　彼女は、いつものような冷つめたさの混まじった表情をしていた。ただ、その眼に焦あせりのようなものも浮かんでいる。


　沙弓は和樹の腕を放はなさず、耳元に口を近づけた。


「つけられてる」


　彼女は低い声で、そう言った。


　和樹は一瞬、なにを言われたのか理解できなかった。


「つ……つけられてるって」


「文字通りよ。式森君の後こう方ほう、ちょっと離れた場所にいる」


　沙弓は物もの陰かげに身を隠したまま告つげた。顔を出して確認することはしない。相手に気づかれるからだ。


「なんで……昨日の連中？」


「分からない。昨日で終わったとは思ってなかったけど……」


　彼女がつぶやいた。


「どこにいるの」


「気づいたときは喫きつ茶さ店てんの影かげだった。今は見あたらない」


「人数とか、正体とかは」


「一人。小こ柄がらだった」


　和樹は眼を細めて、土産みやげ物もの屋やのショーウィンドウを眺めた。反はん射しやで相手の位置を摑めるかもしれないと思ったが、歪ゆがんでいてよく分からない。もっともこっちから確認できたら、それは向こうも同じということだ。


　二人は壁に身を寄せたまま、息を殺ころしていた。観かん光こう客きやくが通り過ぎていく。仲丸たちは先へ行ってしまったが、こうなった以上、走るわけにもいかない。


「ここでこんなことをしてるのも間抜けね。仕し掛かけるわよ」


「ど、どうするの」


　沙弓は振り向かずに、親おや指ゆびで後方を指した。


「あっちに公園があった。児じ童どう公こう園えんだ。そこまで連れていく」


　彼女は和樹を歩ほ道どうに押し出した。


「さあ、さっきと同じように歩いて」


「えっ、そんな」


「いいから歩く」


　和樹はぎくしゃくと、足を踏ふみ出した。


　クラスメートが行ってしまった道を、こわばった仕し草ぐさで歩く。沙弓は隣にいたが、彼女は平へい然ぜんとしていた。


　しばらくしてから左に折おれる。車の騒そう音おんが消えて、急に静かになった。


　古い民みん家かが多い。生せい活かつ音おんはしなかった。木の扉とびらがしっかりと閉じられていて、他からの侵しん入にゆうを拒こばんでいるようにも感じる。そんな家や並なみを和樹と沙弓は、緊きん張ちよう感かんを保たもったまま歩いていった。


「来てるの」


　小声で喋しやべったが、声が裏うら返がえった。


「多分」


　彼女はいつも通りだ。


　公園が見えた。あまり大きくなかった。昼なので外がい灯とうはついていない。象ぞうの形をした滑すべり台だいや年ねん季きの入った雲うん梯てい、小さな砂すな場ばがあった。


　大きさのわりには木々がかなり生おい繁しげっていた。腰こしくらいの高さの植え込みもある。


「好こう都つ合ごう」


　沙弓が言った。


「合あい図ずしたら公園に飛び込んで。手前の繁みに隠かくれる。相手が追ってきたら、捕つかまえて尋じん問もんするから」


「捕まえるの？」


「そう。式森君も興味あるでしょう」


　ないよとつぶやいたが、もはや逃げるわけにもいかない。


　入り口が近づいた。ペンキの剝はげた柵さくで仕し切きられている。下はコンクリートだ。


「いくわよっ！」


　沙弓と共にダッシュした。柵を飛び越え、身を低くする。つつじらしき繁みに隠れた。


　ちょっとした運うん動どうだったが、それでも動どう悸きがした。沙弓と並ぶようにして、なるべく小さくなろうとする。枝えだと葉はが濃こくて、中からだとあまり外が見えない。


　誰か走ってきた。公園の入り口でいったん止まると、左右を見回す。少しためらってから、中に入った。


「いまだ！」


　号ごう令れいをかけた沙弓が、何故か和樹を突き飛ばした。つんのめるようにして外に出る。たたらを踏ふみながら顔をあげると──


　見知った女の子が目を丸まるくしていた。


「……式森君」


「え、あ……山瀬さん」


　和樹もまた、千早がいることにびっくりしていた。


「あの……山瀬さんが、あとをつけてたの？」


「え……」


　彼女は顔を赤くしてうつむいた。


　驚いていると、両りよう肩かたを摑まれた。いつの間にか、背はい後ごに沙弓が立っていた。


「ねえ式森君。あなた、彼女のお風ふ呂ろのぞいたでしょう」


「うん……って、な、なに言ってんの杜崎さん！」


　急いで否ひ定ていしたが、沙弓は冷れい静せいに言った。


「隠かくさないで、知ってるんだから。あなたのやったことに彼女もひとことあるの。でも風呂のぞかれた直ちよく後ごに、会うわけにはいかないわよね」


「……いやでも……あっ、杜崎さん、誰がつけてたか、知ってたな！」


　彼女に食ってかかる。沙弓は平然と切り返した。


「千早は親しん友ゆうなの」


　にやっと笑う。


　和樹は驚いて口を開けた。そうか、だから京都御苑で千早を見ても、なにも言わなかったのだ。


「それでねえ、式森君」


　沙弓がさりげなく、和樹の右手を取った。


「千早はあなたと、二人で話がしたいのよ。ここなら人も来ないし、いい場所でしょう」


「で、でも……いっ！」


　右手に激げき痛つうが走った。彼女が手首のつぼを、親指できつく押していた。


「痛い痛い痛い痛い──」


「女の子のお願い、聞いてくれるわね」


「でも……うわぎゃっ!!」


「なにか言った？」


　痛さのあまり腕を振り回そうとしたが、まったくどうにもならなかった。しょせん格かくが違う。


「分かった分かった、分かりました！」


「優しいわ」


　指の力が緩ゆるまる。和樹は安あん堵どのため息をもらした。沙弓は感かん謝しやしている口ぶりだったが、どことなく脅きよう迫はく者しやめいていた。


「杜崎さん……やっぱりＢ組の生徒だよ……立派な……」


「余よ計けいなことはいらない」


　また力が込められ、和樹はのけぞった。


「これでわたしは遠えん慮りよする。班員には、適てき当とうに言っておくから」


　沙弓はそれだけを残し、二人に背を向けた。


　和樹と千早は、二人きりで公園に残された。彼女はまだうつむいていた。


　わざとらしく咳せきをしてみる。


「あの……山瀬さん」


　返事はない。聞こえているとは思うが。


「えー……なにかありましたら」


「あの……ね。式森君……」


　彼女は独どく白はくのようにつぶやいた。


「はい？」


「昨さく夜やのことなんだけど……」


「えっ……あっ……あれは……」


「式森君も健けん康こうな男の子なんだから、女の子の身体に興味を持つのは、普ふ通つうだと思うよ。でも……もうちょっとやり方が……」


「ごごごごめんなさい！」


　和樹は土ど下げ座ざしそうな勢いきおいで頭を下げた。


「その、悪わる気ぎはなかったっていうか、いや、悪いんだけど、成り行きであんなことしちゃって、だけどもちろん責せき任にんは僕にあって、でも本当に偶ぐう然ぜんで、あれはただの間違い……いやいや」


　彼女の顔を見ないまま、懸けん命めいに喋った。頭に浮かぶ謝しや罪ざい文ぶんを片かた端はしから口にしていく。


　やがて、千早がくすりと笑うのが聞こえた。


「あのね……そこまで謝らなくても、いいよ」


「え？」


「あたしも、突然でびっくりしただけだから。だって男の子がいきなり……。でも式森君だったから、まあ、いいかなって」


　はにかんだような口調であった。照てれみたいなものが混まじっている。


　和樹は顔を上げた。


「でも……いいの？　やっぱり僕が悪いんだし」


「じゃあ訴うつたえる」


「ええっ!?」


「うーそ」


　彼女は破は顔がんしていた。いつもの千早であった。


　和樹はほっとした。彼の顔にも笑えみが浮かぶ。


　太陽に雲くもがかかり、日ひ射ざしがゆるむ。梢こずえに止まっていた雀すずめが、ちちち……と鳴ないて、どこかへと飛んでいった。


「そういえば、清修の他ほかの人たちは。自由行動だろ」


「自由だよ。だからあたし一人」


「そうなの？　一緒に見学するって……」


「みんなにお願いして、あたしだけにさせてもらったの」


　彼女は改あらたまった。


「式森君にね、訊きたいことがあるんだ」


　和樹も少し、背せ筋すじを伸ばした。


「なに」


「えーと、まじめに訊くね。式森君って、宮間さんとつき合っているの？」


　和樹は息を詰つまらせた。予よ期きしていなかった質問だった。


「……なっ、え？」


「だから、宮間さん、彼女なの？」


　言葉が出てこない。はぐらかしたり、茶ちや化かしたりしようにも、彼女の眼まな差ざしは真しん剣けんだ。


「そ、それはね……」


「はっきりしてよ」


「えーと、えーと、えー……」


「……じゃあ質問変える。式森君は、好きな人いる？」


　和樹はまた絶ぜつ句くする。これはもっと答えにくい。


「う……」


「あたしは好きな人、いるよ」


　誰のことだか分かっているのかと、瞳ひとみの奥が問いかけていた。


「んー……その……」


「答えて」


　千早は真ま顔がおで和樹を見つめていた。
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　たじろぐことすらできない。なにか言うまでは、解かい放ほうしてくれそうになかった。


（……さん）


　頭の奥で誰かが囁ささやく。だがそれどころではない。


（和……さん……）


　はっとなった。聞き覚えのある声。


（和樹さん……！）


　夕菜だ。かすれているが間違いない。しかも念ねん話わである。


「山瀬さん、聞こえた!?」


「ええ……」


　彼女も顔かお色いろが変わっている。耳にしたのだ。


　あれはただごとではない。助けを求めたような声だったのだ。なにかあったのだ。


「行ってみる！」


　和樹は駆かけ出した。





　上賀茂神社、朱しゆ塗ぬり二に層そうの楼ろう門もんを背にしたところに、夕菜はいた。


　傍かたわらには沙弓、後ろには仲丸、和美、御厨がいる。全員やや顔を青ざめさせ、立ちすくんでいた。その周囲を男たちが取り囲んでいる。


　全員が胴着姿。「神城のおちこぼれ」たちだ。総そう勢ぜい十人以上。しかも京都御苑の時と違い、全員鈍にび色いろに輝かがやく刃やいば──日本刀を構かまえていた。


　武ぶ器きを手にしているからか、目が殺さつ気きを放っている。他人を傷つけることもいとわないつもりだ。


　こちらは素す手で。しかも素人しろうとである。やはり恐きよう怖ふが先に立つ。沙弓だけはひるんだりしていないが、腕と足から血を流していた。先ほどの戦せん闘とうで何か所か傷を負ったのだ。相手に手て練だれがいるのである。


「……卑ひ怯きよう者ものめ」


　歯を嚙かみ鳴ならして、沙弓が言った。


「私だけが目的じゃないのか」


「ああ、そのつもりだった」


　ひときわ体の大きい、角かく刈がりの男が言った。


「ところが昨さく晩ばん、本家から連れん絡らくがあってな。俺たちは完かん全ぜんに破は門もんよ。誰が九州に報しらせたか知らねえが……これで遠えん慮りよすることもなくなった」


　真剣の柄つかを握る手に血けつ管かんが浮ういていた。


「手段は選えらばねえことにした。目撃者も残したくねえ。往おう生じようしろや」


「……破門されるわけね」


「うるせえ！」


　男たちが舌打ちにしか聞こえない言葉を唱となえた。圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんだ。刀が発はつ光こうし、刀とう身しんを包つつみ込んでいく。パワーと切れ味を何倍にもする剣けん鎧がい護ご法ほう。


　彼らは距離を詰つめた。切っ先が眼がん前ぜんにまで迫せまってくる感じがする。


　がさりと音がした。


「夕菜……！」


　男たちの向こう側に葵学園の制せい服ふく。和樹だ。何人かの男が背はい後ごを振り返った。注意がそれる。


　その瞬間、沙弓が地面を蹴けった。


　疾しつ風ぷうの動きで手て近ぢかな男の懐ふところに飛び込む。腕うでを摑んだ。


　一瞬で男の身体は宙ちゆうに投げ飛ばされていた。日本刀が遠くへ飛んでいく。


「やれ！」


　角刈りが絶ぜつ叫きようした。


　白はく刃じんが煌きらめき、一いつ斉せいにこちらへ殺さつ到とうした。


　沙弓が立ちふさがった。振りかざされる真剣をものともせず、手首の関かん節せつに肘ひじ打うちを入れる。勢いが衰おとろえたところに顎あごめがけて足あし底ぞこで逆さか蹴げりを叩たたき込こんだ。さらに鳩みぞ尾おちに抜き手の一撃。


　男が泡あわを吹ふいて悶もん絶ぜつする。その身体を乗り越えるようにして、ひげ面の男が襲おそいかかってきた。


「チェストー！」


　示じ現げん流りゆうと同じかけ声で、白く輝かがやく鋼はがねが打ち下ろされる。沙弓は身体を引くが、髪かみがいくらか持っていかれた。動きを止めずに身体を斜ななめ後こう方ほうに倒たおし、左ひだり脚あし、ついで右脚を上げ、回かい転てんしつつ前に戻る。


「はぁっ！」


　百八十センチの肢し体たいに遠えん心しん力りよくが加くわわったパワーが足そつ甲こうに込められ、ひげ面の首くび筋すじに激げき突とつする。旋せん風ぷう脚きやくだ。ひげ面は車に激突したような衝しよう撃げきと共に跳はね飛とばされた。


　沙弓は着ちやく地ちで右手を地面についた。その隙すきを狙い、右から瘦やせた男が突つきを繰くり出そうとする。


　彼女はあえて地面を横おう転てんしてそれをかわす。起きあがったが、攻撃は仕し掛かけない。さきほど沙弓に傷きずを負おわせたのがこの男なのだ。ひょろりと瘦せて眼がん窩かも落ちくぼみ、いかにも冴さえない様よう相そうだが、ただの剣術使いではない。


　ふらりと揺ゆらめくように男が接せつ近きんする。軌き道どうが定さだまらず、それでいて神しん速そくの剣けん先さきが沙弓に襲おそいかかった。


「くっ！」


　彼女は思わず声を漏もらした。制服の肩から白い肌はだが露ろ出しゆつしていた。かわしたはずだが服がばっさり裂さけている。男はなおも攻こう撃げきを止やめない。流れるようだが予想外の動き。沙弓が剣先を見切れない。


　ひゅっ。


　切っ先が伸のびた。間合いが瞬しゆん時じに詰つまり、スカーフが切り取られた。横よこ一いち文もん字じに切り裂かれる。彼女は唇くちびるを嚙かんで恐きよう怖ふを殺ころし、懐ふところに突つっ込こんだ。


　刀が頭ず上じようから来る。沙弓は指を垂すい直ちよくにして両腕を立て、白しら刃は取どりの構かまえに入り──


「あぁっ！」


　悲ひ鳴めいを上げてのけぞった。男の刃は白く輝いている。受け止めようと触れた途と端たん、電でん撃げきが全ぜん身しんを走ったのであった。剣鎧護法がまだ効きいていたのだ。


　力が抜け、へたり込む。なんとか距離をとったのは、精せい神しん力りよくのなせる技わざだ。


　瘦やせ男おとこは口の端はを曲げると、ゆっくり沙弓に近づいた。





「うひゃーっ」


　御厨が危き機き感かんのない悲ひ鳴めいと共に逃にげ回まわる。仲丸が「こっちまで逃げろ」と手て招まねきするが、残った男たちは、遠えん慮りよなく襲いかかっていた。


　沙弓の仲間だからか、それとも目もく撃げき者しやとして片づける気か、とにかく彼らは本ほん気きで狙われていた。


　仲丸と和美、それに御厨は、楼門の周しゆう囲いを逃げまどっていた。


「なんだこりゃ。ひでえ話だ」


　仲丸が走りながら嘆なげく。


「沙弓ったら、なんであんな敵がいるのよ」


　和美は後ろを振り返らず、そのくせしっかり仲丸には反はん応のうした。


「金でも借かりたのかしら」


「きっと金きん利りがすげえ高いんだぜ」


「約やつ款かんをちゃんと読まなかったのよ。駄目ね」


「基き本ほんを忘わすれちゃいけねえな」


「仲丸、ストップストップ！」


　御厨が叫さけんだ。前方からも日本刀を抱かかえた男たちが走ってくる。挟はさみ撃うちにするつもりだ。


「うおっ、汚きたねえ！　いや、当とう然ぜんか」


「こっちよ！」


　和美が隣の草くさ地ちに入る。仲丸と御厨も、頭から飛び込んだ。


　そこは草地というより繁しげみで、人が隠れるだけの灌かん木ぼくがそこかしこにあった。木々がかなり伸びており、好こう都つ合ごうだ。


　頭を上げずに這はい回まわる。胴着の男たちも当然入り込んでおり、そこかしこで鬼おにごっこが繰り広げられた。


（松田、こっちだ）


　仲丸が和美の髪を引っ張る。


（痛いたい！　女の子になにすんのよ！）


（そっちじゃねえ。捕つかまるぞ）


（さっき通り過ぎていったわ。あんたの方こそやばいわよ）


（こっちでいいんだよ。従したがえ）


（冗じよう談だんじゃないわ。なんであんたなんかに）


（どうしてそう逆さからうんだ）


（従っていいことなんかあった？）


（減へらず口ぐち叩たたくな！　たくさんあったろ）


（確かにジャンク債さいと借金がたくさん増ふえたわね！　だれかに従ったおかげで！）


（可愛くねーやつ。一いつ生しよう男なんかできねーぞ！）


「……そんなの関係ないでしょう!?」


　和美がつい大声を出した。あちこちから「いたぞ！」「あっちだ！」と声がする。もう隠れていられない。立ち上がって駆け出した。


「なにやってんだよ二人とも！」


　御厨が口を尖とがらせて非ひ難なんする。


「仲丸君が変なこと言うから」


「誰のせいだ、誰の!?」


　三人は文句を言いながら走り続けた。





　和樹は千早の手を引いて駆けた。後方からは、やはり日本刀の男が追おってくる。ただし人数は少ない。


　ジグザクに逃にげたりはしない。砂じや利りを跳はね飛とばして一直線に進む。疲ひ労ろうもやってくるが、アドレナリンが分ぶん泌ぴつして、へたりがちな神しん経けいに活かつを入れた。


　真まっ直すぐ走っていたが、このままだと本ほん殿でんに行ってしまう。急ブレーキをかけ、右に折れる。草むらに入った。


　そこに先客がいた。


「和樹さん！」


「夕菜!?」


「頭を低くしてください」


　地面すれすれまで身をかがめる。胴着の男が通り過ぎていった。


　三人はいったんほっとした。


「来てくれたんですね」


　夕菜が言う。


「うん……聞こえたんだ」


「杜崎さんが、和樹さんはデート中とか言ってましたから、戻もどってこないのかと思いました」


「なんだそりゃ!?」


　和樹は変な声を出した。


　三人はしばらく身を隠かくしていた。もっとも、ずっとこうしているわけにもいかない。


「仲丸たちに合ごう流りゆうしないと……」


「バラバラよりはいいですよね」


「うん。……山瀬さん、大丈夫？」


　隣の千早が、胸を抑おさえていた。動どう悸きが荒あらい。苦くるしそうに片かた目めをつぶっている。


「……ごめん、平気。ちょっと運うん動どう不ぶ足そくだったみたい」


　彼女を確認すると、和樹は外を見た。また胴着の男が走っていったが、それきり人がいる気け配はいはない。まいたようだ。


「行こう」


　立ち上がって繁みから出る。と、


「いたぞ！」


　男の声がした。こっちを指ゆびさし叫んでいる。一人だけではなく、複数いる。


「まずい！」


　自分を呪のろった。通り過ぎたふりをして様子をうがっていたのだ。走って接せつ近きんしてくる。


「あっち、楼門へ！」


　和樹は怒鳴る。三人は懸けん命めいに駆かけ出だした。





　沙弓は仰あお向むけに倒れたまま、両りよう腕うでで這はいずった。小こ石いしが背中に入り、腕が擦すり傷きずだらけになったが、構かまっていられなかった。


　瘦せた男は表情を変えず、ゆっくり近寄ってくる。油ゆ断だんも、下げ卑びた様子も見せていない。沙弓の実力を知っていて、油断しないのだ。


　ひゅっ。


　間合いを確認するかのように男が剣を振った。スカートの裾すそが音を立てて切れる。


　瘦せ男は何度も剣を振るう。そのたびに制服が切せつ断だんされ、スカートがすだれのようになっていった。


「くうっ……」


　蹴飛ばしてやりたいが力が入らない。しょうがないので両手を伸ばし、握にぎり拳こぶしほどの小石を拾ひろう。


　男は沙弓の頭の方に接近してきた。相変わらず警けい戒かい心しんの強い目だ。


　沙弓がほとんど動けないのを確認すると、日本刀を両手で持ち、とどめを加くわえるべく振りかぶった。


　そこを狙い、沙弓は右手の小石を投げた。


　だが男はそれを予よ期きしていたか、余よ裕ゆうの仕し草ぐさで刀を動かし、弾はじく。


　次の瞬間、沙弓は残った気力を上半身にこめて起きあがった。右手で男の襟えりを摑むと、倒れる力で引き寄せる。


　男の頭が下がる。巴ともえ投げの姿し勢せいだ。だが沙弓はそのまま、左手を力一杯男のこめかみに叩きつけた。


「ぐぼっ！」


　くぐもった声がした。彼女は容よう赦しやせず、石を握にぎったまま、力ちから任まかせに何度も顔面にぶつける。技わざもなにもない。ダーティーな手段だ。


「ぐふっ……げっ」


　男は顔を腫はれ上がらせ、その場で気を失った。


　沙弓は倒れかかる身体をなんとかどかすと、苦労して立ち上がった。


「合あい気き術じゆつでもなんでもないわね……。女子プロのヒールでもやろうかしら」


　彼女はよろよろと、その場を後にした。





　仲丸たちは包囲されていた。十じゆう字じになった砂利道の中央で、ぐるりと囲かこまれていた。さっきからずっと、日本刀の刃は先さきが睨にらみつけており、黒くろひげ危き機き一いつ髪ぱつの樽たるみたいにしてやろうと狙っている。


　仲丸は囁いた。


「おい、このままじゃバーベキューの材ざい料りようみたいになっちまうぞ」


「人じん肉にくって美お味いしいのかしら」


「なに言ってんだ」


　鬨ときの声が上がり、左側の男が突っ込んでくる。これは避よけられたが、こっちからなにかできたりもしない。


　結局元の体たい勢せいに戻った。


　男たちがどんどん距離を縮ちぢめてくる。高校生相手だから余よ裕ゆうだ。


「見くびられているわ。素人だと思ってるのね」


「そりゃ思うだろ」


「仲丸君、なんとかしなさいよ」


「どうやって」


「出だし惜おしみしないでよ。あんた、魔法の成せい績せきいいでしょ」


「ただで使うかよ。回数減へらすのもったいねえ。いくら出す」


「この守しゆ銭せん奴ど！」


「出すのか、出さんのか」


「……じゃあ今度の日曜、デートしてあげる」


「はん？」


　仲丸は思わず、和美の顔を見た。


「それでいいでしょ」


「なんで貴き重ちような日曜を、お前と潰つぶさなきゃならねえんだ」


「あたしの裸、見ようとしたくせに。慰い謝しや料りよう含ふくむ」


「……なんで知ってやがる！」


「御厨君が口を割ったわ」


「てめえ、裏うら切ぎったな！」


　御厨は両りよう耳みみを塞ふさいで、聞こえないふり。


　なおも男たちは接近してくる。仲丸は低く唸うなっていたが、やがて言った。


「……よし、分かった」


「感かん謝しや感かん激げき」


　同時に男たちが動いた。


「うりゃーっ!!」


　大声を上げて白はく刃じんを振りかざした。包つつみ込こむように斬きりかかる。


　仲丸が腰を落とす。呪文を唱となえると拳こぶしに白光を集中させた。


「……せいっ！」


　正せい拳けんから放たれた発はつ光こう体たいは、一直線に飛んで正面の男に激突。爆ばく発はつして吹き飛ばした。男たちの顔に、驚きよう愕がくが走る。


「もういっちょ！」


　二発目が隣の男に命中し、これも行動不能にする。さらに突進してくる男の腕を取り、ひねりあげると直接電でん撃げきを送り込んだ。麻ま痺ひした男の身体が、地に落ちる。


　仲丸は不敵に笑った。


「なめるなよ……。杜崎ほどじゃねえが、心得はあるんだ」


　横では和美が早口で詠えい唱しようをおこなっていた。頭上に炎の塊が生まれる。それは次々に分裂して、九つになった。


「いくわよ……九龍鞭ジユウロンビエン！」


　九つの炎が龍の頭に化けた。それぞれ意志を持った怪物のように、男に襲いかかる。


「はーっ!!」


　前後左右上下から炎が男に襲いかかる。死なないくらいに抑おさえてあるが、高熱だ。男はそのまま悶もん絶ぜつした。


　和美の目が妖しく光る。髪かみがふわっと浮うき上がり、陽炎かげろうのようなオーラが立ちのぼった。いままでとはまったく違う禍まが々まがしい雰ふん囲い気きに、胴どう着ぎの男たちが一瞬ひるむ。


　彼女の口が開かれ、真っ赤な口こう蓋がいがのぞく。まるで指し揮き者しやのように両手を広げた。


「黒竜江省綵花ヘイロンチヤンソイホワで学びし松田和美が魔術、とくとご覧あれ！」


　炎は激しく回転すると、今度はバラバラになって日本刀の男たちを攻撃する。ランダムに襲いかかり、しかも自じ律りつしているのだ。男たちがパニックに陥おちいる。


　残った御厨は逃げ回っているが、


「あらよっ、ほいほい」


　などと言いながら、どこからか取りだした試し験けん管かんを摑んでは投なげている。しかもその試験管は砕くだけるたびに爆発する。爆発物が混こん入にゆうされているのだ。命中するとかなりの衝しよう撃げきがあった。


　仲丸由紀彦、松田和美、御厨真吾。この三人は、葵学園二年生の中でも、指ゆび折おりの魔術師だったのである。


　男たちの間に、恐きよう怖ふが蔓まん延えんした。





　和樹たちは朱しゆ漆うるしで塗ぬられた楼門まで逃げてきた。追っ手は二人だが、どれも一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。


　夕菜が振り向き、圧あつ縮しゆく魔ま法ほうで精せい霊れいたちを集める。左手がブルーに染そまる。


「ウンディーネ！」


　精霊たちが水流となって男たちに突とつ進しんする。だが先頭の男が白刃を振るうと、真っ二つに裂さけてしまった。その後も精霊たちの攻撃は続くが、うまく受け流されていた。腐くさっても神城流だ。


　最後の水流が砕くだかれた。男たちが迫る。


「きゃっ」


　千早が悲鳴を上げた。足をもつれさせたのだ。


「山瀬さん！」


　夕菜が駆け寄る。


　千早が顔をゆがめている。さっきからずっと、胸を手で抑えている。


「あたし……ちょっと……身体が……」


「肩を」


　夕菜が彼女の腕を取り、自分の肩に回した。


「宮間さん……いいの、あたしに優しくして」


　夕菜はちょっと笑った。


「ライバルには寛かん大だいなんです」


「こっち！」


　和樹も千早に肩を貸した。


　目の前には、真っ赤な楼門がそびえていた。二層建て、寛かん永えい五年建けん築ちくである。係員がいるはずだが、警けい察さつ官かんでも呼びに行ったのか姿がない。


　和樹はあたりを見回した。楼門の向こう側では沙弓が戦っており、背はい後ごからは敵が迫せまっている。行き場がない。


　頭上に目をやった。


「登のぼろう」


「えっ」


　千早が驚いて見返す。


「上に行くの!?」


「ここは二階があるんだよ。早く！」


　下から強ごう引いんに登のぼらせる。千早、夕菜の順で押し上げた。


　二人はすんなり上がった。むしろ和樹の方が手て間ま取どってしまう。そのため、刃やいばが足をかすめていた。


　二層は眺ながめがいい。しかし呑のん気きに展てん望ぼうはしていられなかった。がらんとしていて、なにもないのだ。


「式森君、来る！」


　千早が火の玉を出現させ、投げつける。顔を出した瞬間に当たり、男はのけぞって落らつ下かした。


　和樹は怒鳴る。


「もっと上！」


「屋根ですよ!?」


「ここじゃ隠かくれることもできない！」


　和樹は夕菜に上へ行くよう合あい図ずした。


　屋根に登るのは、一階から二階へ行くより手間がかかった。腕うでの力がいるが、懸けん垂すいもろくにできない和樹には難なん事じ業ぎようだ。


　屋根は急な角度がついていて、立つのも難しい。足場を作ろうと、屋根を蹴飛ばした。千早が嘆なげく。


「ここ重じゆう文ぶんよ」


「逮たい捕ほされるかな」


　背中をぴたりと屋根にくっつけた。下ではどたどた走り回る音。三人はそれぞれ口に指を当て、静かに、静かにと合図をした。


　やがて足音がしなくなった。


「行ったのでしょうか……」


　夕菜が怖々下をのぞく。そのとき。


　真ま下したから手が伸び、彼女の足首を摑んだ。


「きゃあっ！」


「夕菜！」


　和樹は叫さけんで、伸びてきた腕を蹴け飛とばす。手が外はずれた。


「ひさしじゃ駄目だ。もっと上に」


　滑すべる屋や根ねに指を立てながら這はい登のぼる。天てん頂ちようの、丸い瓦に手がかかった。


　ふっと影が三人の顔に落ちた。


　耳元をかすめる風切り音。反対側から登っていた男が日本刀を振るったのだ。三人は動どう転てんして足元がふらつく。


「きゃあっ！」


「いやあっ！」


　和樹はかろうじてこらえた。だが夕菜と千早がそのまま屋根を滑り落ちる。


「手を！」


　和樹は腕を伸ばした。少女二人の手が見える。指先が触れようとして、かすかに迷まよい──右手に夕菜、そして左手に千早を摑つかまえる。女子の体重二人分だが、なんとか支ささえられた。




[image: ]


「和樹さん……」


「式森君……」


　二人がぶら下がっている。両腕がしびれた。顔は見えないが、男は笑っているらしい。影の動きで、近寄っているのが分かった。


　影が剣をゆっくり構かまえる。和樹は両手が使えない。幽霊に魔法は不可能。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。


「和樹さん、離して……」


「式森君、いいよ……」


「なに言ってるんだ……」


　ここで離すわけにはいかない。ここから地面まで十二メートルはある。落らつ下かして打ち所が悪かったらどうなるか分からない。


　だが握あく力りよくは徐々に衰おとろえていく。とくに利きき腕ではない左腕の弛ゆるみが激はげしい。千早の手が滑っていく。止めることができない。男の影は刀を振りかぶる。和樹は観かん念ねんして目をつぶった。


「……！」


　長く耳に残る悲鳴がして──


　男が屋根から転がり落ちていった。


　和樹はなにが起こったのか分からなかった。天頂から声がする。


「もう大丈夫。下に仲丸君たちがいるから、手を離していいわ」


「……杜崎さん」


　沙弓は全身に汗あせをかきながらも、男に突きをくれた右手を叩いて見せた。





　　　○





　Ｂ組式森班と千早は、警けい察さつが到とう着ちやくする前に逃にげ出さなければならなかった。男たちは境けい内だいに転がしたままだ。


　一般の参拝客もいたから、「どこかの学生がなにやら暴れていた」という証しよう言げんは出るだろう。これは東京に電話をして、玖里子と凜の本家に任まかせるしかなかった。


　仲丸と和美と御厨は、こんなことが起こっても「滅めつ多たにない経験をした」と気き楽らくなことを言っていた。さすが神経の太ふとさが違う。ただ仲丸だけは「余よ計けいな約束しちまった」と嘆いていた。和美が妙に嬉うれしそうなのも印いん象しように残った。


　和樹と夕菜は、千早を途中まで送っていった。


「いいよ、ここで」


　京都駅烏丸からすま口ぐちで、彼女は言った。


「三日間、どうもありがとうね」


　いつもの快かい活かつな表情であった。


「こっちこそ。最後はとんでもないことに巻き込んじゃったけど」


「いいよ。沙弓の家のことは、あたしも知ってたしね。彼女につきあうと、こんなトラブルばかり起こるの。二人とも、気をつけてね」


　あははと笑う。つられて二人も笑顔になった。


「それじゃあ。もう会えるか分かんないけど」


　千早が手を振る。


「うん、元気で」


　和樹も答える。千早は夕菜に向かって、


「宮間さんもお元気で」


「はい……でも」


　夕菜はやや沈しずんだような表情になった。


「なに？」


「怒ってないですか……。その、山瀬さんに冷たくしちゃったから」


「そうねえ……あまり腹は立たなかったっていうか……あたしね、やきもち焼く女の子って、嫌いじゃないのよ」


「え？」


「ま、うらやましかったのは事実だけどね。だって式森君はね──」


　そこまで言って、彼女はおっといけないとばかりに、口をつぐんだ。


「じゃあこれで……そうだ」


　千早は和樹の元に寄った。


「式森君。あの質問の答え、教えてくれる？」


「……え」


　和樹の顔が赤くなる。それを見た千早は何な故ぜか追求せずに、


「利きき腕うで、右だよね」


「……うん」


「いいや、分かってたんだ」


　彼女はそう言うと、背を向けた。


　少し歩く。それからくるりとこちらを向き、大きく手を振った。


「さようなら、お二人さん！」


　そして千早は駅構内に走っていった。


　和樹と夕菜は、彼女が見えなくなるまで手を振った。





　千早はＪＲの切きつ符ぷを買った。人混みをかき分けるようにして、改かい札さつに近づく。


　抜けようとしたが、そのすぐ脇わきで、一人の女性が彼女を待っていた。


「……沙弓」


　長身の女性は普ふ段だんの端たん正せいな表情を崩していなかったが、どことなく憐あわれみの混まじった色をたたえていた。


　千早はふんとそっぽを向いた。


「なに、沙弓」


「良かったの、あれで」


「いいわよ。あの二人は、あれで似に合あいじゃない。他に答えがないってことも、分かってたし……」


「……でも」


「うるさいわね。いいのよ」


「……本当？」


「いいの……いいんだから」


　千早の口調が震ふるえてくる。目をつぶってうつむいた。沙弓が心配そうに、肩に手をかける


「馬鹿、沙弓……同情しないで……。同情なんか……しないで……よ」


　彼女は頰をぬぐった。


「千早……」


「やめてよ馬鹿あ……。泣ないて……ないわよ……泣いてない……」


　千早は顔を覆おおって、沙弓の胸に倒れ込んだ。





　その日ホテルに帰ってから、和樹は沙弓に呼び出された。


　彼は一ひと晩ばん中じゆう稽けい古この相手をさせられて、さんざん投なげ飛とばされたのであった。






　あとがき







　築つき地じです。まぶらほの四冊目です。『アージ・オーヴァーキル（ワゼリング・ハイツ改題）』でも『ストレンジ・フェノメノン』でもなく、『ゆうれいの巻・なか』でした。長編を楽しみにされていた方、申し訳ありません。いましばらくお待ちください。


　その代わりといってはなんですが、今回も長い書き下ろしがついています。全体の三分の二ほどもあります。『ゆうれいの巻・なか』に出てきた千ち早はやの話です。その他にも新キャラも出してみました。人気が出たらいいなあ、と密ひそかに思っています。気に入った読者の方はそれぞれ電でん波ぱを発してください。随ずい時じ受信して今後に反はん映えいさせる予定です。なおこのような電波は気き象しよう条じよう件けんによって受信状態が左右されますので、新キャラがこれっきり出てこないこともあり得ます。あらかじめご了承ください。





　さてこのあとがきは六月に書いています。世間はワールドカップ一色ですが、私もご多分に漏もれず執しつ筆ぴつかテレビかという極きよく端たんな引きこもり生活を送っており、太陽光線を全まつたく浴あびていません。


　このままだと陽の光を浴びたら溶とけて死ぬ体たい質しつになってしまい、日本代表の試合で身体をリフレッシュしたかったのですが、一次販売も二次販売も三次販売もインターネットも開幕後の電話受付もマクドナルドもジレットもコカコーラもカップラーメンもマスターカードも全く当たらず、「これは太陽なんかいいから日ひ陰かげでナメクジのような人生を送りなさい」という天の声だと確信して枕まくらを濡ぬらしていました。十ン年前、読売クラブの華か麗れいなパスサッカーを観みてサッカーに目覚めて以来、丹たん念ねんに代表の試合を追っていましたが、最近はチケットが取れずさっぱりです。ついこの間までは、みどりの窓口でも余よ裕ゆうで確保できたのですが。


　で、「いいんだワールドカップなんて。あれは別の星でやっている大会に違いない」と思い込んでいたのですが、ついに観に行くことができました。日本代表戦ではなくアイルランド対サウジアラビア戦。試合内容は特に観るべきところはなかったのですが、アイルランドサポーターがとにかく陽よう気き。五人集まれば歌をうたい、うたってないときは酒を飲むという分かりやすい行動パターン。連中は緑の服とビールで作られています。しかも私の周囲はアイルランド人だらけでほとんど日本語を聞かず、「やっぱり別の星の大会だったんだ」と確信しました。ときおり英語なまりの「ニッポン、チャチャチャ」が聞こえてきましたけど。


　とにかく無む茶ちや苦く茶ちや面白い連中だったので、次の作品には緑色したアイリッシュを出そうと心に決めました。好きな飲み物はビール。なお、私が確保したチケットはこれだけだったので、今後も引きこもりは続きそうです。





　では今回も関係各位に感かん謝しやしつつ、ギネスビールを飲むために筆ふでを置きたいと思います。次回の刊行予定はようやく『アージ・オーヴァーキル』……えっ、『メイドの巻』!?







二〇〇二年六月十三日　築地　俊彦





初出　月刊ドラゴンマガジン　２００１年11月号～２００２年１月号


　　「バッド・バッド・ボーイズ・アンド・ガールズ」書き下ろし




まぶらほ


～ゆうれいの巻・なか～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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